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ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
１
１
号

特
報
！
！
！
無
償
で
最
新
本
格
レ
セ
プ
ロ
が
あ

な
た
の
手
に
！
柔
整
用
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
用

〜
ネ
ッ
ト
会
員
限
定
〜
７
月
１
日
開
始
予
定
、

先
行
予
約
受
付
中
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
の
会
員
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ネ
ッ
ト
会
員
に
な
ら
れ
た
方
が
得

ら
れ
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
“
レ
セ
プ
ト
発
行
用

ソ
フ
ト
の
無
償
提
供
”
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

※
会
員
料
金
や
規
約
そ
の
他
の
特
典
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
後
半
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
に
お
い
て

か
ね
て
か
ら
開
発
中
だ
っ
た
、
療
養
費
支
給
申

請
書
発
行
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
レ
セ
プ
ト
発
行

用
ソ
フ
ト
）
を
ネ
ッ
ト
会
員
限
定
で
無
償
提
供

し
ま
す
。
無
償
の
レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
と

は
い
え
内
容
は
、
市
販
の
ソ
フ
ト
以
上
の
機
能

と
使
い
勝
手
の
よ
さ
を
誇
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
が
提
供
す

る
レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
に
は
、
柔
道
整
復

師
用
の
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」
と
訪
問
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
用
の
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
が
あ
り
、
ネ
ッ

ト
会
員
は
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」
と
「
レ
セ
Ｐ
ｒ

ｏ
(R)
」
を
、
ハ
ー
ド
１
台
で
、
両
方
を
自
由
に

い
つ
で
も
使
い
、
レ
セ
プ
ト
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
両
ソ
フ
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
当
会
サ
ー
バ
ー
で
操
作
し
ま
す
の
で
、
わ

ず
ら
わ
し
い
保
険
者
や
医
療
費
情
報
の
更
新
作

業
の
必
要
が
な
く
、
個
人
情
報
の
保
護
の
点
か

ら
み
て
も
優
れ
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
ネ
ッ
ト
会
員
の
デ
ー
タ
は
当
会
で
も

開
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

無料で 最 新
本 格

手に入る

レセプト
　ソフト 

特報！
ＮＰＯ法人―ネット会員限定

　ＮＰＯ法人日本手技療法協会がかねてよ

り開発中だった、療養費支給申請書発行用

ソフトウエア（レセプト発行用ソフト）

が同協会ネット会員限定で無償提供され

る。無償のレセプト発行用ソフトとはいえ

内容は、市販のソフト以上の機能と使い勝

手の良さを誇るという。提供されるレセプ

ト発行用ソフトには、柔道整復師用の「レ

セ Pro(M)」と訪問マッサージ師用の「レ

セ Pro(R)」があり、ネット会員は「レセ

Pro(M)」と「レセ Pro(R)」を１台のパソ

コンで両方を自由に使える。両ソフトはイ

ンターネットを介して同協会サーバーで操

作するので、保険者や医療費情報の更新な

ど煩雑な作業もなく、ネット会員のデータ

は同協会でも開くことができないなど個人

情報の保護の点でも安心なシステムとなっ

ている。同協会の説明を元に紹介する。　

発行用
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療
養
費
支
給
申
請
書
発
行
用
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
柔
道
整
復
師
用　

レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
（
Ｍ
は

m
anipulation

＝
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

略
）。

　

こ
れ
ま
で
一
般
に
使
わ
れ
て
き
た
療
養
費
支

給
申
請
書
発
行
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
３
年
や

５
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
、
途
中
解
約
に
は
規
定

が
あ
り
、
費
用
は
月
額
数
万
円
と
い
う
の
が
当

た
り
前
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
こ
の
経

費
を
ど
う
に
か
削
減
で
き
な
い
も
の
か
」
と

い
う
ご
意
見
・
ご
相
談
を
多
方
面
か
ら
い
た
だ

い
て
参
り
ま
し
た
。
諸
先
生
が
お
考
え
の
よ
う

に
、
接
骨
院
経
営
は
、
コ
ス
ト
を
抑
止
し
て
収

益
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保

護
法
の
遵
守
と
い
う
新
た
な
問
題
も
浮
上
し
て

お
り
、
レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
に
も
さ
ら
な

る
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
手
技
療
法
協
会
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
、
す
べ
て
の
接
骨
院
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
で
あ
る
レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
を
開

発
し
、
無
償
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム

を
確
立
い
た
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手

技
療
法
協
会
ネ
ッ
ト
会
員
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
い
た
だ
き
、
貴
院
の
発
展
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
会
員
に
対
し
て
広

く
配
布
す
る
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
請
求
団

体
、
請
求
代
行
会
社
、
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、

広
く
使
用
希
望
者
に
対
し
て
無
償
で
提
供
し
ま

す
。

　

請
求
団
体
、
請
求
代
行
会
社
は
、
会
社
の
仕

様
に
準
じ
た
ソ
フ
ト
へ
変
更
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」
は
、
無
料
で
あ
り
な
が

ら
、
既
存
の
ソ
フ
ト
を
越
え
る
多
彩
な
機
能
を

備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」
の
画
面
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
現
在
使
用
中
の
レ
セ
プ
ト
発
行
用

ソ
フ
ト
と
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

そ
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

※
請
求
団
体
、
請
求
代
行
会
社
で
「
レ
セ
Ｐ

ｒ
ｏ
(M)
」
の
使
用
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
貴
会

や
貴
社
の
レ
セ
プ
ト
仕
様
に
本
協
会
が
変
更
を

し
、
貴
会
会
員
が
本
協
会
の
ネ
ッ
ト
会
員
に
入

会
す
る
こ
と
で
無
償
使
用
で
き
ま
す
。

❶
ロ
グ
イ
ン
画
面

　

各
会
員
に
会

員
番
号
と
パ
ス

１
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
簡
単
動
作　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
が
独
自
に
開
発
し

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
全
く
新
し
い
レ
セ
プ
ト
発
行

用
ソ
フ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
入
力
を
行

う
の
で
、
ま
る
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
い
る
よ
う
な
手

軽
さ
で
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
レ
セ
プ
ト
請
求
入
力
の
他
、
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
も
充
実

　

施
術
の
入
力
時
に
は
、
近
接
部
位
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
行
い
、
さ
ら
に
レ
セ
プ
ト

印
刷
前
に
も
一
括
の
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
の
で
、
保
険
者
か
ら

の
返
戻
を
大
幅
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｑ
Ｒ
バ
ー
コ
ー
ド
を
使
い

（
別
途
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
）、
レ
セ
プ

ト
印
刷
の
作
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
個
人
情
報
の
保
護
に
対
応　

昨
今
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
個
人
情
報
の
流
失
に
対
応
す
る
た
め
、
入
力
デ

ー
タ
は
す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
サ
ー
バ
ー
に
保
存
さ
れ

ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
使
用
者
の
み
が
引
き
出
せ
る
も
の
で
、
ソ

フ
ト
提
供
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
で
さ
え
も

ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
デ
ー

タ
の
持
ち
出
し
を
未
然
に
防
ぎ
、
同
時
に
個
人
情
報
の
保
護
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ゆ
え
に
、
接
骨
院
の
パ
ソ
コ
ン
が
故
障
し
て
も
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ

(M)
」
の
デ
ー
タ
は
消
去
さ
れ
ず
、
レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
不
要
で
す
。

４
保
険
者
や
医
療
費
情
報
を
自
動
更
新　
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ

(M)
」
は
全
国
の
保
険
者
、
医
療
助
成
に
対
応
し
て
お

り
、
随
時
新
規
の
保
険
者
の

追
加
、
既
存
保
険
者
の
合
併
・

廃
止
・
統
合
に
よ
る
変
更
を

自
動
的
に
更
新
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
版
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要

は
な
く
、
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

保
険
者
の
名
称
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
ま
ま

レ
セ
プ
ト
の
請
求
を
し
て
し
ま
い
返
戻
と
な
る
、
な
ど
の
心
配
は

無
用
で
す
。

５
請
求
団
体
を
問
わ
ず
使
用
が
可
能　

本
ソ
フ
ト
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
団
体
に
属
さ
な
く
て
も
保
険
者
請
求

レ
セ
プ
ト
を
作
成
で
き
ま
す
の
で
個
人
請
求
が
容
易
で
す
。

レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
の
搭
載
機
能
と
利
点

柔
道
整
復
師
用
の
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」

特報！レセプトソフト無料配布
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ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
そ
の
会
員
番
号
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
っ
て
い
る
ど
こ
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
常
に
最
新
の
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
作
業
は
一
切
不
要
で
す
。

保
険
証
入
力
…
一
般
保
険
請
求
に
加
え
、
自
賠

責
・
労
災
・
生
活
保
護
の
入
力
が
可
能
で
す
。

（
自
賠
責
・
生
活
保
護
は
請
求
用
紙
が
異
な
る

た
め
、
試
算
の
み
に
な
り
ま
す
）

❷
保
険
者
情
報

　
　

保
険
者
の
情
報

は
一
元
管
理
さ
れ
て

お
り
、
自
動
的
に
更
新
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

❸
施
術
明
細
入
力

　

傷
病
名
や
負

傷
理
由
な
ど
が

す
べ
て
一
画
面
で
入
力
で
き
る
、
使
い
や
す
い

レ
イ
ア
ウ
ト
の
施
術
入
力
画
面
で
す
。

❹
月
別
来
院
患
者
照
会　

月
別
で
来

院
患
者
の
詳

細
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
索

一
覧
の
印
刷
も
可
能
で
す
。
ま
た
市
販
の
表

計
算
ソ
フ
ト
形
式
で
出
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。❺レ

セ
プ
ト
発
行
画
面

　

レ
セ
プ
ト

用
紙
へ
の

印
刷
を
行
う
画
面
で
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
※
を

使
う
こ
と
に
よ
り
、
レ
セ
プ
ト
用
紙
の
並
べ
替

え
の
作
業
が
不
要
と
な
り
ま
す
。（
※
バ
ー
コ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
別
途
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

❶

❷

❻

❸

❼

特報！レセプトソフト無料配布
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❻
患
者
情
報
入
力　

　

来
院
患
者
の
レ
セ

プ
ト
申
請
や
カ
ル
テ

情
報
以
外
（
施
術
担
当
者
、
職
業
、
フ
リ
ー

ワ
ー
ド
な
ど
）
の
詳
細
な
情
報
を
入
力
で
き
ま

す
。

❼
Ｄ
Ｍ
患
者
情
報
検
索　
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
の
印
刷

を
行
い
た
い
患
者
を
、
様
々
な
条
件
か
ら
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
索
さ
れ
た
患
者
は

帳
票
出
力
、
ハ
ガ
キ
宛
名
印
刷
、
宛
名
シ
ー
ル

印
刷
、
ま
た
市
販
の
表
計
算
ソ
フ
ト
形
式
へ
の

フ
ァ
イ
ル
出
力
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

※
表
示
し
て
い
る
画
面
・
機
能
は
開
発
中
の

も
の
で
あ
り
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

❺

❹

さあ！　
まずは先行予約を！
「レセ Pro(M)」の
先行予約、お問合せは、
メールで!!

Mail:  npo@healingm.com

「レセＰｒｏ (M)」の動作環境

　対応ＯＳ：マイクロソフト　ウィン
　ドウズＸＰ（サービスパック１、２）
　ソフトウェア：マイクロソフト　イ
　ンターネットエクスプローラー 5.5　
　（サービスパック２以上）
　メモリ：２５６ＭＢ以上
　インターネット環境：ＡＤＳＬ　３
　ＭＢ以上
　必須プリンタ：エプソン　ＬＰー　
　1400（モノクロレーザープリンタ）

特報！レセプトソフト無料配布

ひーりんぐ11.indd   7 2006/04/18   18:12:02



8Healing Magazine
No.11 2006  Spring

　

療
養
費
支
給
申
請
書
発
行
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
用　

レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
（
Ｒ
は

rehabilitation

＝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

略
）。

　
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
は
、
最
近
需
要
の
増
え

て
い
る
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
用
の
レ
セ
プ
ト
発
行

用
ソ
フ
ト
で
す
。
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
専
用
の
レ

セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
は
ま
だ
数
が
少
な
く
、

こ
れ
を
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
先
生
方
に
は

ま
さ
に
朗
報
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
は
、
前
述
の
「
レ
セ
Ｐ

ｒ
ｏ
(M)
」
同
様
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し

て
使
用
す
る
新
型
レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
で

す
。
専
用
ソ
フ
ト
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療

法
協
会
の
治
療
家
向
け
サ
イ
ト
（
後
半
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
紹
介
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
使
い
ま
す
。

　

上
に
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
ま
し
た
が
、「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
３
（
個
人
情
報
の
保
護

に
対
応
）、
４
（
保
険
者
や
医
療
費
情
報
の
更

新
作
業
が
不
要
）、
５
（
請
求
団
体
を
問
わ
ず

ご
使
用
が
可
能
）
も
網
羅
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

※
請
求
団
体
、
請
求
代
行
会
社
で
「
レ
セ
Ｐ

ｒ
ｏ
(R)
」
の
ご
使
用
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
貴

会
や
貴
社
の
レ
セ
プ
ト
仕
様
に
本
協
会
が
変
更

を
し
、
貴
会
会
員
が
本
協
会
の
ネ
ッ
ト
会
員
に

入
会
す
る
こ
と
で
無
償
使
用
で
き
ま
す
。

　

本
格
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
用
レ
セ
プ
ト
発
行
用

ソ
フ
ト
【
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
】
の
画
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
の
搭
載
機
能
と
利
点

１
請
求
に
必
要
な
基
本
デ
ー
タ

を
自
動
更
新　

訪
問
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
請
求
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
自

動
で
更
新
し
ま
す
の
で
、
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
を
す
る
手
間
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
自
動
更
新
さ
れ
る
項
目
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　

〇
施
術
単
価 

 
 

　
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」「
変

形
徒
手
矯
正
」
の
１

カ
所
あ
た
り
の
単
価

／
「
温
罨
法
」「
温
罨
法
・
電
療
」

１
回
あ
た
り
の
単
価

　

〇
訪
問
単
価

　

16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ご
と
の
訪
問
単
価
（
往
療

料
）

　

〇
保
険
者
情
報

　

保
険
者
番
号
／
保
険
者
名
称
（
カ

ナ
名
称
含
）
／
郵
便
番
号
／
保
険
者
の

住
所
･
電
話
番
号
／
保
険
種
別
／
負
担

割
合２

往
療
距
離
を
自
動
計
算　

今
ま

で
多
く
の
先
生
方
は
、
往
療
距

離
の
測
定
を
地
図
に
定
規
を
あ
て
手
作

業
で
行
っ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
を
使
え

ば
、
地
図
検
索
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
得
た

経
度
緯
度
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
往
療

距
離
を
自
動
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
度
住
所
を
入
力
す
る
と
自
動
的

に
記
録
が
残
る
の
で
、
再
度
入
力
す
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
往

療
距
離
自
動
計
算
シ
ス
テ
ム
は
、
訪
問

時
刻
や
訪
問
日
を
変
更
し
た
場
合
や
、

同
一
場
所
で
の
施
術
な
ど
に
も
自
動
的

に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
往
療
明
細

に
も
反
映
さ
れ
、
正
確
に
規
定
に
沿
っ

た
往
療
料
が
算
出
で
き
ま
す
。

３
便
利
な
各
種
機
能　

各
手
続
き

の
た
め
に
必
要
と
な
っ
て
く
る

請
求
書
・
領
収
書
を
発
行

（
出
力
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
期
限
切

れ
の
迫
っ
て
い
る
同
意
書
を
告
知
す
る

な
ど
の
同
意
書
の
管
理
、
複
数
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
の
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管

理
も
可
能
で
す
。
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
に
関
し
て
は
、
時
刻
の
変
更
、
キ

ャ
ン
セ
ル
な
ど
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、

入
力
し
た
変
更
事
項
は
レ
セ
プ
ト
と
往

療
明
細
に
自
動
的
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
用
の
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」

ネ
ッ
ト
会
員
に
な
れ
ば
ど
こ
の
請
求
団
体
・
会
社
で
も

無
料
で
レ
セ
P
ｒ
ｏ
が
使
え
る

特報！レセプトソフト無料配布
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１
ロ
グ
イ
ン
画
面
　

各
会
員
に
ロ

グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
そ
の
ロ
グ
イ

ン
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
サ
ー
バ
ー
に
接
続
し
て
使
用
し
ま
す
。

２
施
術
単
価
画
面
　

申
請
に
必

要
な
施
術

単
価
の
情
報
で
す
。

３
訪
問
単
価（
往
療
料
）画
面
　

申
請
に

必
要
な
往

療
料
の
計
算
に
使
用
し
ま
す
。

４
保
険
者
情
報
画
面
　

申
請
に

必
要
な
保

険
者
の
情
報
で
す
。

５
患
者
登
録
画
面
　

患
者
の

情
報
を
入

力
、
編
集
す
る
画
面
で
す
。

１ ２

３

４

５

特報！レセプトソフト無料配布
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６
請
求
書・領
収
書
出
力
　

患
者
へ

の
請
求
書
・

領
収
書
を
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
領
収
書
出
力
　

領
収
書
の
出
力
例

で
す
。

８
患
者
検
索
　

患
者
氏
名
・
カ
ナ
・

患
者
番
号
で
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

９
同
意
書
登
録
画
面　
同
意

書
の
入

力
・
編
集
を

行
う
画
面
で

す
。
こ
こ
で

の
入
力
が
自

動
的
に
施
術

内
容
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

６

８

７

９

10

特報！レセプトソフト無料配布
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新規にすべてを購入した場合の参考価格

（インターネット環境を除く）～編集部調べ～
保守無し

項目 定価 ご提供価格 備考

PC \101,000 \100,000 レノボR51e1843-BLJ　

プリンタ \39,800 \23,000 エプソンLP1400

キッティング open \10,000 ドライバインストールなど

オンサイトセッティング \14,700 \14,700 現地設定・接続（QRリーダ除く）

QRリーダ open \43,000

合計 \190,700

ご参考（ノンバンク手数料込み） \225,026 36ヶ月で18%

ご参考（月額） \6,251/月

PC保守3年

項目 定価 売値 備考

PC \101,000 \100,000 レノボR51e1843-BLJ　

PC保守 \45,000 \43,000 3年オンサイト月土8:00-20:00

プリンタ \39,800 \23,000 エプソンLP1400

キッティング open \10,000 ドライバインストールなど

オンサイトセッティング \14,700 \14,700 現地設定・接続（QRリーダ除く）

QRリーダ open \43,000

合計 \233,700

ご参考（ノンバンク手数料込み） \275,766 36ヶ月で18%

ご参考（月額） \7,660/月

PC保守2年

項目 定価 売値 備考

PC \101,000 \100,000 レノボR51e1843-BLJ　

PC保守 \30,000 \28,900 2年オンサイト月土8:00-20:00

プリンタ \39,800 \23,000 エプソンLP1400

キッティング open \10,000 ドライバインストールなど

オンサイトセッティング \14,700 \14,700 現地設定・接続（QRリーダ除く）

QRリーダ open \43,000

合計 \219,600

ご参考（ノンバンク手数料込み） \259,128 36ヶ月で18%

ご参考（月額） \7,198/月

※カード決済端末レンタル料（\4,200/月）

さあ！　まずは先行予約を。
「レセ Pro(R)」の先行予約、お
問合せは、メールで

Mail:  npo@healingm.com

10
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
画
面　
患
者
を
訪
問
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

　

ー
ル
を
入
力
・
編
集
す
る

画
面
で
す
。
入
力
し
や
す
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
画
面
で
す
。

11
発
行
画
面　
申
請
書
・
往
療
明
細
を
出
力
す
る
画
面

で
す
。

12
往
療
明
細　
出
力
さ
れ
る
往
療
明
細
の
例
で
す
。

※
表
示
し
て
い
る
画
面
・
機
能
は
開
発
中
の
も
の
で
あ
り
、
変
更
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

11

12

特報！レセプトソフト無料配布

「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
の
動
作
環
境

　

対
応
OS
…
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
ま
た
は
２
０
０
０

　

メ
モ
リ
…
２
５
６
Ｍ
Ｂ
以
上　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
…
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
３
Ｍ
Ｂ
以
上

　

推
奨
プ
リ
ン
タ
…
エ
プ
ソ
ン　

Ｌ
Ｐ
‐
１
４
０
０
（
モ
ノ
ク
ロ
レ
ー    

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ザ
ー
プ
リ
ン
タ
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
認
証
一
周

年
を
期
し
て
、
７
月
１
日
よ
り
会
員
区
分
が
変

わ
り
ま
す
。
現
在
会
員
の
方
は
、
期
間
終
了
後

か
ら
新
会
員
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

７
月
１
日
以
前
に
継
続
の
手
続
き
を
取
っ
た
方

に
関
し
て
は
旧
制
度
が
引
き
継
が
れ
、
期
間
終

了
後
か
ら
新
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

新
会
員
制
度
開
始
日

　

平
成
18
年
７
月
１
日
（
土
）

　

廃
止
さ
れ
る
も
の

　

①
正
会
員
個
人
②
正
会
員
団
体
③
正
会
員
個

　

人
、
団
体
の
入
会
金
④
正
会
員
個
人
、
団
体

　

の
会
費

　

新
設
さ
れ
る
も
の

　

①
一
般
会
員
②
ネ
ッ
ト
会
員
③
一
般
会
員
、

　

ネ
ッ
ト
会
員
の
会
費

【
一
般
会
員
】

　

１　
【
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
】
が
無
料
配

布
さ
れ
ま
す
。

　

２　

会
員
カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

３　

本
協
会
が
認
め
る
優
秀
な
会
員
、
積
極

的
に
協
力
し
た
会
員
の
表
彰
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

４　

本
協
会
主
催
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研

修
・
講
演
会
に
優
先
参
加
で
き
ま
す
。

　

５　

本
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
費
用

の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

６　

在
庫
切
れ
の
【
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ

ン
】の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
実
費（
コ
ピ
ー
代
）

で
入
手
で
き
ま
す
。

　

７　

本
協
会
の
持
つ
各
種
情
報
の
提
供
を
希

望
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８　

本
協
会
と
提
携
企
業
の
商
品
割
引
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

９　

名
刺
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法

協
会
会
員
」
と
記
載
で
き
ま
す
。

　

10　

掲
示
用
の
会
員
証
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

会
員
会
費

　

入
会
金
無
し　

年
会
費　

５
０
０
０
円

＊
銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
年
会
費
を

一
括
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ネ
ッ
ト
会
員
】

　

１　

療
養
費
支
給
申
請
書
発
行
用
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
（
レ
セ
プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
）「
レ
セ
Ｐ

ｒ
ｏ
(M)
」
と
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
が
無
償
で
使

え
ま
す
。

　

２　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
が
無
償
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

３　
『
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
』
が
無
料
配

布
さ
れ
ま
す
。

　

４　

会
員
カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

５　

本
協
会
が
認
め
る
優
秀
な
会
員
、
積
極

的
に
協
力
し
た
会
員
の
表
彰
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

６　

本
協
会
主
催
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研

修
・
講
演
会
に
優
先
参
加
で
き
ま
す
。

　

７　

本
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
費
用

の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

８　

在
庫
切
れ
の
【
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ

ン
】の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
実
費（
コ
ピ
ー
代
）

で
入
手
で
き
ま
す
。

　

９　

本
協
会
の
持
つ
各
種
情
報
の
提
供
を
希

望
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

10　

本
協
会
と
提
携
企
業
の
商
品
割
引
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

11　

名
刺
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法

協
会
会
員
」
と
記
載
が
で
き
ま
す
。

　

12　

掲
示
用
の
会
員
証
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

会
員
会
費

　

入
会
金
無
し　

月
会
費　

２
０
０
０
円
（
毎

月
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
）

　

＊
１
回
目
の
お
支
払
い
は
銀
行
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
現
金
払
い
に
な
り
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
口
座
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

　

※
注
意
※　

ネ
ッ
ト
会
員
と
一
般
会
員
は
会

員
期
間
及
び
会
費
の
納
入
方
法
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会員に関するお問合せは

NPO法人日本手技療法協会
TEL:03-5296-9055　
Mail: info@healingm.com

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
手
技
療
法
協
会
の

会
員
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
７
月
１
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
会
員
サ
ポ
ー
ト
を
一
層
強
化
し
ま
す
。
誰

で
も
閲
覧
可
能
な
一
般
向
け
サ
イ
ト
と
治
療
家

向
け
サ
イ
ト
の
２
種
類
を
制
作
し
ま
す
が
、
そ

れ
を
巧
み
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
般
社
会
の
中
に
お
け
る
治
療
業
界
の
認
知
度

を
上
げ
、
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協

会
会
員
の
治
療
院
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。
一

般
向
け
、
治
療
家
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
発
行
も
準
備
中
で
す
。

　

一
般
向
け
サ
イ
ト

　

こ
の
サ
イ
ト
の
一
番
の
特
色
は
、
日
本
最
大

規
模
と
な
る
全
国
治
療
院
検
索
で
す
。
住
所
や

診
療
内
容
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
を
入
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
や
患
者
が
治
療
院
を

探
す
際
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

２
万
件
以
上
の
治
療
院
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
が
、
ネ
ッ
ト
会
員
の
治
療
院
は
検
索
結
果
の

上
位
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
詳
細
ペ
ー
ジ
に
写
真

を
掲
載
し
た
り
、
治
療
院
の
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ｒ
を
通

じ
て
、
患
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
可
能
に
な
る

わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
求
人
情
報
や
学
校
情
報
を
充
実
さ

せ
、
学
生
の
ア
ク
セ
ス
増
を
見
込
ん
で
い
き
ま

す
。
治
療
院
経
営
の
先
生
方
に
は
人
材
確
保
の

有
効
な
手
段
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ほ
か
に
、
健
康
情
報
や
疾
患
･
症
状
別
解
説

の
豆
知
識
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
、
幅
広
い
層

の
指
示
を
図
り
ま
す
。
治
療
院
取
材
レ
ポ
ー
ト

な
ど
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
治

療
院
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
新
規
層
へ
の

働
き
か
け
も
積
極
的
に
行
い
、
業
界
の
認
知
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

治
療
家
向
け
サ
イ
ト　

　

治
療
家
向
け
サ
イ
ト
経
営
術
を
メ
イ
ン
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
や
、
治
療
業
界
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
専
門
家
向
け
サ
イ
ト

で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
会
員
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
は
、

こ
こ
か
ら
登
録
す
る
形
と
な
り
ま
す
（「
レ
セ

Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」
用
の
ソ
フ
ト
は
こ
の
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法

協
会
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

現
在
企
画
中
の
情
報
ペ
ー
ジ
で
主
な
も
の

は
、【
必
殺
！
開
業
人
】
や
【
次
世
代
経
営
術
】、

【
業
界
ニ
ュ
ー
ス
300
秒
】
や
【
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
】、【
療
養
費
支
給
基
準
辞
典
】
な
ど
で
、
い

ず
れ
も
即
効
性
か
つ
実
用
性
に
あ
ふ
れ
る
も
の

ば
か
り
。
中
で
も
注
目
は
、【
必
殺
！
開
業
人
】

や
【
次
世
代
経
営
術
】
で
、
前
者
で
は
、
こ
れ

か
ら
開
業
す
る
人
に
向
け
て
の
手
順
や
手
続
き

を
事
細
か
に
解
説
し
、
後
者
で
は
、
資
金
繰
り

や
節
税
対
策
、
多
店
舗
展
開
の
方
法
な
ど
を
惜

し
げ
も
な
く
公
開
し
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
全
て

仮
題
で
す
。

　

治
療
家
向
け
サ
イ
ト

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
は
「
レ
セ

Ｐ
ｒ
ｏ
(M)
」「
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
(R)
」の
無
償
提
供「
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
充
実
、
会
員
の
特
典
満
載

と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
！

一般向けサイトの治療院検索詳細画面

治療家向けサイトのトップページ

写真画面はいずれもイメージ
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―
増
患
・
増
収
に
つ
な
が
る
技
術
の
習
得―

　

由
診
療
に
役
立
つ
学
校

自　

今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
国
家
試
験
で
柔
道
整

復
師
は
５
１
２
７
人
の
受
験
者
の
う
ち
合
格
者

数
は
３
７
５
５
人
だ
っ
た
。
こ
の
合
格
者
数
に

見
ら
れ
る
と
お
り
、
今
後
柔
道
整
復
師
が
毎
年

５
０
０
０
人
規
模
で
誕
生
し
て
い
く
こ
と
も
目

前
だ
。
ま
さ
に
柔
整
師
数
の
過
剰
時
代
が
到
来

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
柔
道

整
復
師
の
保
険
取
り
扱
い
金
額
は
、
今
年
４
月

の
診
療
報
酬
改
定
が
初
診
料
を
中
心
に
大
幅
な

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
６
月
に
は
柔

整
療
養
費
も
同
様
に
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。「
パ
イ
は

小
さ
く
な
り
、
そ
れ
を
食
べ
る
人
が
増
え
て
い

く
」。
も
は
や
、
医
療
保
険
だ
け
で
食
べ
て
い

け
る
時
代
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
か
ら
勝
ち
組
、
負
け

組
み
の
差
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

勝
ち
組
接
骨
院
に
は
あ
る
共
通
の
テ
ー
マ
が
あ

る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
「
い
か
に
保
険
外
の
施
術

で
患
者
を
獲
得
し
て
い
く
か
」
が
重
要
な
要
素

の
１
つ
な
の
だ
。

　

保
険
外
の
施
術
と
い
っ
て
も
、
た
だ
闇
雲
に

な
ん
で
も
行
え
ば
い
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
く
、
た
と
え
ば
本
号
で
も
紹
介
し
た
豊
田
真

貴
子
氏
（
東
京
・
白
金
整
骨
院
）
の
よ
う
に
、

女
性
患
者
に
特
化
し
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
む

か
っ
て
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど
を
行
う
。
整
骨

院
で
、
ク
イ
ッ
ク
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
整
体
、
カ

イ
ロ
、
足
つ
ぼ
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
、
は
て

に
は
痩
身
・
エ
ス
テ
ま
で
な
ん
で
も
や
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

日
本
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ド
ク
タ
ー
専

門
学
院
（
小
島
毅
学
長
、
本
校
＝
東
京
・
新
宿

区
）
は
、
す
で
に
独
立
・
開
業
し
て
い
る
柔
整

師
、
鍼
灸
師
、
あ
マ
指
師
と
い
っ
た
有
資
格
者

を
対
象
に
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
学
科
有

資
格
者
コ
ー
ス
」
を
開
講
し
て
い
る
。「
平
日

実
技
の
み
コ
ー
ス
」（
昼
・
夜
間
部
）
と
「
日

曜
集
中
コ
ー
ス
」（
東
京
本
校
の
み
、昼
間
部
）

に
分
け
ら
れ
、
国
際
基
準
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
教
育
を
学
び
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

目
の
デ
ィ
バ
ー
シ
フ
ァ
イ
ド
や
モ
ー
シ
ョ
ン
パ

ル
ペ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ム
ソ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど

を
徹
底
的
に
学
べ
る
ほ
か
、
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
タ

ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
器
具
を
用
い
た
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
矯
正
法
）
も
習
得
で
き
る
。
こ
れ

は
、矯
正
の
可
能
性
と
安
全
性
が
高
く
、現
在
、

世
界
で
多
く
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
が
使
用
し

て
い
る
。
同
校
は
、
授
業
の
中
で
ア
ク
テ
ィ
ベ

ー
タ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
修
得
で
き
る
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
専
門
教
育
機
関
。 　
　

　

ま
た
、
選
択
科
目
の
タ
ー
グ
リ
ル
コ
イ
ル
、

Ａ
Ｋ
テ
ク
ニ
ッ
ク
ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク

な
ど
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
希
望
者
に
は

ア
メ
リ
カ
研
修
と
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
ラ
イ
フ
ウ
エ
ス
ト
カ
イ
ロ
大
学
で
人
体
解
剖

を
実
習
で
き
る
。

　

そ
こ
で
本
号
で
は
療
養
費
中
心
の
施
術
を
行

っ
て
い
る
接
骨
院
の
柔
整
師
な
ど
に
と
っ
て
参

考
と
な
る
よ
う
「
増
患
・
増
収
に
つ
な
が
る
技

術
の
習
得―

自
由
診
療
に
役
立
つ
学
校
」
と
題

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
有
資
格
者
が
自

由
診
療
系
の
勉
強
が
で
き
る
学
校
・
ス
ク
ー
ル

を
紹
介
す
る
。

プ
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

ア
メ
リ
カ
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
大
学

と
同
じ
教
育
基
準
を
取
り
入
れ
た
同
校
は
、
講

師
陣
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

大
学
を
卒
業
し
た
ア
メ
リ
カ
政
府
公
認
カ
イ
ロ

ド
ク
タ
ー
を
迎
え
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
講
義

が
行
わ
れ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
基
礎
医
学
や
イ
ン
タ
ー

ン
実
習
を
免
除
し
、
実
技
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
必
修
科

日
本
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ド
ク
タ
ー
専
門
学
院

有
資
格
者
の
日
曜
集
中
コ
ー
ス
が
人
気
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ま
た
、
カ
イ
ロ
の
技
術
向
上
や
ビ
ジ
ネ
ス
的

な
視
点
を
備
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
卒
業
後
に

参
加
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
や
授
業
外
で
学
べ
る
開

業
サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
、
就
職
の
相
談
窓
口
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　種　別 初年度納入金 ２年次納入金 合　計

　入学金 315,000 円 --- 315,000 円

　授業料 630,000 円 630,000 円 1,260,000 円

　施設費 210,000 円 --- 210,000 円

　実験実習費 210,000 円 --- 210,000 円

　合計 1,365,000 円 630,000 円 1,995,000 円

設置学科 昼夜の別 修業年限 入学時期 授業時間

カ イ ロ プ ラ ク テ ィ ッ ク 学 科  

■ 有 資 格 者 対 象 日 曜 集 中 コ ー ス 

　（東京本校のみ） 

昼間部 １年半 ４月 ・ １０月 日曜日 10:00 ～ 16:00

　

カ
イ
ロ
界
の
第
一
人
者
塩
川
満
章
Ｄ.

Ｃ

.
に
師
事
し
米
国
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
大
学
を
卒
業
し
た
中
濱
秀
彦
Ｄ.

Ｃ

.

が
平
成
14
年
に
開
講
し
た
中
濱
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
テ
ク
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
は
、
柔

整
、鍼
灸
、マ
ッ
サ
ー
ジ
免
許
取
得
者
（
整
体
、

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、
各
種
学
校
に
て

基
礎
医
学
を
終
了
し
た
人
）
で
２
年
以
上
の
治

す
る
。 

「
技
術
」
だ
け
で
な
い
総
合
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

授
業
に
関
し
て
は
「
単
に
形
だ
け
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
だ
け
に
終
わ
ら
ず
視
診
力
、
触
診
力
、
検

査
力
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
方
法
Ｃ
Ｐ
、
Ｐ
Ｐ
、
Ｌ

Ｏ
Ｃ
、
Ｘ
‐
ｒ
ａ
ｙ
、
解
剖
学
等
を
総
合
的
に

し
っ
か
り
と
学
ん
で
行
く
こ
と
で
『
理
論
的
根

拠
に
基
づ
い
た
治
療
』
を
行
え
る
治
療
家
に
な

れ
る
よ
う
責
任
を
持
っ
て
指
導
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
す
。

　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
１
回
）、

ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
ク
ラ
ス

（
全
11
回
）、臨
床
テ
ク
ニ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
（
全

中
濱
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
テ
ク
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

療
経
験
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
パ
ー
マ
ー
系
ガ

ン
ス
テ
ッ
ド
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
基
本
に
学
ぶ
。

中
濱
氏
は
、
本
場
米
国
で
10
年
間
学
ん
だ
パ
ー

マ
ー
系
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
治
療
に
こ
だ

わ
り
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
的
な
対
処
治
療
は
一

切
行
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
、
受
講
者
個
々
の
技
術
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

中
濱
氏
が
１
人
ず
つ
直
接
指
導
す
る
。
と
く
に

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
本
題
で
あ
る
ア
ジ

ャ
ス
ト
メ
ン
ト
に
こ
だ
わ
っ
て
授
業
を
進
め
て

行
く
が
、
ど
の
コ
ー
ス
も
１
回
の
受
講
者
を
12

人
以
下
に
限
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
中
濱
氏
は
、
自
身
の
経

験
か
ら
20
人
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
個
々
の

上
達
レ
ベ
ル
を
直
接
チ
ェ
ッ
ク
し
て
教
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
難
し
く
、
全
体
が
だ
ら
け
て

し
ま
う
か
ら
だ
と
し
、「
見
た
め
ば
か
り
気
に

す
る
治
療
家
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
が
納
得
し

て
治
療
を
任
せ
て
く
れ
る
本
物
の
治
療
家
を
責

任
を
も
っ
て
育
て
て
い
き
た
い
か
ら
」
と
説
明

　
　
　

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
１―

８―

12

　
　
　

電
話　

０
１
２
０―

４
２
８―

５
５
２

　
　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://w
w
w
.jc-dc.com

）

本
場
米
国
で
10
年
間
学
ん
だ
成
果
を
伝
授

中濱秀彦Ｄ . Ｃ .

自由診療に役立つ学校

日本カイロプラクティックドクター専門学院の「カイロプラクティック学科有資格者対象日曜集中コース」の概要と授業料
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学校名 本部所在地 創立年 主に教えている分野 国家資格者用講座・科目 授業料 姉妹校・系列校など その他 問合せ先

メディックス　ボディ
バランスアカデミー

東京・千代田区 1994 整体・アロマセラピー・リフ
レクソロジー他

①ヴィギナーコース②アロマ・リフ
レコース

① 3 ヶ月（週２回）、280,000
円（税別）② 3ヶ月（週１回）
300,000 円（税別）

03-3255-0772

学校法人平成医療学園　
平成スポーツトレーナー
専門学校

大阪・北区 2003 リンパドレナージュ・筋膜リ
リース法（平成18年春から）

平成医療学園専門学校　（大阪市）、
横浜医療専門学院　（横浜市） 06-6375-7373

東京整体医学院 東京・港区 1996
整体・アロマセラピー・リフ
レクソロジー・タイ式マッサ
ージ・スポーツマッサージ

特別に国家資格者用の講座は設けて
おりませんが、国家資格者の入学も
少なくない

系列校：那覇校（沖縄県那覇市）、沖
縄校（沖縄県沖縄市）、代々木校（東
京都渋谷区）、姉妹校：日本総合セラ
ピー学院（東京都渋谷区）

03-3575-1721

ロワフスフレーゲプロ
養成スクール

東京・中央区 2000 ドイツ式フットケア・フスフ
レーゲ 福岡市に系列

足のトラブル改善の為の総合カリキュラムになっている
ので幅広い技術と知識を修得する事が可能です。（例）リ
フレクソロジー・角質ケア・足型サポートテーピング・
ネイル・アロマ・タラソ・ウォーキング・シューフィッ
ティング・巻爪補正・魚の目除去・靴の中敷。又本場ド
イツのフスフレーゲの技術を提供いたしております。こ
れから必ず必要となる分野の技術だと思います。

03-5524-2204

マキフジタヒーリング・
スクール

東京・中央区 1997
リフレクソロジー・ハワイア
ンロミロミ・ドッグヒーリン
グ・ピュリファイヒーリング

北海道札幌市、愛知県名古屋市、大
阪府大阪市、福岡県福岡市、アメリ
カ ハワイ州

03-3564-2277

国際整体技術学園　
日本カイロプラクティッ
クドクター専門学校

東京・新宿区 1995 米国カイロプラクティック

カイロプラクティック学科有資格者
コース①平日実技のみコース（昼・
夜間部）②日曜集中コース（東京本
校のみ昼間部）

① 2 年間、130 万円（税別）
②１年６カ月、130 万円（税
別）

横浜校、名古屋校、大阪校、広島校、
福岡校、鹿児島校、水戸校、仙台校、
北海道校　　全国 10 校

本学院では米国カイロプラクティック（手技療法）を国
際基準教育と国内認定カイロプラクティック療法振興事
業協同組合認定校として本格的実践教育を中心に高い就
職率と開業成功率を目指すカイロプラクティック専門校
です。

03-5292-5530

中濱カイロプラクティッ
クテクニックスクール

京都・右京区 2002 パーマー系カイロプラクティ
ック全般

①パーマー系ガンステッドテクニッ
クベーシック②臨床（ソフト、ドロ
ップ）テクニック

① 1 年 間・11 回、28,000 ×
11＝308,000②1年間・11回、
28,000 × 11 ＝ 308,000

075-864-3939

フーレセラピー
アカデミー

東京・中央区 1994 フーレセラピー 大阪、名古屋、博多にて短期集中講
座を開催

足を使って全身を刺激する美容健康法。バストアップ・
ウエストスリム・ヒップアップ・レッグスリムなど効果
も期待できるので、あらゆる年代の女性がターゲットと
なります。

03-3552-8989

山城カイロプラクティッ
ク学院

大阪・住吉区 1991 カイロプラクティック 専科 2年間、125 万円（+実費 14.5
万円）

・1教室 15 人を超えない少人数制・インターン実習は時
間無制限・ＭＲＩ画像保有は群を抜いている為、卒業生
の読影力には定評あり。・学院直営の治療センターには、
医師や柔整師の方も治療見学に来られる。（特に椎間板ヘ
ルニア）

06-6649-5136

11
回
）、
ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
・
ア
ド
バ

ン
ス
ク
ラ
ス
（
全
11
回
）、
短
期
集

中
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
全
３
回
）
な

ど
が
あ
る
。
受
講
料
は
ど
の
コ
ー
ス

も
１
回
２
万
８
０
０
０
円
。

　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

は
「
ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
・
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
」
の
入
校
を
検
討
中
の
人
に

ま
ず
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
「
ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
」
が
体
験
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
。

　

ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ

ー
ス
ク
ラ
ス
は
、
①
ガ
ン
ス
テ
ッ

ド
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
理
論(

理
論/

リ

ス
テ
ィ
ン
グ
／
そ
の
他) 

②
レ
ン
ト

ゲ
ン
線
引
き
方
法
③
モ
ー
シ
ョ
ン
・

パ
ラ
ペ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
④

骨
盤
テ
ク
ニ
ッ
ク(

Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ/

Ｐ

ｕ
ｌ
ｌ)

⑤
腰
椎
ラ
ン
バ
ー
ロ
ー

ル
・
テ
ク
ニ
ッ
ク(

Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ/

Ｐ

ｕ
ｌ
ｌ)

⑥
胸
椎
ニ
ー
チ
ェ
ス
ト
・

テ
ク
ニ
ッ
ク(

シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド

/

ク
ロ
ス
ハ
ン
ド) 

⑦
頚
椎
サ
ー
ビ

カ
ル
チ
ェ
ア
ー
・
テ
ク
ニ
ッ
ク(

ラ

ミ
ナ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
／
Ｓ
Ｐ
コ
ン
タ

ク
ト) 

な
ど
を
習
得
す
る
。

　

臨
床
テ
ク
ニ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
、

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
よ
り
身

近
に
治
療
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
ク

ラ
ス
で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
別
で
学
ん
で

行
く
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
を
治

療
部
位
・
年
齢
に
よ
り
分
け
治
す
事

に
目
標
を
置
い
た
臨
床
に
直
結
し
た

セ
ミ
ナ
ー
。

　

ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
・
ア
ド
バ
ン
ス
ク

ラ
ス
は
、
ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
・
ベ
ー
シ

ッ
ク
コ
ー
ス
の
完
全
終
了
者
の
み
を

対
象
と
し
て
お
り
、
サ
ブ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
を
ナ
ー
ブ
・
ス
コ
ー
プ
に
よ

り
見
つ
け
出
し
ブ
レ
イ
ク
・
ア
ナ
ラ

イ
シ
ス
に
基
づ
き
、
よ
り
技
術
に
重

点
を
置
き
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ク
ラ
ス
を

基
礎
に
急
性
の
患
者
さ
ん
に
も
対
応

で
き
る
ガ
ン
ス
テ
ッ
ド
を
学
ぶ
。

　

短
期
集
中
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
よ

り
臨
床
（
実
践
）
に
欠
か
せ
な
い
肩

関
節
・
肘
関
節
・
手
首
に
集
中
し
て

「
ど
こ
が
」「
ど
の
様
に
」「
ど
う
し

て
治
療
す
る
の
か
？
」「
ど
の
様
に

固
定
す
る
の
か
？
」
と
今
ま
で
悩
ん

で
き
た
こ
と
を
解
決
し
慢
性
・
急
性

共
に
即
治
療
に
使
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
３
回
集
中
上
肢
セ
ミ
ナ
ー

だ
。

　

各
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
中
濱
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
テ
ク
ニ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
よ
り
修
了
証
書
が
授
与
さ

れ
る
。

中
濱
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
広
沢
御
所

ノ
内
町
43
‐
36 

（
電
話
０
７
５
‐

８
６
４
‐
３
９
３
９ 

）
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学校名 本部所在地 創立年 主に教えている分野 国家資格者用講座・科目 授業料 姉妹校・系列校など その他 問合せ先

メディックス　ボディ
バランスアカデミー

東京・千代田区 1994 整体・アロマセラピー・リフ
レクソロジー他

①ヴィギナーコース②アロマ・リフ
レコース

① 3 ヶ月（週２回）、280,000
円（税別）② 3ヶ月（週１回）
300,000 円（税別）

03-3255-0772

学校法人平成医療学園　
平成スポーツトレーナー
専門学校

大阪・北区 2003 リンパドレナージュ・筋膜リ
リース法（平成18年春から）

平成医療学園専門学校　（大阪市）、
横浜医療専門学院　（横浜市） 06-6375-7373

東京整体医学院 東京・港区 1996
整体・アロマセラピー・リフ
レクソロジー・タイ式マッサ
ージ・スポーツマッサージ

特別に国家資格者用の講座は設けて
おりませんが、国家資格者の入学も
少なくない

系列校：那覇校（沖縄県那覇市）、沖
縄校（沖縄県沖縄市）、代々木校（東
京都渋谷区）、姉妹校：日本総合セラ
ピー学院（東京都渋谷区）

03-3575-1721

ロワフスフレーゲプロ
養成スクール

東京・中央区 2000 ドイツ式フットケア・フスフ
レーゲ 福岡市に系列

足のトラブル改善の為の総合カリキュラムになっている
ので幅広い技術と知識を修得する事が可能です。（例）リ
フレクソロジー・角質ケア・足型サポートテーピング・
ネイル・アロマ・タラソ・ウォーキング・シューフィッ
ティング・巻爪補正・魚の目除去・靴の中敷。又本場ド
イツのフスフレーゲの技術を提供いたしております。こ
れから必ず必要となる分野の技術だと思います。

03-5524-2204

マキフジタヒーリング・
スクール

東京・中央区 1997
リフレクソロジー・ハワイア
ンロミロミ・ドッグヒーリン
グ・ピュリファイヒーリング

北海道札幌市、愛知県名古屋市、大
阪府大阪市、福岡県福岡市、アメリ
カ ハワイ州

03-3564-2277

国際整体技術学園　
日本カイロプラクティッ
クドクター専門学校

東京・新宿区 1995 米国カイロプラクティック

カイロプラクティック学科有資格者
コース①平日実技のみコース（昼・
夜間部）②日曜集中コース（東京本
校のみ昼間部）

① 2 年間、130 万円（税別）
②１年６カ月、130 万円（税
別）

横浜校、名古屋校、大阪校、広島校、
福岡校、鹿児島校、水戸校、仙台校、
北海道校　　全国 10 校

本学院では米国カイロプラクティック（手技療法）を国
際基準教育と国内認定カイロプラクティック療法振興事
業協同組合認定校として本格的実践教育を中心に高い就
職率と開業成功率を目指すカイロプラクティック専門校
です。

03-5292-5530

中濱カイロプラクティッ
クテクニックスクール

京都・右京区 2002 パーマー系カイロプラクティ
ック全般

①パーマー系ガンステッドテクニッ
クベーシック②臨床（ソフト、ドロ
ップ）テクニック

① 1 年 間・11 回、28,000 ×
11＝308,000②1年間・11回、
28,000 × 11 ＝ 308,000

075-864-3939

フーレセラピー
アカデミー

東京・中央区 1994 フーレセラピー 大阪、名古屋、博多にて短期集中講
座を開催

足を使って全身を刺激する美容健康法。バストアップ・
ウエストスリム・ヒップアップ・レッグスリムなど効果
も期待できるので、あらゆる年代の女性がターゲットと
なります。

03-3552-8989

山城カイロプラクティッ
ク学院

大阪・住吉区 1991 カイロプラクティック 専科 2年間、125 万円（+実費 14.5
万円）

・1教室 15 人を超えない少人数制・インターン実習は時
間無制限・ＭＲＩ画像保有は群を抜いている為、卒業生
の読影力には定評あり。・学院直営の治療センターには、
医師や柔整師の方も治療見学に来られる。（特に椎間板ヘ
ルニア）

06-6649-5136

　

療
術
師
（
自
由
）
↓　

勤
務
鍼
灸
・
柔
整

師
（
保
険
）
↓　

鍼
灸
・
柔
整
開
業
（
自
由
・

保
険
併
用
）
↓　
（
保
険
中
心
）
↓　

療
術
師

（
自
由
）
と
、
そ
の
診
療
形
態
を
変
え
（
こ

の
間
一
貫
し
て
診
療
時
間
外
に
自
由
診
療
に

よ
る
往
療
を
実
施
し
て
き
た
）、
検
証
を
繰
り

返
し
な
が
ら
理
想
の
治
療
を
追
い
求
め
て
き

た
ユ
ニ
ー
ク
な
治
療
家
が
い
る
。
現
在
、
療

術
師
と
し
て
自
由
診
療
の
側
ら
日
米
特
許
を

持
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
療
法
「
Ｓ
＆
Ｄ
バ
ラ
ン
ス

調
整
法
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
誠
心

の
関
沢
義
信
氏
で
あ
る
。

　

Ｓ
＆
Ｄ
バ
ラ
ン
ス
調
整
法
は
、
全
身
の
脱

力
を
行
う
こ
と
で
、
重
力
に
よ
る
力
学
的
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
し
身
体
の
歪
み
を
補
正
す
る

方
法
で
あ
り
、
同
時
に
自
律
神
経
系
・
免
疫

系
の
機
能
的
バ
ラ
ン
ス
を
マ
ク
ロ
的
に
調
整

し
、
心
身
と
も
に
健
康
に
導
く
方
法
。
具
体

的
に
は
、
米
国
特
許
取
得
の
「
Ｓ
＆
Ｄ
バ
ラ

ン
ス
調
整
法
」
専
用
補
助
具
リ
ア
ル
リ
ラ
ッ

ク
ス
を
使
用
し
、
患
者
が
最
も
楽
だ
と
感
じ

る
姿
勢
を
見
つ
け
出
し
一
定
時
間
維
持
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
、
一
定
時
間
継
続
さ
せ
る

脱
力
状
態
が
様
々
な
効
果
を
発
揮
す
る
と
い

う
。
理
論
が
シ
ン
プ
ル
で
技
術
修
得
が
容
易

な
の
が
特
徴
だ
。受
講
費
用
は
７
万
円
か
ら
。

　

効
果
と
し
て
は
、
①
腰
痛
等
身
体
の
歪
み

に
起
因
す
る
痛
み
・
不
快
感
の
改
善
②
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に
よ
る
動
作
効

率
の
改
善
と
対
疲
労
効
果
（
予
防
・
解
消
）

③
脱
力
に
よ
る
休
息
・
睡
眠
の
質
の
向
上
④

自
律
神
経
調
整
効
果
⑤
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
・
快
感  

心
身
の
マ
ク
ロ
的
バ
ラ
ン
ス
調

整
に
よ
る
治
療
・
予
防
効
果 

な
ど
。

　

同
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
技
術
を
中
心
に
そ

の
導
入
か
ら
ス
タ
ッ
フ
育
成
、
㊙
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
法
に
至
る
ま
で
経
営
直
結
型
だ
。
こ

う
し
て
小
規
模
な
が
ら
、
成
功
し
た
人
の
実

体
験
を
交
え
た
セ
ミ
ナ
ー
も
参
考
に
な
る
。

　

関
沢
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「『
あ
り
が
と

う
、
お
陰
様
で
』
は
ま
だ
ま
だ
だ
。
不
思
議

と
い
わ
れ
て
ホ
ン
モ
ノ
だ
！　

技
術
を
技
術

だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
な
！　

使
い
こ
な
し

て
、
結
果
を
出
し
て
、
万
人
に
喜
ば
れ
て
、

経
営
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
！

　

デ
フ
レ
治
療
は
集
客
す
る
か
ら
、
集
め
る

の
は
お
客
様
じ
ゃ
な
い
、『
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
』

だ
！　

来
院
前
か
ら
の
フ
ァ
ン
を
つ
く
れ
、

話
を
聞
き
た
い
患
者
を
集
め
ろ
！
」
な
ど
、

の
言
葉
が
出
て
く
る
。
こ
の
言
葉
に
は
、
同

氏
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
自
信
が
秘
め
ら

れ
て
お
り
、育
成
の
目
標
で
も
あ
る
と
い
う
。

　

３
月
末
認
定
者
は
約
１
０
０
人
に
達
し
、

喜
び
の
成
果
を
報
告
す
る
メ
ン
バ
ー
も
多
く

を
数
え
る
。
今
後
が
楽
し
み
な
セ
ミ
ナ
ー
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

㈲
誠
心
（
茨
城
県
古
河
市
上
辺
見

３
０
３
３
、 

電
話
０
２
８
０
‐
31
‐

１
５
６
３
） 

技
術
修
得
容
易
な

Ｓ
＆
Ｄ
バ
ラ
ン
ス
調
整
法

自由診療に役立つ学校
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集
中
連
載 

⑪

吉村 龍夫

治
療
院
開
業
マ
ニ
�
ア
ル

　

前
号
で
は
「
経
営
効
率
の
向
上
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
そ
の
考
え
方
や
要
素
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
効
率
化
と
は
「
最
小
の

コ
ス
ト
で
最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ

る
」
こ
と
で
あ
る
と
記
述
し
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
こ
の
漠
然
と
し
た
言
葉
で
あ
る
「
最
小
の

コ
ス
ト
」
と
「
最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を

具
体
的
な
数
値
と
し
て
捉
え
る
方
法
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
終
的
な
目
的
は
利
潤
の
最

大
化
」
で
す
。
利
潤
と
は
大
雑
把
に
い
え
ば｢

売
上｣

か
ら
「
経
費
」
を
減
じ
た
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
売
上
を
最
大
に
し
て
経
費
を
最

小
に
抑
え
れ
ば
利
益
は
最
大
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
売
上
を
ど
の
く
ら
い
に
す
れ
ば
、「
最

大
」
に
な
る
の
か
？　

ま
た
、
経
費
は
ど
の
く

ら
い
が｢

最
小｣

と
な
る
の
か
、
と
い
う
疑
問

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

保
険
請
求
が
売
上
の
大
部
分
を
占
め
る
従
来

型
の
治
療
系
接
骨
院
の
場
合
で
は
、
患
者
の
ニ

ー
ズ
（
怪
我
な
ど
）
の
発
生
頻
度
に
依
存
し
ま

す
の
で
「
売
上
目
標
」
の
設
定
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
従
来
型
の
治
療
系
接
骨
院

も
時
代
の
変
化
に
よ
り
「
運
営
し
て
い
れ
ば
良

か
っ
た
時
代
」
か
ら
、営
利
を
求
め
る
「
経
営
」

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
請
求
に
依
存
し

な
い
体
質
へ
の
転
換
が
近
い
将
来
、
必
要
不
可

欠
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
険

請
求
に
依
存
し
な
い
体
質
へ
の
転
換
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、「
自
費
で
の
施
術
売
上
」
の
目

標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
一
方
、
自
費
の
施
術
を
多
用
し
て

経営計画を策定し「運用」から「経営」へ転換

設定目標値に〝バッファー管理法〟を
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い
る
施
術
所
に
と
っ
て
は
、「
売
上
目
標
の
設

定
」
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

　

売
上
目
標
の
設
定
や
経
費
目
標
の
設
定
の
経

験
が
皆
無
の
治
療
所
に
対
し
て
、
経
営
計
画
を

策
定
し
て
「
運
営
」
か
ら
「
経
営
」
へ
転
換
し

よ
う
!!　

と
声
高
に
叫
ん
で
み
て
も
、
何
を
、

ど
う
行
っ
た
ら
よ
い
も
の
や
ら
見
当
も
つ
か

ず
、
手
の
下
し
よ
う
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
規
開
業
の
場
合
は
、
売
上
計
画
の
基
に
な

る
デ
ー
タ
自
体
が
存
在
し
な
い
の
で
希
望
的
な

目
標
設
定
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
既
存
店
の

場
合
、
経
営
計
画
の
基
礎
と
な
る
「
設
定
目
標

値
」
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
最
も
現
実
的
で
、
か
つ
効
果
的
な
方
法

に
「
バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
法
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｂ
ｕ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
は
本
来
、
緩
衝
物
や
緩
衝
器

を
意
味
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
目
標
数

値
と
現
実
数
値
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
差
異
な
ど
の

意
味
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
十
人
十
色
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
治
療
院
は
い
う
に
及
ば
ず
店
舗
、
会
社
な

ど
は
、
そ
の
経
営
者
の
カ
ラ
ー
が
反
映
さ
れ

て
、
売
上
に
も
経
費
に
も
十
店
十
色
の
結
果
が

表
れ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
よ
う

な
立
地
、
広
さ
で
同
数
の
ス
タ
ッ
フ
数
で
運
営

し
て
い
る
治
療
所
で
も
、
売
上
や
経
費
等
は
異

な
る
の
で
す
。

　

経
営
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
治
療
所
に
よ

り
異
な
る
は
ず
の
売
上
や
経
費
の
目
標
値
を
、

単
な
る
希
望
的
な
数
値
や
全
国
平
均
値
な
ど
で

設
定
す
る
と
、
院
内
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
し
ま

う
だ
け
で
は
な
く
、
最
悪
の
場
合
、
院
内
ス
タ

ッ
フ
の
離
反
な
ど
で
、
組
織
が
崩
壊
し
て
し
ま

う
危
険
性
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
「
バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
法
」
は
売
上
だ
け
で

は
な
く
、
固
定
費
以
外
の
経
費
、
す
な
わ

ち
流
動
費
に
対
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
売
上
の
目
標

設
定
の
場
合
、
過
去
３
年
間
の
売
上
デ
ー
タ

を
用
意
し
ま
す
。
２
０
０
３
年
度
の
年
間
売

上
の
総
計
が
３
６
０
０
万
円
、
２
０
０
４
年

度
が
３
９
６
０
万
円
、
２
０
０
５
年
度
に
は

４
１
５
８
万
円
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
ま
す
。

２
０
０
４
年
度
に
は
前
年
度
に
対
し
て
約
10

％
の
売
上
拡
大
が
あ
り
、
２
０
０
５
年
度
は

２
０
０
４
年
度
に
対
し
て
約
５
％
の
伸
張
が
見

ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
２
年
間

の
平
均
伸
張
率
を
見
ま
す
と
約
７
・
５
％
と
な

り
ま
す
の
で
、
２
０
０
６
年
度
に
は
２
０
０
５

年
度
の
４
１
５
８
万
円
と
い
う
実
績
に
対
し
て

約
７
・
５
％
の
増
の
４
４
６
９
万
円
と
い
う
年

間
目
標
を
暫
定
的
に
設
定
し
ま
す
。
こ
の
伸

張
率
は
あ
く
ま
で
目
標
数
値
で
あ
る
の
で
算

定
値
で
よ
し
と
し
ま
す
。
こ
の
４
４
６
９
万

円
の
年
間
目
標
を
単
純
に
12
カ
月
で
割
る
と
、

３
７
２
万
４
０
０
０
円
と
い
う
月
間
の
目
標
値

が
算
出
さ
れ
ま
す
。(

資
料―

１
）

　

各
種
経
費
に
つ
い
て
も
過
去
の
決
算
書
ま
た

は
月
次
試
算
表
か
ら
年
度
別
の
売
上
に
対
す
る

各
経
費
の
割
合
（
対
売
上
比
率
）
を
勘
定
科
目

ご
と
に
算
出
し
、
３
年
間
の
平
均
値
を
算
出
し

ま
す
。
さ
ら
に
３
年
間
の
平
均
値
か
ら
、
本
年

度
の
勘
定
科
目
ご
と
の
年
間
経
費
予
算
額
を
算

出
し
バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
表
に
記
入
し
ま
す
。
売

上
予
算
は
伸
び
率
と
し
ま
し
た
が
、
経
費
予
算

で
は
抑
制
率
と
し
ま
す
。（
資
料―

２
参
照
）

　

売
上
予
算
に
し
て
も
経
費
予
算
に
し
て
も
肝

要
な
の
は
、
設
定
し
た
予
算
を
治
療
院
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
り
、

そ
の
姿
勢
を
維
持
さ
せ
る
の
が
院
長
の
手
腕
で

す
。
例
え
ば
、
前
年
度
と
比
較
し
て
本
年
度
は

７
・
５
％
の
伸
張
を
目
標
と
し
た
場
合
、
金
額

に
し
て
３
１
１
万
円
／
年
で
あ
り
、
月
次
と
し

て
み
る
と
25
万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

営
業
日
数
が
月
間
25
日
程
度
で
あ
る
な
ら

ば
、
1
日
あ
た
り
約
1
万
円
増
と
す
れ
ば
年
間

目
標
は
達
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
1
日
あ

た
り
1
万
円
の
売
上
プ
ラ
ス
α
を
ど
の
よ
う
よ

う
に
達
成
す
る
か
治
療
院
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
い

っ
し
ょ
に
考
え
、
実
行
し
て
い
く
姿
勢
は
確
実

に
数
字
に
反
映
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
経
費

予
算
の
場
合
は
、前
年
度
の
数
値
に
対
し
て「
本

年
度
は
い
く
ら
抑
制
し
て
み
よ
う
」
と
考
え
る

も
の
で
す
。
例
え
ば
、
水
道
光
熱
費
に
関
し
て

は
「
不
要
な
時
に
電
灯
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し

て
い
た
」「
エ
ア
コ
ン
も
あ
ん
な
に
使
わ
な
く

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
と
反
省
が
出
る
も
の
で
す
。
そ
の
気
持
ち

を
抑
制
数
値
に
反
映
さ
せ
て
年
間
の
経
費
予
算

を
設
定
し
ま
す
。
し
か
し
、
前
述
し
た
通
り
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
暫
定
予
算
で
あ
っ
て
「
必
達

予
算
」
で
は
な
い
こ
と
も
十
分
に
認
識
し
て
く

年度 年間実績 月間予算 対前年度伸張率
2006 年度 4469 万円 ￥3,724,167 7.5%
2005 年度 4158 万円 5.0%
2004 年度 3960 万円 10.0%
2003 年度 3600 万円

目
標
値
は

希
望
的
数
値
で
は

い
け
な
い

「
現
実
の
数
字
」
と

「
暫
定
的
な
予
算
」

　
差
異
を
ツ
メ
る

資料‐１
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だ
さ
い
。
ま
た
、
管
理
表
予
算
作
成
上
の
注
意

点
と
し
て
は
、
過
去
３
年
間
の
売
上
実
績
を
基

に
し
た
暫
定
的
な
売
上
予
算
を
算
定
し
、
過
去

3
年
間
の
平
均
的
な
対
売
上
経
費
率
の
数
値
を

単
純
に
年
間
予
算
に
乗
じ
て
各
勘
定
科
目
の
額

を
算
出
し
た
も
の
で
す
の
で
、
家
賃
や
リ
ー
ス

料
の
よ
う
に
固
定
的
な
も
の
に
対
し
て
は
整
合

性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
勘
定
科
目
に
つ
い

て
は
、
実
数
を
適
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
管
理
法
は｢

現
実
の
数
字｣

と
「
暫
定

的
な
予
算
」
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
差
異
）
を
毎
日

の
営
業
活
動
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
詰
め
て
、
最

終
的
に
は
現
実
的
で
達
成
可
能
な
予
算
額
を
確

定
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
管
理

表
は
最
低
で
も
4
ヶ
月
に
1
度
は
見
直
し
て
数

値
を
現
実
的
な
も
の
に
変
更
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
継
続
的
な
作
業
こ
そ

が
、
自
院
の
経
営
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
手
段

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
具
体
的
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
表
を
使

っ
て
解
説
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。（
資
料―

３

バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
表　

参
照
）。
左
側
の
年
間

書
店
で
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
�
フ
�
�
ク
ス
の
み
か
ら

の
ご
注
文
と
な
り
ま
す
�
今
す
ぐ
お
名
前
�
ご
住
所
�
電
話
番
号
と
�
ひ
�
り

ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
を
見
た
�
と
ご
記
入
の
上
�
ご
注
文
く
だ
さ
い
�
代
引
郵
送
�

　

Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
は
�
治
療
院
経
営
者
の
た
め
の
通
信
教
育
シ
ス
テ
ム
や
セ
ミ

ナ
�
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
�
詳
し
く
は
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
�

現
場
情
報
力
！　

一
流
が
集
ま
る
治
療
院
経
営
研
究
会

成
功
す
る
治
療
院
経
営

「
週
休
３
日
！ 
た
っ
た
一
人
で
１
０
０
０
万
円 

成
功
す
る
治
療
院
経
営
」

治
療
院
経
営
者
必
読
！　

勝
ち
組
現
役
治
療
家
が
書
い
た
治
療
院
経
営
の
ツ
ボ
本
！　

過
当
競
争
時
代
の
新
し
い
患
者
さ
ん
獲
得
法
！　

口
コ
ミ
で
治
療
院
を
繁
盛
さ
せ
る
法
則
を
一
挙
公
開
！

治
療
家
が
読
ん
で
お
い
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
。
試
し
に
一
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〈
無
料
メ
ル
マ
ガ
発
行
中
〉

Ｐ
Ｃ
Ｃ
〈
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
〉

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.ne.jp/asahi/balance/pcc/

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
９―

２
５
５―

８
１
６
８

①週３本 1000 円　②口コミ本 4200 円
①＋②セット 4500 円（代引郵送料 500 円）

変
わ
ら
な
け
れ
ば
淘
汰
の
時
代
！

勝ち組ホームページ作成パック

ノウハウ＋デザイン　21 万円（税込）

バランスセミナー毎月開催

第２土曜 17 時～ ６千円 誰でも参加ＯＫ

ひーマガ接骨院 18 年度年間予算 月間目標予算 構成率
窓口収入            ￥8,610,800 ￥717,567 16.63%
保険収入        ￥23,567,313 ￥1,963,943 45.51%
自由診療            ￥19,195,700 ￥1,599,642 37.07%
物品売上            ￥406,511 ￥33,876 0.79%
純売上高            ￥51,780,324 ￥4,315,027 100.00%
仕入高              ￥825,087 ￥68,757 1.59%
売上総利益          ￥50,955,237 ￥4,246,270 98.41%
給与手当            ￥22,674,256 ￥1,889,521 43.79%
賞  与              ￥7,400,000 ￥616,667 14.29%
法定福利費          ￥1,734,868 ￥144,572 3.35%
福利厚生費          ￥11,318 ￥943 0.02%
消耗品備品費        ￥254,725 ￥21,227 0.49%
事務用品費          ￥497,867 ￥41,489 0.96%
賃借料              ￥3,096,000 ￥258,000 5.98%
保険料              ￥182,500 ￥15,208 0.35%
減価償却費          ￥553,579 ￥46,132 1.07%
旅費交通費          ￥861,400 ￥71,783 1.66%
通信費              ￥198,471 ￥16,539 0.38%
水道光熱費          ￥572,068 ￥47,672 1.10%
運  賃              ￥19,900 ￥1,658 0.04%
広告宣伝費          ￥208,800 ￥17,400 0.40%
会議費              ￥84,128 ￥7,011 0.16%
諸会費              ￥160,500 ￥13,375 0.31%
新聞図書費          ￥109,884 ￥9,157 0.21%

　　　　 … … … …

　　　　 … … … …

　　　　 … … … …

資料‐２　本年度の勘定科目ごとの年間経費予算額
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ひ

ー
り

ん
ぐ

マ
ガ

ジ
ン

　
接

骨
院

1
8

年
度

予
算

　
1

月
　

２
月

3
月

年
間

予
算

月
間

予
算

実
績

ﾊ
ﾞｯ

ﾌ
ｧ
ｰ

月
間

予
算

修
正

目
標

実
績

ﾊ
ﾞｯ

ﾌ
ｧ
ｰ

月
間

予
算

修
正

目
標

実
績

ﾊ
ﾞｯ

ﾌ
ｧ
ｰ

　収入の部　　　

窓
口

収
入

            
￥
8,610,800

￥
717,566

￥
612,455

￥
-105,111

￥
717,566

￥
822,677

￥
621,758

￥
-200,919

￥
717,566

￥
918,485

　
　

保
険

収
入

        
￥
23,567,313

￥
1,963,942

￥
2,104,576

￥
140,634

￥
1,963,942

￥
1,823,308

￥
2,175,636

￥
352,328

￥
1,963,942

￥
1,611,614

　
　

自
由

診
療

            
￥
19,195,700

￥
1,599,641

￥
1,197,600

￥
-402,041

￥
1,599,641

￥
2,001,682

￥
1,566,721

￥
-434,961

￥
1,599,641

￥
2,034,602

　
　

物
品

売
上

            
￥
406,511

￥
33,875

￥
39,310

￥
5,435

￥
33,875

￥
28,440

￥
46,820

￥
18,380

￥
33,875

￥
15,495

　
　

純
売

上
高

            
￥
51,780,324

￥
4,315,027

￥
3,953,941

￥
-361,086

￥
4,315,027

￥
4,676,113

￥
4,410,935

￥
-265,178

￥
4,315,027

￥
4,580,205

　
　

仕
入

高
              

￥
825,087

￥
68,757

￥
116,799

￥
-48,042

￥
68,757

￥
20,715

￥
9,860

￥
10,855

￥
68,757

￥
79,612

　
　

売
上

原
価

            
￥
825,087

￥
68,757

￥
116,799

￥
-48,042

￥
68,757

￥
20,715

￥
9,860

￥
10,855

￥
68,757

￥
79,612

　
　

売
上

総
利

益
          

￥
50,955,237

￥
4,246,269

￥
3,837,142

￥
-409,127

￥
4,246,269

￥
4,655,396

￥
4,401,075

￥
-254,321

￥
4,246,269

￥
4,500,590

　
　

　　　経　　　　費　　　の　　　　部　

給
与

手
当

            
￥
22,674,256

￥
1,889,521

￥
1,682,506

￥
207,015

￥
1,889,521

￥
2,096,536

￥
1,876,972

￥
219,564

￥
1,889,521

￥
2,109,085

 
　

賞
  与

              
￥
7,400,000

￥
616,666

￥
0

￥
616,666

￥
616,666

￥
1,233,332

￥
0
￥
1,233,332

￥
616,666

￥
1,849,998

　
　

法
定

福
利

費
          

￥
1,734,868

￥
144,572

￥
70,045

￥
74,527

￥
144,572

￥
219,099

￥
84,625

￥
134,474

￥
144,572

￥
279,046

　
　

福
利

厚
生

費
          

￥
11,318

￥
943

￥
4,000

￥
-3,057

￥
943

￥
-2,114

￥
7,600

￥
-9,714

￥
943

￥
-8,771

　
　

消
耗

品
備

品
費

        
￥
254,725

￥
21,227

￥
12,707

￥
8,520

￥
21,227

￥
29,747

￥
24,600

￥
5,147

￥
21,227

￥
26,374

　
　

事
務

用
品

費
          

￥
497,867

￥
41,488

￥
4,509

￥
36,979

￥
41,488

￥
78,467

￥
18,695

￥
59,772

￥
41,488

￥
101,260

　
　

賃
借

料
              

￥
3,096,000

￥
258,000

￥
258,000

￥
0

￥
258,000

￥
258,000

￥
258,000

￥
0

￥
258,000

￥
258,000

　
　

保
険

料
              

￥
182,500

￥
15,208

￥
15,000

￥
208

￥
15,208

￥
15,416

￥
15,208

￥
208

￥
15,208

￥
15,416

　
　

旅
費

交
通

費
          

￥
861,400

￥
71,783

￥
76,680

￥
-4,897

￥
71,783

￥
66,886

￥
79,868

￥
-12,982

￥
71,783

￥
58,801

　
　

通
信

費
              

￥
198,471

￥
16,539

￥
8,744

￥
7,795

￥
16,539

￥
24,334

￥
14,893

￥
9,441

￥
16,539

￥
25,980

　
　

水
道

光
熱

費
          

￥
572,068

￥
47,672

￥
49,650

￥
-1,978

￥
47,672

￥
45,694

￥
48,970

￥
-3,276

￥
47,672

￥
44,396

　
　

運
  賃

              
￥
19,900

￥
1,658

￥
800

￥
858

￥
1,658

￥
2,516

￥
855

￥
1,661

￥
1,658

￥
3,319

　
　

広
告

宣
伝

費
          

￥
208,800

￥
17,400

￥
0

￥
17,400

￥
17,400

￥
34,800

￥
0

￥
34,800

￥
17,400

￥
52,200

　
　

会
議

費
              

￥
84,128

￥
7,010

￥
5,000

￥
2,010

￥
7,010

￥
9,020

￥
3,700

￥
5,320

￥
7,010

￥
12,330

　
　

諸
会

費
              

￥
160,500

￥
13,375

￥
13,375

￥
0

￥
13,375

￥
13,375

￥
13,375

￥
0

￥
13,375

￥
13,375

　
　

新
聞

図
書

費
          

￥
109,884

￥
9,157

￥
6,720

￥
2,437

￥
9,157

￥
11,594

￥
6,720

￥
4,874

￥
9,157

￥
14,031

　
　

リ
ー

ス
料

            
￥
326,340

￥
27,195

￥
27,195

￥
0

￥
27,195

￥
27,195

￥
27,195

￥
0

￥
27,195

￥
27,195

　
　

燃
料

費
     

￥
27,656

￥
2,304

￥
7,873

￥
-5,569

￥
2,304

￥
-3,265

￥
7,900

￥
-11,165

￥
2,304

￥
-8,861

　
　

雑
  費

              
￥
73,135

￥
6,094

￥
6,500

￥
-406

￥
6,094

￥
5,688

￥
4,865

￥
823

￥
6,094

￥
6,917

　
　

販
売

費
及

び
一

般
管

理
費

￥
38,493,816

￥
3,207,818

￥
2,249,304

　
￥
3,207,818

￥
4,166,320

　
　

￥
3,432,680

　
　

　

営
業

利
益

            
￥
12,461,421

￥
1,038,451

￥
162,136

　
￥
1,038,451

￥
1,914,766

　
　

￥
1,242,166

　
　

　

資
料
‐
３
　
バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
表
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予
算
の
欄
に
は
資
料―

２
の
年
間
売
上
予
算
と

経
費
予
算
を
記
入
し
ま
す
。
そ
し
て
月
間
予
算

欄
に
は
季
節
指
数
な
ど
の
変
動
要
因
は
一
切
考

慮
せ
ず
に
、
年
間
予
算
額
を
単
純
に
12
カ
月
で

割
っ
た
値
を
月
間
予
算
欄
に
記
入
し
ま
す
。
次

は
、
月
次
の
実
績
を
実
績
欄
に
記
入
し
、
収
入

の
部
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
当
月
の
実
績
額
か

ら
月
間
予
算
額
を
減
じ
る
と
バ
ッ
フ
ァ
ー
が
算

出
さ
れ
ま
す
。（
実
績
額―

月
間
予
算
額
＝
バ

ッ
フ
ァ
ー
値
）。

バ
ッ
フ
ァ
ー
値
」
で
し
た
が
、
経
費
の
部
に
お

け
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
値
の
算
出
法
は
「
月
間
予
算

―

実
績
＝
経
費
の
部
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
値
」
と
な

っ
て
実
績
と
予
算
が
計
算
式
上
で
入
れ
替
わ
り

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

を
設
定
し
ま
す
。
そ
の
算
式
と
し
て
は
、
単

純
に
「
前
月
度
月
間
予
算―

前
月
度
の
実
績

＋
当
月
度
月
間
予
算
額
」
と
な
り
ま
す
。
収
入

の
部
で
は
最
上
段
の
窓
口
収
入
の
月
間
予
算
額

71
万
７
５
６
７
円
で
、
実
績
が
61
万
２
４
５
５

円
で
す
の
で
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
は
10
万
５
１
１
２

円
と
な
り
、
こ
れ
を
翌
月
の
月
間
予
算
に
反

映
さ
せ
て
修
正
値
を
82
万
２
２
６
７
円
と
し
ま

す
。
ま
た
、
経
費
の
部
に
お
い
て
も
同
様
に
バ

ッ
フ
ァ
ー
値
を
算
出
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
、
お
の
お
の
の

科
目
で
算
出
し
翌
月
の
月
間
予
算
に
反
映
さ
せ

た
修
正
予
算
を
算
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

売
上
予
算
の
達
成
、
あ
る
い
は
経
費
予
算
の
抑

「収入の部のバッファー値＝実績額－月間予算額」

「経費の部のバッファー値＝月間予算額－実績額」

修正値＝前月の月間予算－前月の実績＋翌月の月間予算

止
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
4
カ
月
毎
に
月
間

予
算
の
再
設
定
を
実
行
し
、
毎
月
の
バ
ッ
フ
ァ

ー
値
を
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
５
〜
10
％
以
内
程

度
の
誤
差
ま
で
に
精
度
を
高
め
る
努
力
を
す
る

こ
と
に
よ
り
計
画
的
な
経
営
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
経
費
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
ぜ
ひ

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
「
収

益
逓
減
の
法
則
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
収
益
低

減
の
法
則
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
１
人
当
た
り

１
０
０
万
円
の
売
上
を
上
げ
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ

が
５
人
い
る
治
療
院
が
あ
り
、
そ
の
治
療
院
は

月
間
５
０
０
万
円
の
生
産
性
（
売
上
）
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
仮
定
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
治
療
院
に
１
０
０
万
円
の

売
上
を
上
げ
る
ス
タ
ッ
フ
を
10
人
投
入
し
た
場

合
、
１
０
０
０
万
円
の
売
上
を
上
げ
ら
れ
る
の

か
？　

答
え
は
「
ノ
ー
」
で
す
。
ど
の
よ
う
な

治
療
院
に
お
い
て
も
「
売
上
限
界
点
」
と
い
う

べ
き
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
売
上
限
界
点
は
、
院
内
の
ベ
ッ
ド
数
、

競
合
治
療
院
数
、立
地
環
境
、人
口
構
成
な
ど
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
管
理
表
を
活
用
し
な
が
ら
自

院
の
売
上
限
界
点
を
探
求
し
、
そ
の
売
上
限
界

点
か
ら
十
分
に
勘
案
し
た
経
費
予
算
を
設
定

し
、
経
費
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
前
述
の
「
経
営
効
率
の
向
上
」、
す
な

わ
ち
「
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
上
げ
る
」
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
値
は
予
算
に
対
し
て

実
績
の
過
不
足
を
表
す
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
1
月
度
の
自
由
診
療
欄
の
月
間
目

標
１
５
９
万
９
６
４
２
円
に
対
し
て
、

１
１
９
万
７
６
０
０
円
の
実
績
し
か
上
げ
て
い

な
い
の
で
、
予
算
に
対
し
て
、
40
万
２
０
４
２

円
の
シ
ョ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
ま
た
一
方
、

保
険
請
求
欄
の
月
間
目
標
に
関
し
て
は
月
間

目
標
額
、
１
９
６
万
３
９
４
３
円
に
対
し
て

２
１
０
万
４
５
７
６
円
の
実
績
で
す
か
ら
、
予

算
に
対
し
て
実
績
が
14
万
０
６
３
３
円
オ
ー
バ

ー
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
入
の
部
に
お
け
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
値
の
計
算

法
は
「
実
績
額―

月
間
予
算
額
＝
収
入
の
部
の

売
上
限
界
点
か
ら

勘
案
し
た

経
費
予
算
を
設
定

　

例
え
ば
、
給
与
手
当
欄
の
1
月
の
月
間
予
算

は
１
８
８
万
９
５
２
１
円
で
し
た
が
、
同
月
の

実
績
が
１
６
８
万
２
５
０
６
円
で
し
た
の
で
、

バ
ッ
フ
ァ
ー
値
は
20
万
７
０
１
５
円
と
な
り
、

給
与
手
当
て
の
予
算
に
対
し
て
20
万
７
０
１
５

円
を
セ
ー
ブ
し
た
意
味
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
額
を
翌
月
に
繰
り
越
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
過
不
足
分
は

翌
月
の
月
間
目
標
に
反
映
さ
せ
て
修
正
目
標
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
が
、
経
済
産
業
省
と

厚
生
労
働
省
か
ら
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。

　

経
済
産
業
省
は
整
体
、
カ
イ
ロ
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
民
間
資
格
者
を
管
轄
し
て
い
る
省

で
、
厚
生
労
働
省
は
柔
整
師
、
あ
マ
指
師
、

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
を
管
轄
し
て
い
る
省
だ

が
、
こ
の
両
省
か
ら
認
定
個
人
情
報
保
護
団

体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会

が
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
柔
整
、
あ
は
き
、

日本手技療法協会が
個人情報保護団体に
認定 経産省、

厚労省ともに

整
体
、
カ
イ
ロ
な
ど
各
資
格
別
の
単
一
的
な
会
や
団
体
が

多
い
中
で
、
す
べ
て
の
手
技
療
法
家
の
た
め
の
活
動
が
認

め
ら
れ
た
と
同
じ
意
味
を
も
つ
と
も
言
え
る
。

　

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
制
度
の
目
的
は
、
事
業
者
に

よ
る
苦
情
処
理
の
取
組
を
補
完
し
、
苦
情
の
自
主
的
な
解

決
を
図
る
た
め
、
主
務
大
臣
が
民
間
の
団
体
（
事
業
者
団

体
等
）
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
業
務
に
つ
い
て

消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
。

　

認
定
団
体
は
、
対
象
事
業
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
苦
情
の
処
理
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
作
成
・
公

表
、
対
象
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
業
務
を
行
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介

し
よ
う
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の
情
報
提
供

　

セ
ミ
ナ
ー
や
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
等
に
よ
り
、
個
人

情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に
関
す
る
各
種
情
報
の
提
供
や

質
問
等
に
答
え
る
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

治
療
院
等
が
個
人
情
報
を
遵
守
す
る
た
め
の
各
種
サ
ポ

ー
ト

　

巻
頭
で
ご
紹
介
し
た
レ
セ
プ
ロ
(M)
、
レ
セ
プ
ロ
(R)
も
そ

の
一
環
で
す
。

　

治
療
院
等
が
利
用
者
か
ら
問
合
せ
や
苦
情
を
受
け
た
場

合
の
対
応
の
手
伝
い

　

治
療
院
等
と
利
用
者
の
間
に
立
ち
、
苦
情
や
そ
の
他
の

問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
員
の
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の
指
導

　

利
用
者
か
ら
の
苦
情
や
相
談
に
よ
り
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場

合
に
は
、
適
正
な
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

今
は
、
罰
則
や
リ
ス
ク
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
個
人
情
報
の
重
要
性
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
す
。
治
療
院
が
総
力

を
あ
げ
て
個
人
情
報
保
護
法
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
安
心
し
た
世
界
を
創
出
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

新
聞
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
は
、
連
日
の

よ
う
に
個
人
情
報
の
漏
洩
が
話
題
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
る
地
域
で
は
院

の
個
人
情
報
保
護
の
対
策
が
不
備
だ
と
の
理
由

か
ら
、
保
険
請
求
が
で
き
な
い
と
い
う
個
人
情

報
が
絡
ん
だ
影
響
も
出
て
き
た
と
の
話
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
扱
う
企
業
・
業
界
は
、

早
急
で
具
体
的
な
対
応
策
の
構
築
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
は
「
す
べ
て
の
手
技

療
法
家
の
先
生
に
向
け
て
情
報
提
供
し
た
い
」
と
願
い
、

設
立
さ
れ
て
お
り
今
後
は
、
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
を

通
し
て
す
べ
て
の
手
技
療
法
家
の
先
生
を
横
断
的
見
地
か

ら
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
協
会
の
会
員
で
あ
る
手
技
療
法
家
の
皆
様
に
は
、
認

定
個
人
情
報
保
護
団
体
の
認
定
を
き
っ
か
け
に
今
後
ま
す

ま
す
貢
献
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま

す
。

　

最
後
に
、
こ
の
認
定
は
現
在
の
会
員
の
ご
助
力
の
賜
物

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
法
と
は

　

個
人
情
報
保
護
法
は
２
０
０
３
年
５
月
に
成
立
し
、

２
０
０
５
年
４
月
１
日
よ
り
全
面
的
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
個
人
情
報
を
取
得
し
、
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
者

は
利
用
目
的
の
特
定
、
通
知
、
公
表
、
第
三
者
提
供
の

制
限
な
ど
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
法
律
の
全
面
施
行
に

よ
り
個
人
情
報
を
流
出
・
漏
洩
を
起
こ
し
た
事
業
者
の

管
理
責
任
は
法
的
に
問
わ
れ
ま
す
。
近
年
、
個
人
情
報

の
漏
洩
事
件
、
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
個
人
情
報
を
適
切
に
保
護
し
、
不
当
な
利
用
、
漏

洩
を
防
止
し
て
い
く
こ
と
は
、
企
業
や
業
界
の
社
会
的

な
責
任
で
す
。
と
く
に
、
治
療
院
は
、
個
人
情
報
の
中

で
も
機
微
（
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
）
な
個
人
情
報
を
扱
う
た

め
、
な
お
さ
ら
個
人
情
報
管
理
に
か
か
る
責
任
は
重
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
、
延
べ
５
０
０
０
件
を
超
え
て
保
有
す

る
治
療
院
等
は
、「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
し
て

の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
厚

生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
医
療
機
関
や
そ
れ
に

準
ず
る
機
関
は
、
５
０
０
０
件
の
個
人
情
報
の
区
分
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
少
数
の
個
人
情
報
で
あ
っ
て
も
遵
守
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
最
大
懲

役
６
カ
月
以
下
、
罰
金
30
万
円
以
下
の
刑
事
罰
が
下
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
不
正
流
用
に

よ
る
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
の
損
害
を
賠
償
す
る
民
事

裁
判
ま
で
に
及
ぶ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
個
人
情
報
保
護
法
の
違
反
行
為
を
従
業
員
、
下
請
け

が
犯
し
て
も
、
監
督
責
任
を
代
表
者
ま
た
は
管
理
者
が

問
わ
れ
ま
す
。
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前
号
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
者
の
施
術

に
関
わ
る
注
意
事
項
に
つ
い
て
特
集
し
た
。
交

通
事
故
の
処
理
の
全
容
か
ら
自
賠
責
保
険
、
任

意
保
険
、
そ
し
て
損
害
保
険
会
社
と
の
や
り
と

り
に
つ
い
て
触
れ
た
。

　

今
回
は
、
実
際
に
交
通
事
故
の
被
害
者
と
な

っ
た
Ｙ
氏
の
ケ
ー
ス
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
被
害
者
の
周
り
で
起
き
た
出
来
事
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
交
通
事
故
患
者
の
受
け
入
れ
方
、

そ
の
際
の
問
題
点
な
ど
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
。

　

無
作
為
で
は
あ
る
が
い
ろ
い
ろ
と
話
を
伺
っ

て
み
る
と
、
交
通
事
故
の
患
者
が
来
院
し
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
接
骨
院
も
少
な
く
な
い
よ
う

だ
。
そ
の
よ
う
な
立
場
の
先
生
方
に
は
、
こ
の

記
事
を
機
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら

い
、
ま
た
、
そ
う
で
な
い
先
生
方
に
は
、
ご
自

身
の
体
験
を
重
ね
、
ご
意
見
や
ご
指
摘
を
頂
戴

で
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　

事
故
の
起
こ
り
と
、
救
急
病
院
の

　

そ
っ
け
な
い
対
応

　

被
害
者
Ｙ
氏
（
女
性
）
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た

の
は
、
１
月
下
旬
。
片
側
３
車
線
の
幹
線
道
路

の
左
側
車
線
を
軽
自
動
車
で
走
行
し
て
い
た
時

の
こ
と
だ
。
助
手
席
に
は
小
学
２
年
に
な
っ
た
娘

も
同
乗
し
、
買
い
物
へ
出
掛
け
る
途
中
だ
っ
た
。

間
も
な
く
目
的
と
す
る
店
に
到
着
す
る
の
で
徐

行
し
、
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
左

に
回
し
始
め
た
と
こ
ろ
、
突
然
、
背
後
か
ら
強

い
衝
撃
が
走
っ
た
。
後
続
の
車
が
高
ス
ピ
ー
ド

で
追
突
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

Ｙ
氏
の
車
は
、
店
の
壁
に
突
っ
込
み
バ
ン
パ

ー
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
は
変
形
、
後
ろ
の
ト
ラ
ン
ク

も
ほ
ぼ
半
分
が
へ
こ
み
、
い
わ
ゆ
る
お
釜
を
掘

ら
れ
た
状
態
に
。
運
良
く
、
助
手
席
の
子
ど
も

は
座
席
の
下
に
潜
り
込
ん
だ
格
好
で
無
傷
だ
っ

た
が
、
運
転
し
て
い
た
Ｙ
氏
は
ど
こ
か
に
（
事

故
の
瞬
間
の
記
憶
が
な
い
）
頭
を
強
く
ぶ
つ
け
、

頭
部
に
大
き
な
瘤
（
こ
ぶ
）
を
つ
く
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
ま
ま
救
急
車
で
救
急
指
定
の
大
学

病
院
に
運
ば
れ
た
が
、
首
・
腰
・
足
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
に
異
常
は
な
く
、「
翌
日
に
な
っ
て
も

頭
部
の
痛
み
が
取
れ
な
い
よ
う
な
ら
脳
外
科
へ

来
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は

何
の
処
置
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
病
院

の
対
応
は
、
事
故
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
間
も

な
い
患
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
不
安
の
残
る
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

翌
日
、
頭
部
の
瘤
の
腫
れ
は
ひ
ど
く
な
り
、

痛
み
も
引
か
な
か
っ
た
の
で
、
病
院
へ
行
く
と
、

Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
脳
に

は
異
常
は
な
く
、
軽
い
〝
頚
椎
捻
挫
〞
と
の
診
断

を
受
け
た
が
、
納
得
の
い
く
よ
う
な
説
明
も
な

く
、
そ
の
後
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
の
説
明
も

な
い
。
Ｙ
氏
は
、
痛
み
止
め
ば
か
り
か
、
湿
布

薬
さ
え
出
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
、

苛
立
ち
を
覚
え
た
と
い
う
。

　

接
骨
院
へ
の
転
院
と
損
害
保
険
会
社
の
反
応

　

そ
の
足
で
出
勤
し
た
Ｙ
氏
だ
が
、
頭
の
痛
み
だ

け
で
な
く
、
軽
い
め
ま
い
、
吐
き
気
も
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
大
学
病
院
へ
行
っ
て
も
相
談

に
も
の
っ
て
も
ら
え
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、

友
人
を
介
し
て
知
っ
た
接
骨
院
で
診
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。
加
害
者
側
の
保
険
会
社
の
担
当

者
へ
そ
れ
を
伝
え
る
と
、
接
骨
院
へ
の
転
院
を
な

か
な
か
承
諾
し
て
く
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、「
柔

整
師
は
医
師
で
は
な
く
病
院
に
比
べ
る
と
接
骨

院
は
処
置
を
う
ま
く
で
き
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
も

撮
れ
な
い
。
治
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
か
ら
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
い
く
ら
考
え
直

し
て
も
病
院
へ
行
く
気
に
は
な
れ
ず
、
Ｙ
氏
は
、

損
保
保
険
会
社
担
当
者
を
押
し
切
っ
て
、
接
骨

院
へ
通
う
こ
と
に
し
た
。

　

接
骨
院
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
症
状

を
聞
か
れ
た
後
に
、
事
故
現
場
（
道
路
）
の
環

境
や
追
突
さ
れ
た
場
所
（
車
の
）、
車
の
損
傷
の

程
度
な
ど
、
事
故
の
状
況
を
詳
し
く
聞
か
れ
た
。

こ
の
接
骨
院
院
長
の
Ａ
氏
は
、「
頚
椎
捻
挫
や
腰

椎
捻
挫
は
、
自
覚
症
状
は
あ
る
の
に
科
学
的
デ
ー

タ
を
含
め
外
か
ら
の
所
見
が
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
、
症
状
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。

だ
か
ら
、
患
者
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
事
故
の

状
況
な
ど
を
細
か
く
聞
き
、
そ
の
打
撃
の
大
き

さ
か
ら
も
損
傷
の
具
合
を
推
測
し
て
い
る
」
の

だ
と
言
う
。

　

強
度
の
打
撃
を
後
方
か
ら
受
け
た
場
合
、
首

は
後
ろ
に
激
し
く
反
り
返
る
の
で
、
一
瞬
で
血

管
や
神
経
が
遮
断
さ
れ
る
。
こ
の
衝
撃
で
、
め

ま
い
や
吐
き
気
を
催
す
の
が
頚
椎
捻
挫
の
症
状

だ
が
、
追
突
の
強
さ
に
よ
っ
て
、
重
度
に
も
軽

度
に
も
な
り
う
る
。
事
故
の
状
況
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
は
、
そ
の
後
の
治
療
方
針
を
決
め
る

特集 交通事故と接骨院
―実録・交通事故患者がやってきた―

続
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た
め
に
も
役
に
立
つ
の
だ
。
ま
た
、
症
状
の
聞

き
取
り
を
し
た
時
に
、
そ
れ
が
事
故
後
の
も
の

な
の
か
、
事
故
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
な
の
か
も
、

は
っ
き
り
聞
き
取
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
交
通
事
故
の
患
者
の
場
合
、
事
故
後
の
症

状
だ
け
を
取
り
除
く
治
療
を
進
め
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
も
患
者
に
説
明
を
し
て
お
い
た
方
が

い
い
だ
ろ
う
。

　

Ａ
氏
は
、
交
通
事
故
患
者
特
有
の
メ
ン
タ
ル

的
な
注
意
点
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
語
っ

た
。

　
「
交
通
事
故
の
被
害
者
は
、
突
然
受
け
た
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
、
ま
た
は
加
害
者
へ
の
非
難
心
か
ら
、

精
神
的
に
も
参
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
体
調
不
良
の
訴
え
な
ど
を
き
ち
ん
と

聞
い
て
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
見
解
と
治
療

方
針
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
不
安

を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
症
状
を
改
善
す
る
た
め
の
生
活
指
導
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
折
込
み
つ
つ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
信
頼
関
係
を
築
く
、
こ
れ

が
治
療
を
早
め
る
近
道
に
も
な
る
で
し
ょ
う
」

　

後
に
も
述
べ
る
が
、
患
者
と
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
治
療
状
況
に
つ
い
て

の
情
報
を
共
有
で
き
て
い
れ
ば
、
療
養
費
請
求

の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

　

そ
し
て
Ｙ
氏
は
、
Ａ
氏
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
に
よ
り
、
自
分
の
症
状
に
納
得
が
い

く
よ
う
に
な
り
、
痛
み
に
対
す
る
不
安
も
消
え
、

治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

数
日
後
、
Ａ
氏
の
接
骨
院
に
Ｙ
氏
の
加
害
者

の
損
保
会
社
担
当
者
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
患

者
（
Ｙ
氏
）
の
状
態
や
症
状
に
つ
い
て
の
質
問

は
一
切
な
く
、
い
つ
ま
で
治
療
が
つ
づ
く
か
、
部

位
は
何
カ
所
か
と
い
う
ぶ
し
つ
け
な
も
の
だ
っ

た
。「
初
見
で
は
い
つ
ま
で
か
か
る
か
正
確
に
は

つ
か
め
な
い
の
で
も
う
少
し
時
間
が
欲
し
い
」

と
答
え
た
が
、
同
じ
質
問
を
繰
り
返
さ
れ
、
さ

ら
に
、
部
位
は
限
定
す
る
よ
う
に
と
言
っ
て
き

た
の
だ
と
い
う
。
最
終
的
に
Ａ
氏
は
、「
あ
な
た

は
当
院
の
営
業
妨
害
を

し
た
い
の
か
」
と
逆
に

問
い
詰
め
る
と
、
黙
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
保
険
会

社
か
ら
は
何
の
連
絡
も

な
い
。

　

確
か
に
療
養
費
請
求

の
書
類
に
は
、
い
つ
頃

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
な
る
か
と
い
う
推

定
を
記
入
す
る
欄
が
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
被
害
者
の
症
状
に
は
一
切

触
れ
ず
、
遠
ま
わ
し
に
保
険
金
額
を
抑
え
る
こ
と

だ
け
を
要
望
す
る
よ
う
な
保
険
会
社
の
態
度
に

は
あ
き
れ
か
え
る
ば
か
り
だ
。
Ａ
氏
は
、「
何
度

か
交
通
事
故
の
患
者
を
診
た
経
験
を
も
つ
が
、

こ
ん
な
に
被
害
者
を
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
う
例
は
は

じ
め
て
だ
」
と
言
っ
た
。

　

接
骨
院
が
行
う
リ
サ
ー
チ
会
社
へ
の
対
策

　

損
害
保
険
会
社
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
支
払

い
保
険
金
が
自
賠
責
保
険
の
枠
（
傷
害
事
故
の

限
度
額
は
１
２
０
万
円
）
を
超
え
れ
ば
、
超
過

分
は
自
社
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

か
ら
（
自
賠
責
保
険
の
支
払
い
業
務
は
加
害
者

の
任
意
保
険
会
社
が
行
う
…
前
号
参
照
）、
そ
れ

を
避
け
よ
う
と
い
う
事
情
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
治
療
者
側
が
過
剰
診
療
や
濃
厚
診
療
を
行

い
、
療
養
費
を
高
額
請
求
す
る
危
険
性
も
な
い

と
は
い
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
交
通
事
故
患
者

診
療
の
不
正
請
求
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
損
害

保
険
会
社
が
リ
サ
ー
チ
会
社
を
使
う
ケ
ー
ス
は

少
な
く
な
い
。
か
つ
て
は
損
保
会
社
が
自
社
で

行
っ
て
い
た
こ
の
業
務
も
、
最
近
は
外
部
の
専

門
業
者
が
委
託
で
行
い
、
そ
の
調
査
員
が
接
骨
院

を
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
Ａ
氏
は
リ

サ
ー
チ
を
受
け
た
時
に
明
確
な
説
明
が
で
き
る

よ
う
に
、
そ
の
患
者
の
症
状
と
治
療
の
経
過
を

記
録
に
残
し
て
い
る
。
部
位
数
、
施
術
の
内
容
、

治
療
期
間
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
合
理
的
な
も

の
で
、
相
手
が
納
得
す
る
よ
う
な
も
の
に
し
て

お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
リ
サ
ー
チ
会
社
は
患
者
に
直
接
接
触
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
患
者
に
は
、
治
療
の
内

容
や
経
過
な
ど
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
お
く
方

が
い
い
だ
ろ
う
。
接
骨
院
と
患
者
の
コ
メ
ン
ト

が
不
一
致
だ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
だ
。
現
在
Ｙ
氏
は
、
通
院
２
カ
月

目
に
入
っ
て
い
る
。

　
〝
交
通
事
故
は
自
由
診
療
〞
を
念
頭
に

　

今
回
の
Ｙ
氏
の
ケ
ー
ス
で
も
そ
う
だ
っ
た

が
、
交
通
事
故
患
者
が
接
骨
院
で
の
治
療
を
望

め
ば
、
損
保
会
社
は
そ
れ
を
認
め
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
損
保
会
社
が
ど
ん
な
に
そ
れ
を

嫌
お
う
と
、
治
療
法
の
選
択
権
は
患
者
に
あ
る

の
で
あ
る
。

　

前
号
で
、
交
通
事
故
の
施
術
は
〝
損
害
保
険

会
社
と
の
協
定
料
金
の
元
で
の
自
由
診
療
を
勧

め
る
〞
と
述
べ
た
部
分
が
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
、

そ
の
表
記
に
間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
事
中

で
お
詫
び
し
、
訂
正
を
し
た
い
と
思
う
。
交
通

事
故
の
治
療
は
自
由
診
療
で
あ
っ
て
、
そ
の
金

額
に
も
規
定
は
な
い
し
協
定
料
金
そ
の
も
の
も

存
在
し
な
い
。
必
要
か
つ
妥
当
な
実
費
が
支
払

わ
れ
る
と
、
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
損
害
保
険
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

交
通
事
故
患
者
の
療
養
費
の
請
求
用
紙
に
は
、

前
号
に
掲
載
し
た
よ
う
な
施
術
料
金
算
定
基
準

表
が
同
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
は
各
保
険
会
社
が
療
養
費
の
目
安
と
し
て

作
成
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
準
じ
る
必
要
性

は
全
く
な
い
（
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
社
団
法
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人
日
本
損
害
保
険
協
会
、
損
害
保
険
料
算
出
機

構
に
て
確
認
済
。
た
だ
こ
の
目
安
は
、
お
お
む

ね
各
保
険
会
社
で
横
並
び
と
な
っ
て
お
り
、
談

合
の
疑
い
を
も
つ
先
生
方
も
い
る
）。

　

こ
れ
に
大
き
く
外
れ
る
と
過
剰
診
療
の
疑
い

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
先
生
自

身
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
療
養
費
の
請
求
を
す
る

の
が
正
規
の
や
り
方
だ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

交
通
事
故
患
者
を
診
た
経
験
の
な
い
先
生
方

な
ど
は
、
損
害
保
険
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

料
金
表
ど
お
り
に
請
求
す
る
の
が
当
然
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
価
格
を
自
分
で
設
定

す
る
の
も
面
倒
だ
し
、
い
ち
い
ち
損
害
保
険
会

社
と
交
渉
す
る
の
が
大
変
だ
と
い
う
理
由
か
ら

こ
の
基
準
に
従
う
先
生
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

レ
セ
プ
ト
作
成
ソ
フ
ト
の
中
に
は
、
交
通
事
故

の
患
者
用
の
シ
ス
テ
ム
が
既
に
組
み
込
ま
れ
て

い
て
、
値
段
設
定
を
変
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

る
と
い
う
。
ま
た
余
談
で
は
あ
る
が
、
法
外
な

請
求
を
し
た
柔
整
師
や
、
請
求
後
に
値
切
り
交

渉
を
し
て
く
る
保
険
会
社
な
ど
、
こ
の
種
の
ト

ラ
ブ
ル
は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
治
療

は
自
由
診
療
で
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
置
き
、

先
生
自
身
が
判
断
し
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

　

患
者
の
中
に
は
、
慰
謝
料
の
増
額
を
目
的
に

治
療
期
間
を
長
引
か
せ
た
り
、
休
業
損
害
を
少

し
で
も
多
く
請
求
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
人
が

い
る
よ
う
な
の
で
、
十
分
注
意
し
た
方
が
い
い

だ
ろ
う
。

　

以
下
に
、
接
骨
院
院
長
に
聞
い
た
、
交
通
事

故
患
者
を
巡
る
様
々
な
体
験
談
や
意
見
を
ま
と

め
た
。

　

Ｂ
先
生
の
談　
「
交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
が
、

診
て
も
ら
え
る
か
」
と
い
う
質
問
は
、
電
話
で
何

度
か
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
度
に
、「
こ
ち

ら
で
治
療
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
、
損
保
会
社

に
相
談
し
て
来
院
し
て
く
だ
さ
い
」
と
返
答
す
る

が
、
実
際
に
は
一
度
も
来
院
し
た
こ
と
が
な
い
。

基
本
的
に
は
、
交
通
事
故
は
自
由
診
療
な
の
だ
か

ら
、
患
者
さ
ん
の
希
望
で
直
接
接
骨
院
へ
来
て
も

い
い
と
は
思
う
。
が
、
ま
だ
経
験
の
な
い
こ
と

だ
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

そ
う
し
て
い
る
。

　

Ｃ
先
生
の
談　

病
院
で
は
、
手
技
を
用
い
な

い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
治
療

の
し
よ
う
が
な
い
と
も
聞
く
。
そ
れ
で
は
治
療

効
果
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
疾
患
に
よ
っ
て
、

病
院
よ
り
も
接
骨
院
の
方
が
得
意
な
こ
と
も
あ

る
の
で
、
使
い
分
け
て
治
療
し
て
い
く
の
が
い

い
と
思
う
。
実
際
に
、「
数
カ
月
病
院
に
通
院
し

て
も
治
ら
な
い
」
と
相
談
に
来
た
患
者
さ
ん
が

接
骨
院
に
来
て
よ
く
な
っ
た
と
い
う
例
は
い
く

つ
も
あ
る
の
だ
か
ら
。

　

Ｄ
先
生
の
談　

我
々
柔
整
師
は
、
患
者
さ
ん

が
訴
え
て
く
る
痛
み
や
不
快
感
を
取
り
除
く
た

め
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

保
険
会
社
か
ら
治
療
期
間
を
短
く
し
て
く
れ

と
言
わ
れ
て
も
、
こ
ち
ら
側
か
ら
打
ち
切
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
事
故
後
の
症
状
な
の

か
、
そ
の
前
か
ら
の
症
状
な
の
か
を
、
最
初
に
曖

昧
に
せ
ず
患
者
さ
ん
に
聞
く
な
ど
し
て
、
公
正
な

判
断
を
す
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
思
う
。
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１
９
９
９
年
に
設
立
、
２
０
０
４
年
に
は

東
証
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
、
そ
の
１
年
後
の

２
０
０
５
年
に
東
証
一
部
上
場
を
果
た
し
た
株

式
会
社
フ
ィ
デ
ッ
ク
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（
請
求
・
支
払
い
業
務
な
ど
の
委
託
）
と
、
売

掛
金
先
払
い
を
融
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
会
社
だ
。
そ
の
業
務
内
容
を
具
体
的
に
説
明

す
る
な
ら
、
同
社
の
顧
客
で
あ
る
大
型
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
・
ス
ト
ア
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
を
例

に
挙
げ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
ほ
ど
の
大
型
量
販
店
に
な

る
と
、
仕
入
商
品
の
種
類
や
数
、
そ
し
て
仕
入

先
も
膨
大
な
数
に
上
る
。
伝
票
の
入
力
・
確
定

か
ら
支
払
い
ま
で
の
作
業
は
煩
雑
さ
を
極
め
、

社
内
で
ま
か
な
う
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ

で
そ
れ
ら
一
切
を
代
行
し
た
の
が
フ
ィ
デ
ッ
ク

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
人
件

費
な
ど
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
た
フ
ィ
デ
ッ
ク
の
特
長
は
、
こ
こ
で
終
わ

ら
ず
に
仕
入
先
へ
の
売
掛
金
の
先
払
い
事
業
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
商
取
引
で

は
通
例
の
こ
と
だ
が
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
か
ら

納
入
業
者
へ
実
際
に
現
金
が
渡
る
の
は
、
納
品

か
ら
２
〜
３
カ
月
後
に
な
る
。
フ
ィ
デ
ッ
ク

は
、
そ
の
間
未
回
収
と
な
る
売
掛
金
を
、
手
数

料
を
割
り
引
い
て
納
入
業
者
に
先
払
い
す
る
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
。
納
入
業
者
に
し

て
み
れ
ば
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
手
数
料
が
か
か
っ

た
と
し
て
も
、
１
カ
月
で
も
入
金
が
早
ま
る
の

は
あ
り
が
た
い
。
ま
た
フ
ィ
デ
ッ
ク
は
、
納
入

業
者
で
は
な
く
、
売
掛
金
の
支
払
い
元
で
あ
る

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
信
用
度
だ
け
を
み
て
い
れ

ば
よ
い
の
で
、
審
査
基
準
を
新
た
に
設
け
る
必

要
が
な
い
。

　

フ
ィ
デ
ッ
ク
の
創
業
者
で
あ
る
深
田
剛
社
長

は
、
大
手
商
社
で
金
融
や
物
流
事
業
を
担
当
し

て
い
た
人
物
。
商
品
の
売
上
げ
と
入
金
の
タ
イ

ム
ラ
グ
に
疑
問
を
感
じ
、
そ
れ
を
解
消
す
る
新

事
業
を
考
え
た
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
事
業
は
各
方
面
で
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
、
同
社
で
は
穴
吹
工
務
店
、
タ
カ

ラ
ト
ミ
ー
、
官
公
庁
な
ど
50
社
以
上
の
債
権
買

取
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
経
済
新
聞

が
行
う
「
２
０
０
５
年
ベ
ス
ト
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
新
規

株
式
公
開
）
調
査
」
で
は
第
２
位
と
な
り
、
そ

の
成
長
力
や
収
益
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
事
業
の
１
つ
と
し
て
、
接
骨
院
業
界
の

療
養
費
の
先
払
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
深
田
社

長
は
、「
接
骨
院
業
界
で
の
支
払
い
が
遅
い
が

ゆ
え
に
、
一
般
企
業
と
同
じ
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

る
柔
整
師
の
先
生
方
が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
は
、
弊
社
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
売
掛
金
流
動
化
事
業
と
非
常
に
似

て
い
る
仕
組
で
す
。
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の

成
長
産
業
で
す
し
、
そ
の
活
性
化
に
当
社
の
サ

ー
ビ
ス
を
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

意
欲
の
ほ
ど
を
語
っ
た
。

　

そ
の
事
業
を
行
う
の
は
、
フ
ィ
デ
ッ
ク
が

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
す
る
Ｊ
＆
Ｆ
接
骨
師

協
会
だ
。
同
協
会
は
２
０
０
２
年
に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
が
、
親
会
社
の
フ
ィ
デ
ッ
ク
が
東
証
一

部
に
上
場
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
信
用
を
固
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
深
田
剛
社
長
は
、
Ｊ
＆
Ｆ

接
骨
師
協
会
の
安
定
性
を
強
調
し
、「
親
会
社

の
業
績
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
安
心
感
を
も
っ

て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

ま
た
一
つ
、
接
骨
院
業
界
へ
新
し
い
風
が
入

っ
て
き
た
。

上場企業フィデック

と接骨院業界

　

フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

が
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

治
療
院
業
界
の
人
材
派
遣
、
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
フ

ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
（
田
尻
賢
社
長
、
本
社
＝
神
奈
川
・

横
浜
市
）
は
、
よ
り
多
く
の
求
職
者
に
対
し
て
、
整
骨
院

や
鍼
灸
院
な
ど
の
経
営
者
が
直
接
話
す
機
会
を
つ
く
ろ
う

と
、
３
月
15
日
、
東
京
・
秋
葉
原
の
東
京
都
中
小
企
業
振

興
公
社
展
示
ホ
ー
ル
１
・
２
Ｆ
で
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
た
。

　

同
日
の
参
加
企
業
数
は
20
社
（
52
人
）
で
来
場
者
（
求

職
者
）
は
１
０
６
人
。
来
場
者
の
内
訳
は
、
柔
道
整
復
師

25
人
、
は
り
師
57
人
、
き
ゅ
う
師
55
人
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

27
人
だ
っ
た
。

　

多
く
の
来
場
者
か
ら
「
来
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も

も
っ
と
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。
フ

ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
で
は
、「
業
界
が
今
以
上
に
活
性
化
し

発
展
し
て
い
く
た
め
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た

い
」
と
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　

参
加
企
業
は
次
の
と
お
り
。

　

㈲
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
キ
ャ
ン
） 

、
㈲
賢
人
、
㈲
ア
イ
サ
ポ
ー
ト
、

㈲
ビ
ー
フ
ァ
イ
ブ
ク
ル
ー
、
㈱
株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ

ア
グ
ル
ー
プ
、
け
や
き
の
森
整
骨
院
、
㈲
カ
ス
ケ
ー
ド
、

げ
ん
き
堂
グ
ル
ー
プ
、㈲
Ｗ
．
Ｏ
．
Ｗ　

・
㈲
Ｌ
．
Ｓ
．
Ｃ
、 

㈱
ア
ル
フ
ァ
ウ
ェ
ー
ブ
、
医
療
法
人
社
団
緑
友
会　

ら
い

お
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
㈲
イ
ー
ア
ー
シ
ス　

嶺
の
灸
鍼
堂　

接
骨
院
お
ん
た
け
、
㈱
メ
デ
ィ
ケ
ア
英
伸
、
㈲
限
会
社
ひ

ま
わ
り
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
・
リ
ン
ド
ウ
治
療
院
、

㈱
パ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

整
骨
院
大
地
、
㈱
セ
ブ
ン
・

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
、
ソ
フ
ト
バ
ラ
ン
ス
は
り
灸
整
骨
院
、

つ
く
し
堂
接
骨
院
、
ひ
ま
わ
り
治
療
院
、
共
栄
会
接
骨
院 

　

㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
（
神
奈
川
県
横
浜
市
西
区

南
幸
町
２
‐
20
‐
２　

共
栄
ビ
ル
８
Ｆ
、
電
話
０
４
５
‐

３
１
７
‐
７
７
８
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
‐
３
１
６
‐

１
１
１
９
）

フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー

ビ
ス

が
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
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院内デザインの実際
　

今
回
は
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
を
き

っ
か
け
に
、
我
が
研
究
所
所
長
で
あ
る
箕

浦
一
級
建
築
士
に
実
際
に
オ
フ
ァ
ー
を
す

る
と
い
う
運
び
に
な
っ
た
一
例
を
紹
介
す

る
。
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
が
提
出

さ
れ
て
か
ら
、
治
療
院
が
出
来
上
が
る
ま

で
を
写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
す
る
の
で

確
認
し
て
み
て
ほ
し
い
。
イ
メ
ー
ジ
パ
ー

ス
の
完
成
が
２
月
下
旬
、
２
週
間
ほ
ど
の

打
ち
合
わ
せ
期
間
を
経
て
工
事
施
工
開
始

が
３
月
17
日
、
４
月
７
日
に
は
工
事
が
終

了
し
、
４
月
12
日
開
店
と
い
う
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
流
れ
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
他
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
４
件
も

続
い
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

の
院
長
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人

通
り
が
多
く
、
条
件
の
よ
い
物
件
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
と
は
成
功
さ
せ
る
た

め
の
店
舗
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
な
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
は
本
店

に
な
ら
え
ば
い
い
が
、
院
内
の
実
用
性
や
集
客

に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
店

づ
く
り
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
。

　

箕
浦
流
診
断
と
提
案

　

こ
の
物
件
は
、
直
前
の
借
主
が
写
真
現
像

店
、
そ
の
前
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
そ
し
て
一
番
最

初
が
喫
茶
店
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
喫
茶
店
時

代
の
名
残
で
、
厨
房
の
部
分
の
床
が
低
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
前
の
借
主
の

状
況
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
に
現
像
液
の
に
お
い
が

➡

vol.3

依頼者

吉野道教氏（キュアセラピア荻窪）

物件情報

　住所　東京都杉並区

　店舗面積　11坪

　立地　ＪＲ、地下鉄駅より徒歩３

分。住宅街へつながる商店街の一角。

　

相
談
内
容

　

ト
ー
タ
ル
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
整
体
院
（
セ

ラ
ピ
ア
淡
路
町
）
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
１
号
店

喫茶店時代の名残で、厨房の部分の床が低くなっていた

単に外観だけでなく院内の実用性や集
客につながるアイデアなども盛り込ま
れた店づくりが行われた

一級建築士・箕浦所長の
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染
み
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
そ
れ
を

取
り
替
え
、
重
い
機
材
が
置
か
れ
て
痛
ん
だ
床

を
全
部
張
り
替
え
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。
整

体
院
は
清
潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
だ
さ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
た
だ
、
前
の
借
主

が
残
し
て
い
っ
た
自
動
ド
ア
を
う
ま
く
使
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
利
点
も
あ
り
ま
し
た
。
物

件
を
借
り
る
時
に
は
、
そ
の
借
主
の
履
歴
を
聞

い
て
お
く
と
、
店
づ
く
り
の
参
考
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
院
内
は
、
本
店
の
セ
ラ
ピ
ア
淡
路
町

に
な
ら
っ
て
、
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
で

統
一
し
ま
し
た
。
壁
に
は
自
然
素
材
の
珪
藻
土

を
使
っ
た
り
と
、
素
材
も
同
じ
で
す
。
家
具
な

ど
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
の
で
、
ベ
ッ
ド
の

間
に
立
て
る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
ア
ジ
ア
風
に

し
ま
し
た
。
ク
イ
ッ
ク
チ
ェ
ア
は
入
口
近
く
に

２
台
、
ベ
ッ
ド
は
「
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
入
れ

た
い
け
れ
ど
、
３
台
が
限
界
だ

ろ
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

置
き
方
を
斜
め
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
う
ま
く
４
台
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
当
初
よ

り
も
効
率
が
上
が
る
と
期
待
し

カ
ー
テ
ン
で
す
が
、
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、
オ

イ
ル
の
患
者
さ
ん
の
場
合
着
衣
を
脱
ぐ
の
で
、

不
安
だ
ろ
う
と
一
部
壁
に
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

　

外
観
に
つ
い
て
で
す
が
、
自
動
ド
ア
の
場

合
、
直
に
風
雨
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、
風
よ
け

を
つ
け
た
方
が
い
い
の
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ

を
ガ
ラ
ス
壁
に
し
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
の
看
板
を
貼
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ー

ス
で
は
外
壁
の
ガ
ラ
ス
に
も
店
の
ロ
ゴ
や
イ
メ

ー
ジ
カ
ラ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
内
装
工
事
で

予
想
以
上
の
出
費
（
床
の
張
り
替
え
や
ト
イ
レ

便
器
の
取
り
替
え
）
が
あ
っ
た
の
で
、
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
シ
ー
ト
で
代
用
し
て
い
ま
す
。
外
観

は
、
お
客
さ
ん
の
目
に
一
番
先
に
触
れ
る
場
所

で
す
か
ら
、
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫

を
す
る
の
が
大
切
で
し
ょ
う
。
開
業
時
の
予
算

は
、
な
る
べ
く
低
く
抑
え
る
よ
う
に
こ
ち
ら
も

常
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
先
を
見

据
え
て
店
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

私
は
、
キ
ュ
ア
セ
ラ
ピ
ア
荻
窪
店
の
立
地
を
み

て
、
絶
対
流
行
る
だ
ろ
う
と
踏
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
多
少
予
算
が
オ
ー
バ
ー

し
て
も
、
後
に
売
り
上
げ
増
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
ん
で
す
よ
。

　

店
舗
完
成
に
あ
た
っ
て
の
吉
野
氏
談

　

予
算
の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
箕
浦

さ
ん
の
よ
う
な

建
築
士
さ
ん
へ

依
頼
す
る
か
ど

う
か
迷
い
は
あ

り
ま
し
た
が
、

お
願
い
し
て
本

当
に
よ
か
っ
た

で
す
。
と
く
に
、
ベ
ッ
ド
が
予
定
よ
り
も
１
台

多
く
入
る
と
聞
い
た
時
に
は
驚
き
、
感
心
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
設
計
費
用
分
は
確
実
に
ペ
イ
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

で
の
独
立
と
い
う
利
点
も
随
分
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
店
の
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

チ
ラ
シ
や
看
板
を
作
成
す
る
の
に
省
力
化
が
図

れ
ま
し
た
し
、
ス
タ
ッ
フ
も
派
遣
し
て
も
ら
え

ま
す
。
求
人
に
関
し
て
は
、
頭
の
痛
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
、
助
か
り
ま
し
た
ね
。
独
立
開
業

を
目
指
し
て
い
る
方
に
は
是
非
お
勧
め
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
は
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
の
冷
蔵
庫
の
上
に

目
立
た
な
い
よ
う
に
置
き
、
ト
イ
レ
の
脇
の
流

し
ス
ペ
ー
ス
を
更
衣
室
に
変
え
ま
し
た
。
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
の
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
る

そ
う
な
の
で
、

そ
の
方
が
有
効

だ
と
ご
提
案
し

た
次
第
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
パ

ー
ス
で
は
個
室

の
入
口
は
全
面

前の借主が残した自
動ドアに直に風雨が
入らないようガラス
壁に。グラフィック
デザインの看板を貼
る
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箕
浦
流
診
断
と
提
案

　

現
在
の
院
を
別
の
場
所
に
移
し
て
新
規
オ
ー

材
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
線
を
延

ば
せ
ば
、
ど
の
ベ
ッ
ド
で
も
使
え
ま
す
。

　

受
付
の
後
ろ
に
、
カ
ル
テ
な
ど
を
し
ま
う
棚

を
置
き
、
そ
の
後
ろ
に
ロ
ー
ラ
ー
ベ
ッ
ド
を
置

け
ば
そ
れ
が
仕
切
り
に
も
な
り
ま
す
。
ベ
ッ
ド

の
足
の
方
に
は
壁
を
入
れ
て
空
間
を
つ
く
り
ま

し
た
の
で
、
従
業
員
ル
ー
ム
に
で
も
、
お
客
さ

ん
の
待
合
に
で
も
使
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

入
口
向
か
い
に
あ
る
の
は
流
し
台
と
ト
イ
レ

で
す
が
、
こ
れ
は
平
面
図
に
あ
る
も
の
を
残
す

よ
う
に
し
ま
し
た
。
壁
に
は
料
金
表
な
ど
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
貼
る
な
ど
し
て
、
う
ま

く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

う
。

　

ベ
ッ
ド
は
８
台
入
っ
て
い
ま
す
が
、
鍼
灸
を

さ
れ
る
そ
う
な
の
で
、
専
用
の
部
屋
を
設
け
た

方
が
使
い
勝
手
が
い
い
で
し
ょ
う
。
受
付
す
ぐ

横
の
部
屋
に
戸
棚
を
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
器

具
な
ど
を
置
い
て
鍼
灸
ル
ー
ム
に
で
き
ま
す
。

換
気
扇
や
フ
ァ
ン
を
つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

可
能
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
店
に
は
も
と
も
と
自
動
ド
ア
が

つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
残
し
て
、
使
っ
た

方
が
い
い
で
し
ょ
う
ね
。
新
た
に
設
置
す
る
と

値
段
が
高
い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
自
動
ド
ア
を

使
う
場
合
は
、
風
よ
け
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
入
口
の
デ
ス
ク
に
直
角
に
立
っ
て
い
る
壁

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
風
よ
け
で
す
。

　

色
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
要
望
が
な
か
っ

依頼者
飯塚浩義嘉氏（開業院名未定）

物件情報
東京都江東区
立地　駅に近く、人通りのある
住宅地に位置する。心も体も安
らげるような落着いた雰囲気
で、来院するだけで疲れが取れ
るような、癒しの空間をつくれ
たらいいと思う。

プ
ン
さ
れ
る
予
定
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
の

で
、
現
在
の
院
内
デ
ザ
イ
ン
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
含
め
て
、
12
坪
の
新
し
い
場
所
で
の
院
内
づ

く
り
を
提
案
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
物
件

が
本
決
ま
り
で
な
く
、
詳
し
い
寸
法
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
わ
か
ら
な
い
部
分

は
こ
ち
ら
で
適
当
に
処
理
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ベ
ッ
ド
間
に
は
仕
切
り
を
入
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
る
タ
イ

プ
に
し
ま
し
た
。
少
し
余
裕
を
も
た
せ
た
寸
法

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
な
ら
施
術
も
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
も
、
こ
の
方
が

く
つ
ろ
げ
ま
す
か
ら
ね
。
ま
た
、
低
周
波
の
機

依頼者
早船進氏（あおぞら整骨院）

物件情報
埼玉県蓮田市
立地　駅至近、スーパーマーケ
ットの駐車場入口から 30 ｍの場
所。周りに、郵便局、繁盛して
いる美容院、いつも混み合って
いるクリニックなどがあり、人
通りが多い。

　

箕
浦
流
診
断
と
提
案

　

こ
の
物
件
は
、
と
て
も
広
い
の
が
特
徴
で

す
。
入
口
と
反
対
側
の
奥
に
壁
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
取
り
払
っ
て
も
よ
い
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
提
案
で
は
、
そ
れ
を
残
し

て
従
業
員
だ
け
が
出
入
り
す
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
つ
く
り
ま
し
た
。
倉
庫
や
洗
濯
機
置
き
場
、

一
部
は
従
業
員
ル
ー
ム
に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
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た
の
で
、
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
比
較
し
て
み
る
と
参
考
に
な
る
と
思
い

ま
す
よ
。

　

箕
浦
流
診
断
と
提
案

　

外
か
ら
の
写
真
と
中
の

平
面
図
を
見
て
み
る
と
、

こ
の
物
件
は
、
ふ
つ
う
の

一
軒
屋
（
平
屋
）
を
整
骨

院
に
す
る
パ
タ
ー
ン
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
相
談
内
容

に
、
モ
ダ
ン
な
感
じ
に
し

た
い
と
い
う
文
章
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
外
観
の
改
装
が
必
要

で
し
ょ
う
ね
。
ま
ず
窓
を

隠
す
た
め
に
、
サ
ッ
シ
の

一
種
（
外
観
パ
ー
ス
右
側

の
青
い
外
壁
）
を
取
り
つ

け
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
屋

根
の
軒
が
見
え
な
い
よ
う

　

箕
浦
流
診
断
と
提
案

　

Ｏ
2
カ
プ
セ
ル
が
外
か
ら
も
見
え
る
よ
う
に

設
計
し
ま
し
た
。
こ
う
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｒ
に
も
な

る
で
し
ょ
う
か
ら
。
患
者
さ
ん
が
使
用
す
る
時

に
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
見
え

な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
い
ず
れ
は
分
院
も
開
き
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
院
名
の
前
に
違
う
色
で
場
所
を
入

れ
て
お
き
ま
し
た
。
分
院
が
で
き
た
ら
、
そ
の

場
所
の
名
前
の
部
分
だ
け
取
り
替
え
れ
ば
い
い

で
す
か
ら
ね
。

　

左
右
振
動
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
装

置
１
台
と
骨
盤

筋
刺
激
装
置
２

台
は
入
口
付
近

に
並
べ
、
同
じ

ス
ペ
ー
ス
に

は
、
超
音
波
な

ど
も
で
き
る
よ

う
に
椅
子
を
配
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
談

話
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
簡
単
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド

は
、
１
台
を
個
室
に
、
他
の
５
台
は
カ
ー
テ
ン

で
仕
切
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
の

部
分
で
は
、
ど
の
ベ
ッ
ド
で
も
線
を
延
ば
せ
ば

低
周
波
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
院
内
の
雰
囲
気
を
南
欧
風
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
壁
や
床
は
そ
の
よ

う
な
色
に
し
、
流
し
台
な
ど
家
具
も
そ
れ
に
準

じ
て
選
ば
れ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
平
面
図
に

は
ガ
ス
台
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
を
洗
濯

機
置
き
場
に
変
え
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
ル
ー

ム
の
中
に
な
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

依頼者
大原健太氏（おおはら整骨院）

物件情報と依頼内容
兵庫県姫路市
立地　幹線道路に近い住宅地の
中。治療スペースができるだけ
広く見えるように工夫したい。
モダンなイメージで、白とグリ
ーンを基調にするなど、清潔感
のあるものを希望。

依頼者
小林篤史氏（宮前まちの整骨院）

物件情報と依頼内容
神奈川県川崎市
立地　私鉄駅より徒歩６分。
20.77 坪の広さの院内に、Ｏ 2カ
プセル 1 台、左右振動トレーニ
ング装置 1 台、骨盤筋刺激装置
２台、ソフトチェアー 1 台を入
れる予定。

に
、目
隠
し
看
板
（
外
観
パ
ー
ス
左
、玄
関
上
）

を
つ
け
、
玄
関
も
柱
を
太
く
し
て
入
口
が
目
立

つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

内
装
に
関
し
て
は
、
ふ
つ
う
の
住
宅
の
よ
う

に
壁
で
仕
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
コ
ス
ト
面
も
考
え
て
そ
れ
を
残
し
た
レ
イ

ア
ウ
ト
に
し
ま
し
た
。
受
付
は
、
半
円
形
の
テ

ー
ブ
ル
、
そ
の
奥
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

と
し
ま
し
た
。
個
室
を
１
つ
と
、
２
つ
の
ス
ペ

ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
が
、
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら

れ
た
ベ
ッ
ド
を
６
台
、
院
内
奥
に
は
従
業
員
ル

ー
ム
を
配
置
し
ま
し
た
。
私
の
イ
メ
ー
ジ
で
青

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
先
生
の
好
み

で
グ
リ
ー
ン
に
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

ひーりんぐ11.indd   31 2006/04/18   18:21:50



32Healing Magazine
No.11 2006  Spring

● 知っておきたい税金の知識 ●

上田曽太郎の
初歩の会計教室

第８回

　上田曽太郎の初歩の会
計教室にご質問、ご相談、
取上げてほしい内容など
ございましたら、①質問
等内容②ご連絡先③お名
前（匿名の場合はペンネ
ーム）④開業している方

は開業歴をお書きになり郵送又はＦＡＸで
ひーりんぐマガジン編集部
「初歩の会計教室係」
（ＦＡＸ０３－５２９６－９０５６）
までお送りください。

　

さ
て
日
本
で
事
業
を
営
む
個
人
事
業
主
、
法

人
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
税
金
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
事
業

を
営
む
う
え
で
知
っ
て
お
き
た
い
税
金
の
話
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
事
業
に
か
か
る
税
金
と
し
て
所
得
税
、

住
民
税
、
消
費
税
、
事
業
税
等
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
は
国
税
と
し
て
国
に
納
め
る
税
金
で

す
。１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
の
売
上（
代

金
未
収
分
も
含
む
）
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

き
、
さ
ら
に
扶
養
控
除
等
の
所
得
控
除
を
行
っ

た
も
の
が
課
税
所
得
と
な
り
、
掲
載
し
た
税
額

表
の
税
率
に
よ
り
納
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

例
え
ば
課
税
所
得
が
３
０
０
万
円
だ
と
税
率
10

％
で
納
税
額
は
30
万
円
。
平
成
18
年
度
は
定
率

減
税
が
あ
り
、
こ
の
30
万
円
の
10
％
の
3
万
円

が
控
除
さ
れ
27
万
円
が
納
税
額
に
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
税
制
改
正
に
よ
り
課
税
所
得

３
０
０
万
円
だ
と
、
課
税
所
得
１
９
５
万
円
以

下
分
と
３
３
０
万
円
以
下
分
の
２
通
り
で
計
算

し
ま
す
。

　

１
９
５
万
円
以
下
分
が
５
％
で
９
万
７
５
０

０
円
。
１
９
５
万
円
を
超
え
た
金
額
１
０
５
万

円
が
10
％
と
な
り
ま
す
の
で
10
万
５
０
０
０

円
、
合
計
20
万
２
５
０
０
円
が
納
税
額
と
な
り

ま
す
。
定
率
減
税
は
平
成
18
年
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
ま
す
の
で
、
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
み
る
と
平
成
19
年
度
の
納
税
額
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
税
源
が
国
か
ら
地
方

へ
の
移
譲
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
分
、
地
方
税

で
あ
る
住
民
税
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
納
税
は
い
つ
ま
で
に
行
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
年
の
所
得
に
つ
い
て
は
翌
年

３
月
15
日
ま
で
に
納
税
し
ま
す
。
振
替
納
税
に

す
る
と
４
月
20
日
前
後
に
口
座
振
替
で
の
支
払

と
な
り
、
資
金
繰
り
上
お
得
で
す
。
ま
た
納
税

資
金
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
申
告
時
に
延

納
の
届
け
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
分
割
で
の
納

税
が
可
能
で
す
。
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
前
年
度
に
15
万
円
以
上
納
税
し
た
場
合
に

は
、
予
定
納
税
と
し
て
納
税
し
た
額
の
３
分
の

１
を
７
月
、
11
月
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
前
年
よ
り
収
入
が
落
ち
込
む
と

こ
の
予
定
納
税
の
支
払
が
き
つ
く
な
り
ま
す
。

そ
の
際
は
予
定
納
税
に
あ
た
り
、
減
額
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
納
税
額
を
減
額
で
き
ま
す
。

　

地
方
税
と
し
て
都
道
府
県
、
市
区
町
村
へ
納

め
る
の
が
住
民
税
で
す
。
住
民
税
の
課
税
所
得

は
所
得
税
に
準
じ
ま
す
が
、
所
得
控
除
額
は
所

得
税
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
の

確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申
告
書
の
２
枚
目

が
居
住
し
て
い
る
役
所
に
送
ら
れ
て
自
動
的
に

住
民
税
の
計
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
４
月
頃
に
納

税
通
知
書
が
届
き
、
４
分
割
で
納
税
（
６
月
、

８
月
、10
月
、１
月
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
住
民
税
の
納
付

は
ま
る
ま
る
1
年
遅
れ
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
前
年
よ
り
事
業
の
業
績
が
悪
い
場
合
は
こ
の

支
払
が
き
つ
く
な
り
ま
す
。
な
お
所
得
税
、
住

民
税
は
必
要
経
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
じ
く
事
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
、
地
方
税

と
し
て
事
業
所
得
に
課
税
さ
れ
る
の
が
事
業
税

で
す
。
こ
の
支
払
は
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

事
業
税
は
売
上
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
事

業
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
保
険
施
術

分
の
所
得
に
つ
い
て
は
非
課
税
に
な
っ
て
い
ま

す
。
納
税
は
、
そ
の
年
の
所
得
に
つ
い
て
は
翌

年
２
分
割
（
８
月
、
11
月
）
で
納
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

消
費
税
は
課
税
売
上
か
ら
課
税
仕
入
を
控
除

し
た
額
の
５
％
（
国
税
４
％
、
地
方
税
１
％
）

が
納
税
額
に
な
り
ま
す
。
課
税
対
象
事
業
者
は

前
々
年
度
の
課
税
売
上
が
１
千
万
円
以
上
の
事

業
者
で
す
。
な
お
、
こ
ち
ら
も
保
険
施
術
分
の

売
上
に
つ
い
て
は
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
計
帳
簿
を
税
込
み
記
帳
し
て
い
る
場
合
は
必

要
経
費
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
課
税
仕
入
と

は
、
必
要
経
費
の
う
ち
消
費
税
の
か
か
っ
て
い

る
も
の
に
な
り
ま
す
。
給
与
や
租
税
公
課
は

課
税
対
象
外
の
た
め
課
税
仕
入
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
消
費
税
の
納
税
額
計
算
に
は
、
こ
の
課
税

仕
入
額
を
個
々
の
課
税
取
引
か
ら
計
算
す
る
原

則
法
と
、
業
種
に
よ
る
み
な
し
概
算
計
算
に
よ

る
簡
易
課
税
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
有
利
な
方

を
選
択
で
き
ま
す
が
、
簡
易
課
税
の
場
合
は
、

そ
の
適
用
年
度
の
前
日
ま
で
に
簡
易
課
税
選
択

届
出
書
を
税
務
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
年
の
課
税
所
得
に
対
す
る
消
費
税

は
翌
年
３
月
末
日
ま
で
に
納
税
し
ま
す
。
所
得

税
同
様
、
振
替
納
税
に
す
る
と
口
座
振
替
に
よ

り
４
月
下
旬
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予

定
納
税
は
納
税
額
60
万
円
以
上
の
場
合
、
そ
の

２
分
の
１
を
８
月
に
支
払
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
税
金
と
し
て
、
国
税
に
な
り
ま
す

が
印
紙
税
と
い
う
売
上
代
金
の
領
収
書
に
貼
る
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印
紙
が
あ
り
ま
す
。
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
場
合
は
非
課
税
に
な
っ
て
い

ま
す
。
土
地
家
屋
に
対
し
て
は
地
方
税
で
あ
る

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
な

ど
１
個
10
万
円
以
上
の
事
業
用
有
形
固
定
資
産

に
つ
い
て
は
、
地
方
税
で
あ
る
償
却
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
税
金
の
う
ち
事
業

用
の
も
の
は
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。
よ
く
納

付
も
れ
が
あ
る
の
は
従
業
員
給
与
、
専
従
者
給

与
の
源
泉
所
得
税
で
す
。
給
与
の
源
泉
所
得
税

は
、
支
給
時
に
事
業
主
が
本
人
か
ら
預
か
り
、

給
与
支
払
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
納
税
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
が
10
人
未
満
の
場

合
は
、
半
期
納
付
の
特
例
を
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
半
年
分
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

法
人
の
税
金
に
つ
い
て
は
、
税
額
表
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
税
金
が
あ
り
、
所

得
が
増
え
る
ほ
ど
納
税
額
も
増
え
て
い
き
ま

す
。
そ
こ
で
事
業
家
は
節
税
し
よ
う
と
し
ま

す
。
先
日
あ
る
個
人
事
業
主
か
ら
、「
今
回
の

確
定
申
告
で
20
万
円
の
納
税
に
な
っ
た
が
、
今

年
度
は
も
っ
と
納
税
額
を
減
ら
し
た
い
」
と
い

う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、

収
入
か
ら
必
要
経
費
及
び
所
得
控
除
を
引
い
た

課
税
所
得
が
2
０
０
万
円
で
所
得
税
率
が
10
％

な
の
で
20
万
円
の
納
税
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
節
税
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
課
税

所
得
を
も
っ
と
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
収
入
を
減
ら
す
か
、
あ
る
い
は

必
要
経
費
・
所
得
控
除
を
増
や
す
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
収
入
を
減
ら
す
と
い
う
の
は

現
実
的
で
は
な
い
の
で
、
必
要
経
費
・
所
得
控

除
を
増
や
せ
ば
税
金
は
減
り
ま
す
。
し
か
し
そ

う
す
る
と
手
取
り
が
減
り
、
こ
の
年
収
で
は
生

活
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
生
活
費
は
必
要
経

費
に
な
ら
な
い
の
で
、
年
間
の
生
活
費
分
に
つ

い
て
は
所
得
税
・
住
民
税
の
課
税
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
従
っ
て
節
税
は
生

活
費
を
上
回
る
収
入
に
な
っ
た
ら
考
え
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

● 個人事業にかかる税金
① 所得税
　平成 18年度
　　　　　　　課税所得　　　　　　　　　税率     
　　　　　　　330 万円以下の金額　 　　 　10％　　
　　　　　　　900 万円以下の金額　 　　 　20％
　　　　　　　1,800 万円以下の金額 　 　 　30％　　
　　　　　　　1,800 万円超の金額　 　 　　 37％　　
       　　　定率減税　上記で計算した所得税× 10％（上限 12万 5千円）
　平成 19年度以降
　　　　　　　課税所得　　　　　　　　　税率    
　　　　　　　195 万円以下の金額　　　 　5％　　
　　　　　　　330 万円以下の金額　　　　 10％　　
　　　　　　　695 万円以下の金額　　　　 20％　　
　　　　　　　900 万円以下の金額　　　　 23％　　
　　　　　　　1,800 万円以下の金額　　 　 33％　　
　　　　　　　1,800 万円超の金額　　 　 　40％　　
       　　　定率減税は廃止
② 住民税
　都道府県や市区町村により税率が異なります。以下標準税率を掲載します。
　平成 18年度
　　　　　　　課税所得　　　　　　　　税率     
　　　　　　　200 万円以下の金額  　　　  5％　　
　　　　　　　700 万円以下の金額  　　　10％　  
　　　　　　　700 万円超の金額　 　         13％　　
       　　　定率減税　上記で計算した所得割額× 7.5％（上限 2万円）
　平成 19年度以降
　　　　　税率　課税所得の一律10％（道府県民税4％、市町村民税6％）
       　　　定率減税は廃止
③ 事業税
　柔道整復師、鍼灸師、マッサージ師等の場合
　{事業所得（保険施術分除く）－ 290 万円（途中開業は月割り）} × 3％
④ 消費税
　（課税売上－課税仕入）÷ 1.05 × 0.05　　　　　　＊保険施術分除く

●法人にかかる税金
　法人税、法人住民税、事業税、消費税は決算期の 2ヵ月後に納税。予
定納税あり
⑤ 法人税
　　　800 万円以下　　　22％
　　　800 万円超　　　　30％
⑥ 法人住民税
　　資本金 1,000 万円以下＆従業員 50人以下の場合
　　法人税額× 17.3％＋ 7万円
⑦ 法人事業税
　　400 万円以下　　　　　     5.0％
　　400 万円超～ 800 万円　　7.3％
　　800 万円超　　　　　　 　9.6％
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ただし保険施術分除く
⑧ 消費税
　　個人に同じ
⑨ 源泉所得税
　　源泉徴収税額表より源泉し支給月の翌月 10日納付。半期納付特例
あり

税額表
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掲載スペース 料金 原稿サイズ（ﾀﾃ×ﾖｺ）

1P \157,500 268 × 184 m

1/2P \94,500 132 × 184 m

1/4P \52,500 132 × 090 m

1/8P \31,500 064 × 090 m

1/16P \15,750 064 × 043 m

　　　　　　　　　　　　　一般広告掲載料金表（税込）

掲載スペース 料金 制作費 原稿サイズ（ﾀﾃ×ﾖｺ）

表 2 1P \420,000 \31,500 292 × 210 m

表 2 対向 1/4P \189,000 \17,500 064 × 184 m

表 3 1P \420,000 \31,500 292 × 210 m

表 4 1P \420,000 \31,500 292 × 194 m

中面 1P \357,000 \31,500 268 × 184 m

中面 1/2P \189,000 \21,000 132 × 184 m

中面 1/4P \105,000 \17,500 064 × 184 m

接骨院・鍼灸マッサージ院・リラクゼーションサロンへ

毎号 30,000 部以上をダイレクトにお届けする

手技療法家のためのビジネス専門情報誌

　　　　　　　　　　　発行サイクル 季刊　年 4 回（1月・4 月・7 月・10 月）

発行エリア 全国

発行部数 　　　　50,000 部

発 行 日  発行月の各 25 日

版　　型  A4 オールカラー中綴じ

ページ数 　　　　56 ～ 80 ページ

定　価  1,000 円

プロモーション 毎号約 30,000 部以上を無料送付

主な配送先 接骨院・鍼灸院・各種治療院・リラクゼーションスポットなど

全国の鍼灸・マッサージ・柔整専門学校

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-1-1 ＫＡ１１１ビル

www.mdx-center.com
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ウラ技・オモテ技

成功への道 道成 功 への

　

守
屋
哲
男
氏
（
柔
整
・
鍼
灸
師
）
の
経
営
す
る
南

品
川
整
骨
院
は
、
病
院
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
こ

と
で
、
地
域
医
療
の
一
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
果

た
し
て
い
る
。
患
者
の
立
場
に
立
っ
て
み
て
も
、
複

数
の
医
療
機
関
で
診
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
安
心

な
こ
と
だ
。「
壁
を
つ
く
ら
な
い
」
と
い
う
守
屋
氏

の
方
針
が
、
こ
の
患
者
中
心
の
医
療
形
態
を
つ
く
り

だ
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

人
材
育
成
と
デ
ー
タ
活
用
を
重
視

　

守
屋
氏
は
、
２
つ
の
整
骨
院
（
東
京
・
品
川
区
と

横
浜
・
青
葉
区
）
を
経
営
す
る
一
方
で
、
柔
整
専
門

学
校
の
教
員
も
務
め
る
人
物
だ
。
違
う
類
の
仕
事
を

同
時
に
行
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
守
屋
氏

は
人
の
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
大
き
な
共
通

点
が
あ
る
と
話
す
。

　
「
整
骨
院
の
従
業
員
が
増
え
て
い
く
と
、
患
者
を

診
る
時
間
を
減
ら
し
て
、
職
員
の
面
倒
を
み
る
時
間

を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
人
材
育
成
で
す
け
れ
ど
、
学
生
を
相
手
に
し
て
い

る
時
も
同
じ
で
す
が
、『
耳
で
聞
い
て
、
目
で
見
て
、

自
分
で
や
っ
て
み
て
、
今
度
は
他
人
に
教
え
る
』
と

い
う
手
順
で
指
導
し
ま
す
。
耳
で
聞
い
た
こ
と
は
10

％
、
体
験
し
た
こ
と
は
80
％
を
記
憶
に
残
す
と
い
う

統
計
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
他
人
に
教
え
る
と
な

か
な
か
忘
れ
ま
せ
ん
。
何

か
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

一
番
の
近
道
で
す
ね
。
僕

の
恩
師
が
『
教
育
は
宝
で

あ
る
』
と
言
う
の
で
す

が
、
正
に
そ
の
通
り
。
何

を
す
る
に
も
人
材
だ
と
思

い
ま
す
」

　

し
か
し
、
整
骨
院
の
ス

タ
ッ
フ
す
べ
て
を
直
接
み

る
の
は
難
し
い
。
守
屋
氏

は
、
リ
ー
ダ
ー
を
確
実
に

厳
し
く
指
導
す
る
方
法
で

全
体
を
ま
と
め
上
げ
て
い

る
。
各
リ
ー
ダ
ー
に
は
収

支
を
含
む
運
営
全
般
の
責

任
も
与
え
、
売
上
が
上
が

れ
ば
本
人
の
収
入
も
上
が

る
仕
組
だ
。
ま
た
、
人
材

育
成
会
社
に
依
頼
し
、
社
員
教
育
を
行
う
な
ど
の
試

み
も
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、院
経
営
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
、日
々

蓄
積
し
て
い
る
デ
ー
タ
だ
。

　
「
手
技
の
技
術
以
外
で
重
要
な
こ
と
は
、
デ
ー
タ

の
活
用
で
す
。
開
業
時
に
そ
の
地
域
の
情
報
を
詳
細

に
調
べ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
何
曜
日
の
何
時
に
何

人
の
来
院
数
が
あ
っ
た
か
、
売
上
は
ど
う
か
、
な

ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
日
々
蓄
積
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
も
と
に
今
後
の
方
針
を
決
め
る
の
で
す

が
、
例
え
ば
稼
動
率
は
70
％
を
目
標
設
定
に
し
て
い

ま
す
」
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
み
せ
た
守
屋
氏
。

そ
こ
に
は
、
グ
ラ
フ
化
さ
れ
た
詳
細
な
デ
ー
タ
が
、

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

医
師
の
紹
介
患
者
は
経
過
報
告
書
を

　
「
知
識
や
情
報
は
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
よ
り
正

確
な
も
の
に
な
る
」
と
い
う
守
屋
氏
は
、
来
院
患
者

の
カ
ル
テ
づ
く
り
を
欠
か
さ
な
い
。
こ
れ
は
、
患
者

の
経
過
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
医
師
と
の
伝
達
ツ
ー

ル
と
し
て
も
活
用
す
る
。
守
屋
氏
は
、
医
師
か
ら
患

者
を
紹
介
さ
れ
る
と
必
ず
、
定
期
的
に
経
過
報
告
書

を
提
出
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
医
師
側
と
の
信
頼

関
係
は
よ
り
深
く
な
り
、
そ
の
経
過
報
告
書
は
病
院

の
カ
ル
テ
に
入
れ
ら
れ
る
の
で
、
患
者
に
と
っ
て
も

医
師
に
と
っ
て
も
治
療
の
た
め
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の

だ
。
南
品
川
整
骨
院
は
、
７
、８
カ
所
の
病
院
と
こ

う
し
た
協
力
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

　

逆
に
病
院
を
紹
介
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
例
え

ば
、
脳
梗
塞
な
ど
大
病
の
前
兆
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

症
状
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
ら
、
即
、
病
院
へ
行
く
よ

東京・南品川整骨院・鍼灸治療院

院長  守屋哲男氏

病院との協力で
地域医療の一翼担う
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成 功 へ の 道
う
に
勧
め
る
。
そ
れ
で
最
悪
の
状
況
を
回
避
で
き
た

患
者
は
、
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
に
は
必
ず
守
屋
氏

の
所
へ
や
っ
て
く
る
。
鍼
灸
学
校
の
学
生
時
代
は
中

国
に
留
学
し
て
東
洋
医
学
を
学
び
、
西
洋
医
学
全
般

は
も
ち
ろ
ん
、
解
剖
学
、
構
造
医
学
な
ど
に
も
目
を

向
け
、
幅
広
く
勉
強
を
つ
づ
け
る
守
屋
氏
に
は
、
治

療
家
と
し
て
の
た
く
さ
ん
の
抽
き
出
し
が
あ
る
の

だ
。

　
「
患
者
の
状
況
を
見
極
め
る
た
め
に
も
、
医
学
の

勉
強
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
予
想
に
反
し

た
反
応
が
あ
れ
ば
、
何
か
他
の
病
気
を
疑
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
ガ
ン
や
脳
梗
塞
、
く
も
膜
下
出
血
を
見
つ

け
た
と
誇
り
に
す
る
先
生
方
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

医
療
者
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
。
医
師
に
地
域
医

療
を
担
う
一
員
だ
と
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
勉

強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　

守
屋
氏
の
よ
う
に
医
師
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
て
い
る
柔
整
師
は
、
そ
う
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
は
何
か
大
き
な
秘
訣
が

あ
る
の
か
と
聞
い
て
み
た
。

　
「
は
じ
め
か
ら
無
理
だ
と
思
わ
ず
に
、
自
分
か
ら

飛
び
込
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
例
え
ば
で
す
が
、
治

療
に
鍼
や
灸
が
有
効
だ
と
思
っ
た
と
き
、
医
師
の
診

断
書
が
あ
れ
ば
患
者
の
金
銭
的
な
負
担
は
軽
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
医
師
に
協
力
を
働
き
か
け
な

く
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
」
と
理
路
整
然
と
話
す
守

屋
氏
だ
が
、
時
に
は
躊
躇
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん

な
時
に
は
「
壁
は
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
、
そ
の
先

の
目
的
を
み
な
く
て
は
」
と
思
い
直
す
の
だ
と
言
っ

た
。

　

こ
れ
ま
で
男
の
職
場
と
い
わ
れ
て
き
た
あ
ら
ゆ
る

業
界
で
、
女
性
の
進
出
・
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
な
っ

て
き
た
昨
今
。
接
骨
院
・
整
骨
院
業
界
も
例
外
で
は

な
い
と
い
う
実
例
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
、
患
者
も
９
割
が
女
性

　

東
京
都
港
区
に
あ
る
白
金
整
骨
院
は
、
ス
タ
ッ
フ

４
名
が
す
べ
て
女
性
。
院
長
の
豊
田
真
貴
子
氏
は
柔

整
師
・
鍼
灸
あ
マ
指
師
・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
資
格

慢性疲労かかえる女性のケアを

「
働
く
女
性
」御
用
達
の
整
骨
院

東
京
・
白
金
整
骨
院　

豊
田
真
貴
子
氏

保
持
者
で
あ
る
。他
の
ス
タ
ッ
フ
は
、柔
整
師
１
名
、

あ
は
き
師
１
名
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
デ
ィ
プ
ロ

マ
）
１
名
と
い
う
構
成
だ
。
来
院
患
者
の
約
９
割
を

女
性
が
占
め
て
お
り
、
差
別
化
が
う
ま
く
図
ら
れ
て

い
る
の
が
当
院
の
特
長
だ
。

　

豊
田
氏
は
、
大
学
卒
業
後
、
外
資
系
化
粧
品
会
社

の
Ｐ
Ｒ
部
の
仕
事
に
就
い
た
。
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ

で
目
に
し
た
も
の
は
、
自
ら
の
体
を
酷
使
し
な
が
ら

懸
命
に
働
く
女
性
た
ち
だ
っ
た
。

　
「
睡
眠
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
頑
張
っ
て
、
職
場

の
人
間
関
係
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、
そ
れ
で

も
そ
の
苦
労
を
表
に
は
出
さ
ず
に
仕
事
を
つ
づ
け
疲

れ
切
っ
て
い
る
女
性
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。

自
分
も
同
じ
思
い
を
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
抜

け
だ
し
て
、
今
度
は
疲
れ
た
女
性
た
ち
を
助
け
て
あ

げ
た
い
な
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
思
い
に
駆
ら
れ
た
豊
田
氏
は
、
ふ
と
訪
れ

た
書
店
で
、
柔
整
師
、
鍼
、
灸
、
あ
マ
指
師
の
資
格

取
得
に
関
し
て
書
か
れ
た
本
を
手
に
す
る
。

　

そ
し
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
20
年
近
く
も
つ
づ
け
た

モ
ダ
ン
バ
レ
エ
の
公
演
の
際
な
ど
に
ケ
ア
を
し
て
く

れ
て
い
た
の
が
、
こ
の
資
格
を
も
っ
た
先
生
方
で
あ

っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。
こ
の
資
格
を
取
れ
ば
、
慢
性

的
な
疲
労
疾
患
を
抱
え
る
女
性
た
ち
や
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
の
ケ
ア
が
で
き
る
、
そ
れ
は
運
命
的
な
閃
き
で

あ
っ
た
。

　

理
想
は
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
だ
っ
た
が
、
予
算
を
考

え
る
と
難
し
い
。
悩
ん
だ
す
え
、
豊
田
氏
は
先
に
柔

整
の
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
決
め

手
と
な
っ
た
の
は
柔
道
の
授
業
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
柔
道
は
そ
う
楽
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
若
い
う

ち
に
、
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
生
徒
の
９
割
は
男
性

で
し
た
し
、
私
は
バ
レ
エ
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
な

か
な
か
セ
ン
ス
を
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
に

は
し
ご
か
れ
ま
し
た
よ
（
笑
）」

　

つ
づ
け
て
、
鍼
、
灸
、
あ
マ
指
師
と
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
の
資
格
を
取
得
す
る
間
、
接
骨
院
や
整
形
外
科

な
ど
で
実
技
研
修
を
重
ね
、
資
格
取
得
後
は
あ
さ
ひ

接
骨
院
に
勤
務
。
そ
こ
で
２
年
半
を
経
、
グ
ル
ー
プ

会
社
と
し
て
新
規
オ
ー
プ
ン
す
る
白
金
整
骨
院
を
任

さ
れ
た
。

“自費”のニーズが高い患者層

ひーりんぐ11.indd   39 2006/04/20   9:32:44



40Healing Magazine
No.11 2006  Spring

　　

顧
客
層
を
絞
り
込
ん
だ
、
店
内
づ
く
り

　　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
顧
客
層
（
働
く
女
性
）
を
意

識
し
て
、白
金
整
骨
院
の
店
内
は
サ
ロ
ン
風
だ
。「
接

骨
院
・
整
骨
院
は
お
年
寄
り
や
怪
我
人
ば
か
り
が
行

く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
か
っ
た
の
だ
と

豊
田
氏
は
言
っ
た
。

　
「
店
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
も
し
自
分
が
患
者
だ

っ
た
ら
ま
た
来
た
い
と
思
う
か
ど
う
か
が
基
準
で

し
た
。
自
分
の
居
心
地
の
い
い
空
間
を
つ
く
っ
た
の

で
、
結
果
的
に
こ
こ
で
働
く
の
は
気
分
が
い
い
で
す

よ
。
ま
た
、
導
入
機
材
に
も
こ
だ
わ
り
た
か
っ
た
の

で
、
岩
盤
浴
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
、
酸
素
カ
プ
セ
ル
と
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
体
験
し
ま
し
た
」

　

そ
し
て
豊
田
氏
が
選
ん
だ
機
材
は
、
万
病
の
元
と

も
い
わ
れ
る
〝
冷
え
〞
を
解
消
す
る
岩
盤
浴
、
ロ
ー

ラ
ー
ベ
ッ
ド
の
代
わ
り
と
な
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ

ド
、
筋
肉
の
収
縮
を
促
す
Ｅ
Ｍ
Ｓ
だ
。

　

岩
盤
浴
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
率
が
80
％
と
い
う
高
さ

を
誇
る
。
治
療
効
果
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
チ
ケ
ッ
ト

販
売
も
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ロ
ー
ラ

ー
ベ
ッ
ド
を
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
に
し
た
の
は
、
女

性
の
支
持
率
が
高
い
か
ら
。
男
性
は
そ
の
反
対
の
傾

向
が
あ
る
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
女
性
と
決
め
て
い
た

の
で
迷
い
は
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、
筋
肉
を
収
縮

さ
せ
運
動
を
し
て
い
る
状
態
に
も
っ
て
い
く
の
で
、

オ
フ
ィ
ス
で
の
労
働
時
間
が
長
く
運
動
を
す
る
時
間

を
も
て
な
い
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
に
は
う
っ
て
つ
け

の
機
械
で
あ
る
。

　

自
費
診
療
は
、
こ
れ
ら
の
機
材
の
ほ
か
に
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
と
鍼
灸
を
行
っ
て
い
る
。「
サ
ロ
ン
な

ど
で
は
断
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
男
性
患
者
が
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
た
り
、
初
診
に
も
か
か
わ
ら

ず
女
性
患
者
が
鍼
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
き
た
り
と
う

れ
し
い
誤
算
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

現
時
点
で
の
自
費
診
療
と
保
険
診
療
の
割
合
は
、

３
対
７
。「
保
険
診
療
の
範
囲
で
は
物
足
り
な
い
」

と
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
求
め
る
声
が
高
い
そ
う
で
、

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な
当
院
で
の
自
費
診
療
割
合

は
、
今
後
も
伸
び
そ
う
な
気
配
で
あ
る
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
戦
略
と
人
材
育
成
で
売
上
上
昇

　

白
金
整
骨
院
の
オ
ー
プ
ン
は
、
昨
年
12
月
14
日
。

豊
田
氏
は
、
前
職
の
経
験
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
た
。
知
人
・
友
人
関
係
に
６
０
０
通
の
手
づ
く

り
の
Ｄ
Ｍ
を
出
し
、
近
隣
の
商
店
な
ど
を
一
軒
一
軒

訪
問
し
、
患
者
層
が
被
る
可
能
性
も
あ
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
店
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
酸
素
サ
ロ
ン
へ
も
協
力
関
係

を
築
け
る
よ
う
に
と
挨
拶
に
出
向
い
た
。
口
コ
ミ
を

信
じ
て
、
そ
れ
以
外
の
広
告
費
は
一
切
か
け
て
い
な

い
が
、
オ
ー
ナ
ー
サ
イ
ド
に
要
求
さ
れ
た
毎
月
の
目

標
売
上
額
は
確
実
に
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
望
み
通
り
、
来
院
患
者
の
９
割
が
30
〜
40
代
の

働
く
女
性
で
す
。『
こ
こ
で
は
頑
張
ら
な
く
て
も
い

い
、
笑
う
必
要
も
な
い
し
辛
い
な
ら
そ
う
言
っ
て

い
い
ん
で
す
よ
』
っ
て
患
者
さ
ん
に
は
言
っ
て
い
ま

す
。
私
は
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
の
で
、
話

も
し
や
す
い
よ
う
で
す
」

　

そ
う
話
す
豊
田
氏
に
、
女
性
柔
整
師
と
し
て
の
こ

れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
い
た
。

　
「
活
躍
し
て
い
る
先
輩
の
女
性
柔
整
師
に
は
随
分

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
方
た
ち
を
目

標
に
す
る
の
と
、
後
輩
に
も
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

白
金
整
骨
院
で
ぜ
ひ
働
き
た
い
と
い
う
人
が
現
れ
た

ら
、
厳
し
く
指
導
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
（
笑
）」

　
〝
女
性
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
た
〞
整
骨
院
づ
く

り
は
、
好
調
な
滑
り
だ
し
を
見
せ
て
い
る
。

成功への道

顧
客
層
の
働
く
女
性
を
意
識
し
て
サ
ロ
ン
風
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
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「
現
在
で
は
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
や
中
国

整
体
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
手
技
療
法
が
存
在
す
る
が
、

今
、
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
オ
ス
テ

オ
パ
シ
ー
の
手
技

療
法
」
と
話
す
水

村
実
氏
は
、
大
阪

で
オ
ス
テ
オ
パ
シ

ー
療
法
を
取
り
入

れ
た
「
健
（
ｋ
ｅ

ｎ
）
整
体
院
」
を

経
営
す
る
。

　

水
村
氏
は
、
大

学
を
卒
業
後
、
少

林
寺
拳
法
の
本
部
・

武
道
専
門
学
校
で

講
師
と
な
り
、
そ

こ
で
少
林
寺
拳
法

の
基
本
で
あ
る
「
合

法
・
柔
法
・
整
法
」

の
整
法
の
分
野
に

関
心
を
持
ち
始
め

た
。「
カ
イ
ロ
が
い
い
」
と
聞
い
て
い
た
水
村
氏
は

数
年
後
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
療
法
に
出
会
う
。「
東

洋
医
学
的
な
、
全
体
を
診
て
歪
み
や
不
調
を
整
え
る

と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
の
で
、
惹
か
れ
た
」
と
話
す

水
村
氏
は
、
東
洋
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
学
院
（
早
瀬
久

義
学
院
長
、
大
阪
市
北
区
）
に
通
い
始
め
、
卒
業
後

そ
の
ま
ま
同
学
院
に
就
職
し
た
。

　

数
年
間
、
学
院
で
主
任
講
師
と
付
属
ク
リ
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
の
院
長
代
理
を
務
め
、
２
年
前
に
現
在
地

に
開
業
し
た
。

　

安
全
で
ソ
フ
ト
な
施
術
と
好
評

　

ア
メ
リ
カ
の
医
師
の
間
で
発
展
し
て
き
た
オ
ス
テ

オ
パ
シ
ー
療
法
は
、
本
来
人
間
が
持
っ
て
い
る
自
己

治
癒
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
自
分
が
自
分
で

治
す
環
境
を
整
え
る
自
然
医
学
だ
。

　

人
間
の
体
は
、
自
ら
が
治
し
、
回
復
す
る
機
能
を

備
え
て
い
る
が
、
日
常
生
活
の
過
度
の
精
神
的
・
肉

体
的
ス
ト
レ
ス
が
そ
の
能
力
を
弱
め
た
り
、
妨
げ
た

り
し
て
い
る
と
い
う
水
村
氏
は
、「
骨
が
傾
い
て
い

る
場
合
、
そ
の
原
因
を
探
す
。
そ
し
て
、
骨
を
ず
ら

す
と
い
う
よ
り
は
、
短
縮
、
硬
直
し
て
い
る
筋
肉
が

出
す
信
号
を
受
け
止
め
る
。
す
る
と
、
骨
が
自
然
と

本
来
あ
る
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
い
く
」
と
話
す
。

　

手
技
療
法
は
主
に
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
骨
格
を
整

え
、
神
経
伝
達
を
正
常
に
す
る
事
が
目
的
だ
が
、
手

技
療
法
家
が
用
い
る
技
術
は
さ
ま
ざ
ま
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
、
女
性
や
、
お
年
寄
り
の
客

は
、
ソ
フ
ト
な
刺
激
を
好
む
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
村
氏
は
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
療
法
の
技
術
の
中

か
ら
安
全
で
ソ
フ
ト
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
る
と
い

う
。

　

５
グ
ラ
ム
の
圧
で
調
整

　
「
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
療
法
の
基
本
を
尊
重
し
な
が

ら
、
①
安
全
②
患
者
に
や
さ
し
い
③
治
癒
効
果
が
高

い
④
再
発
率
が
少
な
い
、
な
ど
を
考
慮
し
た
手
技
を

用
い
て
施
術
す
る
。
こ
れ
が
ソ
フ
ト
手
技
整
体
」
と

水
村
氏
は
い
う
。
具
体
的
に
は
、「
Ｃ
・
Ｓ
・
Ｔ
（
ク

ラ
ニ
オ
・
サ
ク
ラ
ル
・
セ
ラ
ピ 

ー
）
頭
蓋
仙
骨
療

法
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
で
、
不
定
愁
訴
な
ど
原
因
不

明
の
神
経
障
害
に
効
果
的
で
あ
る
。
水
村
氏
は
「
ソ

フ
ト
な
手
技
。
５
グ
ラ
ム
の
圧
で
、
矯
正
・
調
整
を

す
る
。
気
功
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
。

脳
脊
髄
液
の
流
れ
を
正
し
、
自
然
治
癒
能
力
を
高
め

る
」
と
話
す
。
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
の
中
で
も
特
に
ソ

フ
ト
で
、
安
全
で
、
効
果
が
大
き
い
手
技
を
用
い
て

い
る
の
が
人
気
の
秘
密
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
水
村
氏
は
、
ス
ト
レ
イ
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー

ス
ト
レ
イ
ン
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
Ｓ
＆
Ｃ
Ｓ
）
と
い
う

技
術
も
使
う
。
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
レ
ン
ス
．
Ｈ
．
ジ

ョ
ー
ン
ズ
氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
、
痛
み
を
全
く
と
も
な
わ
な
い
。
従
来
の
手
技
療

法
に
よ
る
椎
骨
矯
正
法
と
は
正
反
対
と
も
い
え
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
、
例
え
ば
椎
骨
が
右
に
ズ
レ
て
い
る
場

合
、
そ
れ
ま
で
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
や
整
体

で
は
右
か
ら
正
常
な
位
置
に
押
し
戻
す
（
ス
ラ
ス
テ

ィ
ン
グ
）
こ
と
が
常
識
だ
っ
た
。
こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
右
に
ズ
レ
る
よ
う
な
体
位
を

取
ら
せ
て
、
拘
縮
し
て
い
る
筋
肉
に
対
し
、
さ
ら
に

そ
れ
を
助
長
さ
せ
る
よ
う
な
体
位
を
取
ら
せ
る
こ
と

で
、
中
枢
神
経
か
ら
筋
肉
の
拘
縮
を
緩
め
る
様
に
指

成 功 へ の 道

１
日
５
人
限
定
の
施
術

自
然
治
癒
力
生
か
し
た

オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
療
法
が
人
気

大
阪
・
健（
ｋ
ｅ
ｎ
）整
体
院
院
長　

水
村
実
氏

ひーりんぐ11.indd   41 2006/04/18   16:41:34



42Healing Magazine
No.11 2006  Spring

示
を
出
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
。
つ
ま
り
、
筋
肉
の

拘
縮
の
た
め
に
ず
れ
た
椎
骨
に
対
し
て
、
筋
肉
の
緊

張
を
解
い
て
、
椎
骨
が
自
然
に
元
の
位
置
に
戻
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
神
経
に
働
き
か
け
筋
肉
を
緩
め
、
椎
骨
を
矯
正

し
て
し
ま
う
と
い
う
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
の
ソ
フ
ト

手
技
療
法
に
は
欠
か
せ
な
い
技
術
」
と
水
村
氏
は
話

す
。

　

さ
ら
に
、
筋
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
Ｍ
．

Ｅ
．
Ｔ
）
と
い
う
技
術
も
利
用
す
る
。「
患
者
の
協

力
を
得
て
、筋
肉
を
緩
め
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
。患
者
に
、

筋
肉
に
適
度
な
力
を
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

筋
肉
を
解
放
し
椎
骨
の
矯
正
を
行
う
」
と
水
村
氏
は

話
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
繊
細
で
鋭
敏
な
感
覚
を
必
要
と
す
る

難
し
い
手
技
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
は
力
を
あ
ま
り

必
要
と
し
な
い
た
め
女
性
や
年
配
者
も
習
得
し
や
す

い
よ
う
だ
。

　

Ｈ
Ｐ
や
口
コ
ミ
で
地
方
か
ら
も

　

健
（
ｋ
ｅ
ｎ
）
整
体
院
は
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

ま
で
の
施
術
時
間
は
す
べ
て
予
約
制
で
、
一
日
に
施

術
す
る
の
は
５
人
に
限
定
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
口
コ
ミ
な
ど
に
よ
っ
て
、
近
畿
地

方
を
中
心
に
、
北
九
州
、
東
京
か
ら
、
平
均
す
る
と

１
日
あ
た
り
２
〜
３
人
が
来
院
し
て
施
術
を
受
け

る
。
施
術
料
金
は
、
初
回
に
５
０
０
０
円
、
２
回
目

以
降
も
１
人
あ
た
り
約
80
分
前
後
の
施
術
を
行
っ
て

５
０
０
０
円
だ
。

「
東
洋
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
学
院
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ

の
患
者
さ
ん
も
こ
こ
に
来
て
く
れ
る
。
多
く
の
患
者

さ
ん
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
こ
こ
に
来
た
と
い
う
。
日
々
の
食
生
活
や
運

動
を
す
る
よ
う
に
と
声
を
か
け
て
い
る
」。
水
村
氏

は
と
き
に
、
客
に
日
常
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝

え
、
予
定
の
時
間
よ
り
も
延
長
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。

　

働
き
な
が
ら
学
べ
る
「
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
教
室
」

　
「
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
手
技
療
法
の
素
晴
ら
し
さ
を

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

水
村
氏
が
お
よ
そ
１
年
前
か
ら
は
じ
め
た
「
健
（
Ｋ

Ｅ
Ｎ
）
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
教
室
」
で
は
、
生
徒
が
５

人
ほ
ど
の
少
人
数
制
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

週
１
回
２
〜
３
時
間
の
ペ
ー
ス
で
６
カ
月
間

（
50
万
円
）
受
講
し
、
夜
間
や
土
日
を
利
用
し
て
学

べ
る
こ
と
か
ら
、
働
い
て
い
る
人
に
人
気
な
よ
う

だ
。
コ
ー
ス
修
了
後
に
は
、
東
洋
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー

協
会
の
認
定
証
を
授
与
で
き
る
。
水
村
氏
が
理
論
と

技
術
の
両
面
か
ら
教
え
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
同

学
院
の
本
科
内
容
に
準
じ
て
行
わ
れ
、
使
用
す
る
テ

キ
ス
ト
も
東
洋
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
学
院
と
同
様
の
も

の
を
使
用
、
全
過
程
修
了
時
に
は
、
東
洋
オ
ス
テ
オ

パ
シ
ー
協
会
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
。
初
心
者

や
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
夜
間
や
土
日
を
利
用
し

て
学
ぶ
人
が
多
い
と
い
う
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
あ
る
程
度
の
収
益
は
意
識
し

な
が
ら
も
、
当
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
は
じ
め

た
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
次
世
代
の
子
供
た
ち
の
健
康

を
維
持
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
」

と
の
こ
と
。

　この特集では「成功した」「成功するた
めに奮闘中」さらには「こんなことをし
て失敗した」などの先生にインタビュー
してその手法や経緯、人物像なりを明ら
かにするという企画です。「こんなことな
らウチのほうがすごい」「あんなすごい人
を知っている」愛読者様ご自身または知
人の先生をご紹介ください。

　　　　ひーりんぐマガジン編集部
　　　　TEL  03-5296-9055
 　      　  FAX  03-5296-9056
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今
日
の
ツ
ボ　
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
こ
な
す
」
偉
大
さ
を
知
る

勝
ち
組
治
療
院
の

Ｐ
Ｃ
Ｃ
主
宰

　

花
谷
博
幸

vol.6

ツ
ボ

花
谷
博
幸　
（
は
な
た
に
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
）
主
宰
'89
年
か
ら
３
年
間
中

国
留
学
。
'94
年
早
稲
田
医
療
専
門
学
校
針
灸
科
卒

業
。
現
在
埼
玉
県
富
士
見
市
に
て
現
役
診
療
中

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w
w
w
.n
e.jp
/

asah
i/balan

ce/p
cc

無
料
メ
ル
マ
ガ
・
ブ
ロ
グ
公
開
中

質
問　
４
月
か
ら
柔
整
学
校
３
年
生
に
な

り
ま
す
。
接
骨
院
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
な
が
ら
５
年
以
内
に
は
開
業
を
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
勝
ち
組
治
療
家
に
な
る
た
め
に
何
か
ア
ド

バ
イ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？　

ま
た
そ
れ

ま
で
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

（
25
歳
学
生
）

回
答　
こ
ん
に
ち
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
代

表
の
花
谷
博
幸
で
す
。

　

２
０
０
６
年
３
月
に
治
療
系
学
生
向
け

セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
と
大
阪
で
行
い
ま
し
た
。
今
の
学

生
全
体
を
見
て
い
て
や
は
り
指
示
を
受
け
な
い
と
行

動
し
な
い
「
待
ち
組
」
の
学
生
が
増
え
た
ん
だ
な
ぁ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
ア
ン
テ
ナ

の
あ
る
学
生
と
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、

聞
い
て
み
る
と
ク
ラ
ス
で
、
や
る
気
の
あ
る
生
徒
が

数
少
な
い
そ
う
で
す
。

　

世
の
中
は
２
極
化
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
先
日
、
女
性
政
治
家
が

今
あ
る
２
極
は
「
勝
ち
組
」
と
「
負
け
組
」
で
は
な

く
、「
待
ち
組
」
と
「
そ
れ
以
外
（
や
る
組
）」
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
治
療
家
の
動
き
を
見
て
い
て
も

如
実
に
そ
の
よ
う
に
動
い
て
い
ま
す
。「
治
療
院
経

営
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
の
に
」
と
思
う
よ
う
な
方

が
さ
ら
に
勉
強
を
し
に
来
る
。
し
か
し
「
も
っ
と
勉

強
し
た
方
が
い
い
よ
」
と
思
う
よ
う
な
方
が
勉
強
を

し
な
い
。
だ
か
ら
２
極
化
現
象
は
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
。
当
然
の
帰
結
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
父
は
建
築
業
界
の
職
人
で
し
た
。
父
は
バ
ブ

ル
崩
壊
と
と
も
に
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？　

そ
れ
は
「
腕
の

い
い
職
人
だ
っ
た
」
か
ら
な
の
で
す
。

　

意
味
が
解
か
り
ま
す
か
？

　

建
築
業
界
で
今
も
生
き
残
っ
て
い
る
の
は
「
営
業

の
で
き
る
職
人
さ
ん
」で
す
。
営
業
の
で
き
な
い「
ガ

ン
コ
職
人
」
の
多
く
は
廃
業
し
た
の
で
す
。
治
療
業

界
も
同
様
で
す
。
今
ま
で
が
甘
え
す
ぎ
て
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
５
年
後
に
「
や
る
組
」
治
療
家
に
な
る

方
法
で
す
が
、
自
分
が
こ
う
な
り
た
い
と
思
え
る
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
こ
と
で
す
。
私
に
は
師
匠
が
い

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
師
匠
、
先
輩
を
持
つ
こ
と
で

す
。
も
し
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ほ
ぼ
成
功
す

る
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
自
分
の
生
活

と
引
き
換
え
て
で
も
良
い
と
思
え
る
よ
う
な
対
象
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
自
己
投
資
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
す
る

こ
と
で
す
。
私
は
20
代
前
半
か
ら
、
毎
月
20
冊
、
本

に
必
ず
眼
を
通
す
こ
と
を
ノ
ル
マ
に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
大
し
た
貯
金
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
も
っ
て
そ
の
習
慣
と
知
識
は
大
き
な
財
産

に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
冊
読
め
ば
そ
の
道
の
プ

ロ
に
な
れ
ま
す
。
先
憂
後
楽
の
ス
タ
ン
ス
を
持
て
る

か
ど
う
か
が
５
年
後
を
左
右
す
る
の
で
す
。

　

次
に
、
勘
違
い
を
し
な
い
で
欲
し
い
こ
と
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
あ
な
た
が
相
手
に
す
る
の
は
疾
病
で

は
な
く
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
様
々
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ン
ド
を
持
っ
た
人
間
で
す
。
そ
ん
な
方
々
と
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
は
、
広
い
知
識

と
深
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
。
投
資
せ
ず
し
て
リ

タ
ー
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
良
い
投
資
先
は
自
分

自
身
で
す
。「『
読
む
・
書
く
・
会
う
』
の
な
い
日
は

何
も
し
な
か
っ
た
日
」
だ
そ
う
で
す
。
日
々
自
分
に

先
行
投
資
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
、
私
が
負
け
組
治
療
家
か
ら
勝
ち
組
に

変
身
し
た
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

開
業
し
て
６
年
間
負
け
組
。
自
転
車
操
業
経
営
を

行
っ
て
い
て
悩
ん
で
い
た
時
期
に
や
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
「
自
己
探
求
」
し
た
こ
と
で
す
。「
自

分
は
ど
ん
な
治
療
家
に
な
り
た
い
の
か
」「
治
す
っ

て
ど
ん
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
」「
ど
ん
な
患
者
さ
ん

と
触
れ
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
の
か
」「
自
分
の

好
き
な
も
の
は
」「
小
さ
い
頃
何
が
好
き
だ
っ
た
の

か
」。
そ
ん
な
こ
と
を
ず
っ
と
考
え
、「
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
は
、
こ
ん
な
こ
と
だ
！
」
に
行
き
着
く
ま

で
に
結
構
な
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
師
匠
の
猿
マ
ネ
を
止
め
た
こ
と
で

す
。
師
匠
と
器
も
違
う
の
に
、「
師
匠
の
真
似
を
し

て
い
け
ば
き
っ
と
成
功
す
る
」
を
あ
る
時
に
止
め
た

の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
自
分
の
患
者
さ
ん
と
出
会

い
、
繁
盛
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
は
自
分
の

勝
ち
組
治
療
院
を
作
る
た
め
に
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
「
守
・
破
・
離
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
師
匠
、
先
人
の
言
う
こ
と
、
基
本
を
き
っ
ち

り
守
る
。
体
験
を
重
ね
基
本
を
守
り
つ
つ
自
分
流
に

そ
れ
を
破
る
。
そ
し
て
今
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

ず
独
自
の
も
の
を
形
成
す
る
、
そ
れ
が
離
れ
る
。
そ

し
て
離
れ
る
こ
と
で
ま
た
そ
の
師
匠
先
人
の
偉
大
さ

を
学
び
、
再
び
基
本
に
戻
る
。

　

こ
の
繰
り
返
し
で
し
か
人
は
成
長
し
て
い
き
ま
せ

ん
。
い
つ
も
仲
間
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、「
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
こ
な
す
」
と
い
う
こ

と
の
意
味
の
大
切
さ
が
解
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
こ
そ
が
成
功
す
る
方
の
共
通
し
た
感
覚
な

の
で
す
。応
援
し
て
い
ま
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
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平
日
の
朝
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
員
の
出
席
率

り
返
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

鈴
木
氏
は
「
治
療
技
術
と
同
じ

ぐ
ら
い
ト
ー
ク
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
患
者

が
リ
ピ
ー
ト
す
る
か
ど
う
か
が
決

ま
る
」、
さ
ら
に
「
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
頭
だ
け
の
理

解
で
は
身
に
つ
か
な
い
。
だ
か
ら

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
何
度
も
反
復

さ
せ
、
実
践
、
体
験
を
通
し
て
体

に
染
込
む
ま
で
行
っ
て
い
る
」
と

語
る
。
患
者
と
施
術
者
や
患
者
と
事
務
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
院
内
で
の
会
話
の
内
容
や
、
電
話
の

応
対
、
初
診
の
患
者
に
対
す
る
対
応
、
患
者
か

ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
次
回
の
予
約
の
取
り
方
な
ど

が
、
良
い
例
と
悪
い
例
を
交
え
な
が
ら
実
践
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
心
理
学

と
し
て
、
性
格
分
析
法
の
一
つ
で
あ
る
エ
ゴ
グ

ラ
ム
を
使
用
し
て
、
患
者
や
施
術
者
自
身
の
性

格
の
分
析
も
行
わ
れ
た
。
あ
た
か
も
心
理
学
の

授
業
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
鈴
木
氏
は
そ

れ
を
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
話
と
し
て
教
授

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
つ
一
つ
理
論
と

実
践
を
繰
り
返
し
、
参
加
者
の
頭
脳
だ
け
で
は

な
く
、
体
に
ま
で
し
み
込
ま
せ
よ
う
と
し
て
い

る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、
参
加
者
も
満
足
の

様
子
だ
っ
た
。

N SW
E

セミナーリポート

　本誌で何度も取り上げているように、時代
の変化とともに、自費による施術院の台頭や
専門学校の増加に伴う国家資格者の急増な
ど、業界を取り巻く環境が大きく変化してき
ている。
　「ひーりんぐマガジン」では、毎号、一定
数の無料献本を行っているが、「廃業」「移転
先不明」などの付箋がついて戻ってくる率が
増えている。一方で、多店舗展開など急成長
し、患者が引きも切らない治療院も増えてい
る。巷間でいう「勝ち組」「負け組」の２極
化が進行していることが感じとれる。勝ち組
となるためには、〝自分なりの工夫〟はもち
ろん重要だが、その基礎となる情報の収集元
が仲間内か、所属する会などの範囲にとどま
ってしまっていてはいけない。
　そこで、経営に関するセミナーなどに参加
してみてはいかがだろうか。ときには〝知っ
ているつもりで知らなかった〟〝目からウロ
コ〟のケースもあるようだ。本号ではホンの
一部を覗いてみた。誌面の都合によりすべて
を紹介できないが、どのようなセミナーが行
われているかをリポートする。
　セミナーの主宰者が異口同音に言った言葉
は「セミナーに来る人は人生においても、治
療院経営に対しても意識が高い人たちだ」と
のコメントだった。行動力、実行力、情報収
集、人脈の拡大、自己投資と勉強が求められ
る時代に入った。セミナーがすべてではない
が、「勝ち組」になりたいとお悩みの先生、
悩む前に一度セミナーに参加してみることを
お勧めする。

ＥＴＣ治療院セミナー

　

ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
9
号
か
ら
開
催
を
呼

び
か
け
、
現
在
ま
で
に
延
べ
10
日
間
で
30
名
を

動
員
し
て
い
る
。
こ
の
接
骨
院
開
業
セ
ミ
ナ
ー

は
、
個
別
・
院
別
の
相
談
形
式
で
行
っ
て
い
る

の
が
特
徴
だ
。

　

相
談
は
、
一
般
的
な
接
骨
院
の
開
業
の
平
均

的
な
話
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
、

参
加
者
個
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
考
え

方
、
資
産
状
況
な
ど
を
知
っ
た
上
で
、
き
め
細

や
か
に
相
談
に
乗
り
た
い
と
の
考
え
方
と
個
人

情
報
の
守
秘
を
優
先
し
、
個
別
・
院
別
の
相
談

と
い
う
形
式
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

相
談
内
容
の
ベ
ス
ト
３
は
、「
①
融
資　

②

だ
。
20
〜
30
歳
代
が
参
加

者
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
た
。
広
島
や
徳
島
か
ら

出
席
す
る
熱
心
な
人
も
多

い
。
参
加
者
は
柔
整
、
ア

ロ
マ
、
気
功
、
整
体
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
で

い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
始
は
、

ど
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
行
わ

れ
て
い
る
、
参
加
者
同
士

の
名
刺
交
換
。

　

次
に
主
催
の
鈴
木
直
人
氏
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
法
則
や
必
要
性
、
重
要
性
と

患
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
な
ど
が
順
々
に

説
か
れ
て
い
く
。
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
研
修

項
目
ご
と
に
、
参
加
者
が
自
席
の
前
後
や
左
右

の
人
と
組
み
、
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
な
ど
に

分
か
れ
て
様
々
な
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
会
話
が
繰

「コミュニケーションの
集大成―患者さん対応―
トーキングセミナー」

主催：ＥＴＣ患者獲得研究会

会場：東京大井町「きゅりあん」

接骨院開業セミナー

｢開業までどうし

たらいいの？」

主催：ＮＰＯ法人日本手技療法協会

対象：柔整師で独立や分院展開

を考えている人
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保
険
診
療
と
自
由
診
療
の
区
分
と
そ
の
金
額
設

定
法　

③
保
険
診
療
用
と
自
由
診
療
用
の
物
理

療
法
機
器
の
選
定
の
仕
方
と
値
段
設
定
の
方

法
」
だ
そ
う
だ
。

　

主
任
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
川
嶋
隆
司
氏
に
聞

い
た
。

　
「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
は
全
国
各
地
か
ら
参
加

者
が
来
ま
す
。
当
然
な
が
ら
初
め
て
開
業
な

さ
る
先
生
が

多
く
、
年
齢

は
20
歳
代
の

方
が
多
い
で

す
。
一
方
、

患
者
が
少
な

く
な
っ
て
時

代
に
乗
り
遅

れ
て
い
る
と

自
覚
し
て
い

る
既
存
店
の

先
生
も
た
ま

に
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況

に
お
か
れ
て

い
る
先
生
の
中
で
『
気
分
は
第
二
の
開
業
で

す
』
と
言
い
な
が
ら
、
緊
迫
し
た
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
先
生
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
に
開
業
す
る
先
生
の
中
で
開
業
予
定
日

が
未
定
だ
と
い
う
先
生
の
大
半
は
、
の
ん
び
り

し
て
い
ま
す
。
開
業
予
定
日
が
決
ま
っ
て
い
る

先
生
は
、
具
体
的
で
熱
心
に
聞
く
た
め
、
ど
う

し
て
も
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま

す
。
嬉
し
い
悩
み
で
す
。

　

こ
の
業
界
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
孤
立
の
業

界
で
す
か
ら
、
一
部
の
業
界
人
が
流
し
て
い
る

情
報
や
、
会
が
流
し
て
い
る
情
報
を
鵜
呑
み
に

し
て
い
る
先
生
が
多
い
で
す
ね
。
そ
の
情
報
の

中
に
は
、
と
て
も
古
い
も
の
も
多
い
で
す
。
一

人
の
守
備
範
囲
は
狭
い
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と

様
々
な
人
と
出
会
っ
た
り
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参

加
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
情
報
を
も
っ

と
貪
欲
に
取
り
入
れ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
」

と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
治

療
、
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
の
方

法
な
ど
が
解

る
院
を
指
す

と
い
う
。
ど

ち
ら
も
否
定

す
る
も
の
で

は
な
い
が
、

経
営
的
に
見

れ
ば
後
者
が

正
し
い
。
こ

れ
か
ら
は
良

い
治
療
を
患

者
が
買
う
の
で
は
な
く
、
良
い
先
生
を
買
う
時

代
だ
」
と
語
る
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
の
重
点
は
患
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
置
か
れ
、
現
状

の
社
会
分
析
や
患
者
分
析
、
そ
し
て
女
性
患
者

へ
の
具
体
的
な
対
応
方
法
や
、
女
性
と
男
性
患

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
違
い
、
院

の
ス
タ
ッ
フ
の
患
者
に
対
す
る
態
度
、
会
話
法

も
説
か
れ
、「
言
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
」「
言

っ
て
も
良
い
言
葉
」、
否
定
語
の
使
い
方
と
注

意
す
る
点
な
ど
、
具
体
的
な
話
が
多
い
。
熱
を

お
び
て
語
る
花
谷
氏
は
、
カ
リ
ス
マ
主
宰
者
と

呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
だ
。

　

参
加
者
は
、
そ
ん
な
カ
リ
ス
マ
主
宰
者
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取

り
つ
つ
、
主
宰
者
に
心
酔
し
て
い
く
姿
が
感
じ

NEWS

問い合わせ先
◆ＥＴＣ患者獲得研究会　

　e-mail: s@etc-karada.com 

　URL:www.etc-karada.com/ 

◆ＮＰＯ法人日本手技療法協会

　TEL：03-5296-9055

◆ＰＣＣ（プロフェッショナル・

コーディネーターズ・クラブ）＝

バランス研究所（花谷鍼灸院）

　TEL：049-255-5256

　

発
足
４
年
目
の
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
主
宰
の
花
谷
博

幸
氏
が
い
う
「
日
本
最
大
級
の
治
療
院
経
営
研

究
会
」
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
約
80
名
強
の
参

加
者
で
会
場
は
埋
ま
り
、
立
錐
の
余
地
も
な
い

ほ
ど
だ
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
佐
賀
、
長
崎

ま
で
の
広
範
な
地
域
か
ら
参
加
者
が
集
ま
っ
て

い
た
。

　

冒
頭
は
参
加
者
同
士
の
名
刺
交
換
、
そ
し
て

花
谷
氏
の
持
論
で
あ
る
「
治
せ
ば
繁
盛
と
解
か

れ
ば
繁
盛
」
が
、
両
者
の
対
比
と
体
験
談
を

交
え
な
が
ら
や
さ
し
く
説
か
れ
て
ゆ
く
。「
治

せ
ば
繁
盛
と
は
技
術
に
特
化
し
た
治
療
院
を
指

し
、
解
か
れ
ば
繁
盛
と
は
口
コ
ミ
集
客
、
患
者

ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
だ
。

　

午
後
は
花
谷
氏
が
師
匠
と
呼
ん
で
い
る
三
軸

修
正
法
の
創
案
者
、
池
上
六
朗
氏
に
よ
る
「
三

軸
修
正
法
」
の
基
本
講
演
及
び
体
験
会
が
行
わ

れ
た
。

　

ま
た
、こ
の
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、３
月
12
日
に
大
阪
・

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
で
、
３
月
21
日
に
は
東
京
・

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で
業
界
初
と
い
う
治
療
系
学
生

向
け
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
成
功
す
る
治
療
家
と

は
？
」
と
題
し
た
学
生
と
開
業
３
年
目
ま
で
の

先
生
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
花
谷
氏
は
、
現
在
の
治
療

院
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
問
題
点
、
成
功
す

る
方
法
を
説
か
れ
た
。
次
の
講
師
は
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の

会
員
で
、
成
功
し
て
い
る
若
手
治
療
家
が
数
人

登
壇
し
、
開
業
に
ま
つ
わ
る
裏
話
や
経
験
談
、

そ
し
て
院
経
営
の
方
針
な
ど
を
具
体
的
に
披
露

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
講
師
全
員
と
参
加

者
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
各
講
師
の
開
業

時
の
注
意
点
や
院
の
売
上
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

時
の
対
処
法
な
ど
が
熱
心
に
質
問
さ
れ
た
。

ＰＣＣセミナー

｢ わかりやすい

治療院経営」

主催：ＰＣＣ事務局

会場：東京新宿・ニューシティホテル
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平成 18 年柔道整復師国家試験学校別合格者（第 14 回）

受験者数 合格者数 合格率
第９回 1,338 1,041 77.8%
第 10 回 1,439 1,128 78.4%
第 11 回 2,454 2,108 85.9%
第 12 回 3,000 2,215 73.8%
第 13 回 4,122 2,902 70.4%
第 14 回 5,127 3,755 73.2%

第14 回  国 試合 格者

学校名 受験者数 合格者数 合格率
北海道柔道整復専門学校 93 63 67.7 
日本工学院北海道専門学校 25 16 64.0 
北海道ハイテクノロジー専門学校 71 56 78.9 
北東北東洋医療専門学校 54 33 61.1 
赤門鍼灸柔整専門学校 143 74 51.7 
仙台接骨医療専門学校 152 74 48.7  
東日本医療専門学院 70 52 74.3  
福島柔整鍼灸専門学校 61 44 72.1  
前橋東洋医学専門学校 35 27 77.1 
さいたま柔整専門学校 72 62 86.1 
大川学園医療福祉専門学校 42 30 71.4 
東京柔道整復専門学校 142 121 85.2 
東京医療専門学校 122 109 89.3 
日本柔道整復専門学校 159 114 71.7 
大東医学技術専門学校 82 56 68.3 
帝京医学技術専門学校 59 34 57.6 
日体柔整専門学校 95 84 88.4 
両国柔整鍼灸専門学校 128 112 87.5 
朋友柔道整復専門学校 159 73 45.9 
中央医療学園専門学校 74 52 70.3 
東京スポーツ・レクリエーション専門学校 144 84 58.3 
日本健康ビジネス専門学校 84 57 67.9 
国際鍼灸柔整専門学校 28 19 67.9 
日本健康医療専門学校 104 86 82.7 
日本工学院八王子専門学校 55 42 76.4 
日本医学柔整鍼灸専門学校 62 52 83.9 
関東柔道整復専門学校 45 30 66.7 
山野医療専門学校 30 23 76.7 
北豊島医療専門学校 42 31 73.8 
呉竹鍼灸柔整専門学校 138 123 89.1 
神奈川柔道整復専門学校 103 95 92.2 
北信越柔整専門学校 82 55 67.1 
専門学校浜松医療学院 68 52 76.5 
米田柔整専門学校 136 115 84.6 
中和医療専門学校 75 54 72.0 
甲賀健康医療専門学校 44 27 61.4 
明治鍼灸大学医療技術短期大学部 46 29 63.0 
京都衛生専門学校 25 24 96.0 
行岡整復専門学校 154 100 64.9 
関西医療学園専門学校 152 123 80.9 
明治東洋医学院専門学校 182 110 60.4 
森ノ宮医療学園専門学校 179 141 78.8 
アムス柔道整復師養成学院 143 108 75.5 
平成医療学園専門学校 127 109 85.8 
国際東洋医療柔整学院 115 89 77.4 
履正社学園コミュニティ・スポーツ専門学校 70 50 71.4 
西日本柔道整復専門学校 72 51 70.8 
大阪凰林医療学院 25 11 44.0 
大阪ハイテクノロジー専門学校 68 54 79.4 
関西健康科学専門学校 113 96 85.0 
朝日医療技術専門学校 88 68 77.3 
広島医療体育学院専門学校 23 13 56.5 
ＩＧＬ医療専門学校 67 37 55.2 
四国医療専門学校 83 64 77.1 
福岡柔道整復専門学校 102 102 100.0 
福岡医健専門学校 146 106 72.6 
第一医療リハビリテーション専門学校 33 19 57.6 
今村学園ライセンスアカデミー 36 20 55.6 
           合計 5127 3755 73.2

　

平
成
18
年
２
月
25
日
に
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
翌
日
の
26
日
は
、
は
り
師
と
き
ゅ
う

師
、
翌
月
の
３
月
５
日
に
は
、
柔
道
整
復
師
の

国
家
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。

　

そ
の
国
家
試
験
合
格
者
が
３
月
28
日
午
後
２

時
に
財
団
法
人
東
洋
療
法
研
修
試
験
財
団
と
財

団
法
人
柔
道
整
復
研
修
試
験
財
団
お
よ
び
厚
労

省
か
ら
一
斉
に
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
の
受
験
者
数
は
２
０
８
８
人
、
合
格
者

数
は
１
７
８
１
人
、
合
格
率
が
85
・
３
％
だ
っ

た
。
以
下
、
は
り
師
の
受
験
者
数
４
７
０
２

人
、
合
格
者
数
３
７
８
９
人
合
格
率
80
・
５

％
。
き
ゅ
う
師
受
験
者
数
４
７
０
４
人
、
合
格

者
数
３
７
８
５
人
、
合
格
率
80
・
５
％
。
柔
道

整
復
師
は
受
験
者
数
５
１
２
７
人
、
合
格
者
数

３
７
５
５
人
、
合
格
率
73
・
２
％
だ
っ
た
。

　

こ
の
中
で
、
と
く
に
目
を
引
い
た
の
は
柔
道

整
復
師
だ
。
あ
マ
指
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師

は
受
験
者
数
、
合
格
者
数
と
も
に
微
増
だ
が
、

柔
整
師
の
受
験
者
数
、
合
格
者
数
の
伸
び
は
驚

異
的
だ
。

　

今
回
の
柔
道
整
復
師
の
受
験
校
が
58
校
で
前

回
の
受
験
校
よ
り
も
８
校
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
受
験
者
が
約
１
０
０
０
人
増
え
た
も
の

の
、
合
格
率
は
上
が
っ
て
い
る
（
合
格
者
も
約

８
５
０
人
増
加
）。
現
在
、
編
集
部
で
把
握
し

て
い
る
柔
整
の
専
門
学
校
は
77
校
な
の
で
単
純

に
計
算
す
る
と
１
〜
２
年
後
に
は
約
７
０
０
０

人
が
受
験
し
、
合
格
者
が
５
０
０
０
人
と
な

る
。
こ
の
数
字
は
５
年
前
の
第
９
回
国
試
の
約

５
・
３
倍
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
柔
整
師
の
競

争
が
激
し
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
、
現
実
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
校
別
合
格
者
を
掲
載
し
た
の
で
柔
整
師
の

先
生
に
は
、
じ
っ
く
り
表
を
見
な
が
ら
今
か
ら

過
当
競
争
の
対
策
を
練
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た

い
。

第 9回～ 14 回柔整師国家試験合格率推移

合格率は　

柔整…73.2%、あマ指…85.3%
はり師…80.5%、きゅう師…80.5%

　

柔
整
師
の
受
験
者
が
５
０
０
０
人
超
え
る
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平成 18 年はり師国家試験学校別合格者（第 14 回）平成１8年きゅう師国家試験学校別合格者（第 14 回）

受験者数 合格者数 合格率
第９回 2,631 2,233 84.9%
第 10 回 2,613 2,255 86.3%
第 11 回 3,136 2,627 83.8%
第 12 回 3,739 2,958 79.1%
第 13 回 4,271 3,382 79.2%
第 14 回 4,704 3,785 80.5%

受験者数 合格者数 合格率
第９回 2,660 2,217 83.3%
第 10 回 2,645 2,237 84.6%
第 11 回 3,179 2,663 83.8%
第 12 回 3,753 2,998 79.9%
第 13 回 4,271 3,396 79.5%
第 14 回 4,707 3,789 80.5%

学校名 受験者数 合格者数 合格率
筑波技術大学筑波技術短期大学部 26 15 57.7
明治鍼灸大学 139 123 88.5
関西鍼灸短期大学 54 17 31.5
国立函館視力障害センター 21 11 52.4
北海道鍼灸専門学校 71 55 77.5
赤門鍼灸柔整専門学校 100 90 90.0
国立塩原視力障害センター 22 11 50.0
国立身体障害者リハビリテーションセンター 36 22 61.1
東京医療専門学校 248 236 95.2
東洋鍼灸専門学校 115 96 83.5
早稲田医療専門学校 95 93 97.9
東京医療福祉専門学校 96 89 92.7
東京衛生学園専門学校 71 64 90.1
日本鍼灸理療専門学校 214 179 83.6
国際鍼灸柔整専門学校 106 87 82.1
関東鍼灸専門学校 80 57 71.3
湘南医療福祉専門学校 85 78 91.8
神奈川衛生学園専門学校 80 75 93.8
東海医療学園専門学校 70 64 91.4
呉竹鍼灸柔整専門学校 100 99 99.0
名古屋鍼灸学校 39 34 87.2
中和医療専門学校 89 76 85.4
佛眼鍼灸理療学校 88 66 75.0
行岡鍼灸専門学校 107 91 85.0
明治東洋医学院専門学校 229 163 71.2
関西医療学園専門学校 92 81 88.0
森ノ宮医療学園専門学校 163 141 86.5
国立神戸視力障害センター 20 8 40.0
四国医療専門学校 104 85 81.7
国立福岡視力障害センター 34 13 38.2
鹿児島鍼灸専門学校 110 62 56.4
北東北東洋医療専門学校 38 27 71.1
埼玉東洋医療専門学校 66 43 65.2
両国柔整鍼灸専門学校 60 53 88.3
新潟リハビリテーション専門学校 23 11 47.8
神戸東洋医療学院 72 50 69.4
福岡柔道整復専門学校 45 45 100.0
札幌青葉鍼灸専門学校 48 34 70.8
浦和専門学校 25 17 68.0
中央医療学園専門学校 61 52 85.2
専門学校浜松医療学院 66 55 83.3
兵庫鍼灸専門学校 45 34 75.6
ＩＧＬ医療専門学校 65 53 81.5
北海道ハイテクノロジー専門学校 53 47 88.7
日本工学院北海道専門学校 20 19 95.0
福島柔整鍼灸専門学校 29 25 86.2
日本健康医療専門学校 45 39 86.7
日本工学院八王子専門学校 48 38 79.2
早稲田速記医療福祉専門学校 35 27 77.1
日本医学柔整鍼灸専門学校 25 24 96.0
東京スポーツ・レクリエーション専門学校 37 34 91.9
国際東洋医療鍼灸学院 62 57 91.9
東洋医療専門学校 66 58 87.9
履正社学園コミュニティ・スポーツ専門学校 56 37 66.1
平成医療学園専門学校 99 94 94.9
朝日医療技術専門学校 23 20 87.0
大川学園医療福祉専門学校 21 17 81.0
豊田学園医療福祉専門学校 35 27 77.1
大阪医療技術学園専門学校 32 31 96.9
第一医療リハビリテーション専門学校 23 18 78.3
九州環境福祉医療専門学校 28 19 67.9

学校名 受験者数 合格者数 合格率
筑波技術大学筑波技術短期大学部 25 15 60.0
明治鍼灸大学 138 119 86.2
関西鍼灸短期大学 58 21 36.2
国立函館視力障害センター 22 11 50.0
北海道鍼灸専門学校 70 55 78.6
赤門鍼灸柔整専門学校 102 90 88.2
国立塩原視力障害センター 20 11 55.0
国立身体障害者リハビリテーションセンター 35 22 62.9
東京医療専門学校 250 236 94.4
東洋鍼灸専門学校 113 94 83.2
早稲田医療専門学校 95 93 97.9
東京医療福祉専門学校 96 88 91.7
東京衛生学園専門学校 71 64 90.1
日本鍼灸理療専門学校 215 180 83.7
国際鍼灸柔整専門学校 106 87 82.1
関東鍼灸専門学校 80 56 70.0
湘南医療福祉専門学校 86 79 91.9
神奈川衛生学園専門学校 80 75 93.8
東海医療学園専門学校 70 64 91.4
呉竹鍼灸柔整専門学校 100 98 98.0
名古屋鍼灸学校 39 34 87.2
中和医療専門学校 90 76 84.4
佛眼鍼灸理療学校 87 70 80.5
行岡鍼灸専門学校 107 88 82.2
明治東洋医学院専門学校 230 160 69.6
関西医療学園専門学校 93 81 87.1
森ノ宮医療学園専門学校 161 141 87.6
四国医療専門学校 105 86 81.9
国立福岡視力障害センター 30 12 40.0
鹿児島鍼灸専門学校 112 64 57.1
北東北東洋医療専門学校 37 26 70.3
埼玉東洋医療専門学校 70 42 60.0
両国柔整鍼灸専門学校 58 53 91.4
新潟リハビリテーション専門学校 24 12 50.0
神戸東洋医療学院 71 49 69.0
福岡柔道整復専門学校 45 45 100.0
札幌青葉鍼灸専門学校 49 36 73.5
浦和専門学校 24 17 70.8
中央医療学園専門学校 60 51 85.0
専門学校浜松医療学院 67 55 82.1
兵庫鍼灸専門学校 45 35 77.8
ＩＧＬ医療専門学校 66 53 80.3
北海道ハイテクノロジー専門学校 53 47 88.7
日本工学院北海道専門学校 20 19 95.0
福島柔整鍼灸専門学校 29 26 89.7
日本健康医療専門学校 45 39 86.7
日本工学院八王子専門学校 49 39 79.6
早稲田速記医療福祉専門学校 35 28 80.0
日本医学柔整鍼灸専門学校 25 24 96.0
東京スポーツ・レクリエーション専門学校 37 35 94.6
国際東洋医療鍼灸学院 62 56 90.3
東洋医療専門学校 66 57 86.4
履正社学園コミュニティ・スポーツ専門学校 55 38 69.1
平成医療学園専門学校 100 93 93.0
朝日医療技術専門学校 23 19 82.6
大川学園医療福祉専門学校 21 17 81.0
豊田学園医療福祉専門学校 35 27 77.1
大阪医療技術学園専門学校 32 31 96.9
第一医療リハビリテーション専門学校 23 18 78.3
九州環境福祉医療専門学校 28 19 67.9

第 9回～ 14 回はり師国家試験合格率推移第 9回～ 13 回きゅう師国家試験合格率推移

※受験者数が 20 人未満の学校は省略※受験者数が 20 人未満の学校は省略
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協　　賛：全国療養費支払基金

対　　象：柔道整復師で独立開業、分院開業をお考えの先生及び経営者

会　　場：ボディバランスアカデミー内教室　東京都千代田区神田淡路町１‐１‐１‐３F

　　　　　（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸ノ内線・淡路町駅　A５出口　徒歩１分）

定　　員：各回３名（先着順で定員になり次第締め切りますのでお早めにお申込みください）

講　　師：接骨院開業アドバイザー　主任コンサルタント　川嶋隆司氏　他

内　　容：第１部　接骨院開業の現状と問題点　　30分間　　第２部　個別相談　　60分間

申込方法：本誌に添付されている開業セミナー参加申込はがきに必要事項を記載しご投函ください。参加者には参加

　　　　　整理券を送付いたします。日程、時間調整のため本協会スタッフがお電話を差し上げることがございます。

　　　　　ご了承ください。　　詳細・お問合せ　ＮＰＯ法人日本手技療法協会　　電話：03-5296-9055

ＮＰＯ法人日本手技療法協会主催

接骨院開業セミナー

「開業までどうしたらいいの？」

入場無料
接骨院の開業には、資金面をはじめ立地条件・レイア

ウト・宣伝・役所の各種届出など時間と労力そして 

資金が必要となります。このセミナーでは、接骨院開

業ノウハウを具体的に分かりやすくお教えします。

①開業したいが、自己資金があまりない。

②自己資金があまりないので融資を受けたい。

③融資先の決め方と書類の作り方が分からない。

④店舗の選び方が分からない。

⑤開業の方法が分からない。（開業までの流れは？）

⑥スタッフの配置が分からない。

⑦開業後、税務署への手続きの仕方が分からない。

⑧保健所、社保へ提出する書類の作り方が分からない。

⑨各種届出書の提出タイミングが分からない。

⑩内装のレイアウトをどうしたら良いか分からない。

⑪物理療法機器の選定と集患につながる機器が何か分か

らない。

⑫チラシの作り方（内容）、撒き方、タイミングが分からない。

⑬料金の決め方が分からない。

⑭カルテの作り方、保険請求が分からない。

⑮個人請求のメリットとデメリットが分からない。

（本誌巻末のはがきの参加申込書に上記 15項目から 3項目を選び○印をお付けください）

こんな悩みを解決します

５月 13 日（土）　　６月 10 日（土）

５月 20 日（土）　　６月 17 日（土）

５月 27 日（土）　　６月 24 日（土）

いずれの日も下記時間帯から選べます
① 10：00～ 11：30
② 12：30～ 14：00
③ 14：20～ 15：50
④ 16：10～ 17：40
⑤ 18：00～ 19：30

開　催　日 時　　　　　間

※日程のご都合がつかない場合は下記までご一報ください。別途個別相談だけを行う場合があります

学校名 受験者数 合格者数 合格率
筑波技術大学筑波技術短期大学部 18 15 83.3 
筑波大学附属盲学校 12 12 100.0 
北海道高等盲学校 13 12 92.3
宮城県立盲学校 11 11 100.0
千葉県立千葉盲学校 16 14 87.5  
都立文京盲学校 19 15 78.9
都立八王子盲学校 13 8 61.5
神奈川県立平塚盲学校 14 9 64.3
横浜市立盲学校 12 10 83.3
山梨県立盲学校 10 3 30.0
長野県長野盲学校 10 7 70.0
岐阜県立岐阜盲学校 12 9 75.0
愛知県立名古屋盲学校 32 21 65.6  
愛知県立岡崎盲学校 17 12 70.6  
大阪府立盲学校 18 14 77.8  
大阪市立盲学校 28 19 67.9
兵庫県立盲学校 14 5 35.7
岡山県立岡山盲学校 14 10 71.4
広島県立盲学校 16 10 62.5
徳島県立盲学校 11 9 81.8
愛媛県立松山盲学校 10 6 60.0
長崎県立盲学校 11 8 72.7
熊本県立盲学校 17 10 58.8
大分県立盲学校 11 8 72.7
宮崎県立盲学校 16 8 50.0
鹿児島県立鹿児島盲学校 11 9 81.8
福岡県立福岡高等盲学校 15 12 80.0
国立函館視力障害センター 25 19 76.0
赤門鍼灸柔整専門学校 52 51 98.1
国立塩原視力障害センター 29 20 69.0
国立身体障害者リハビリテーションセンター 53 41 77.4
東京医療専門学校 123 123 100.0
東洋鍼灸専門学校 65 65 100.0
ヘレン・ケラー学院 24 12 50.0
東京医療福祉専門学校 52 52 100.0
東京衛生学園専門学校 33 33 100.0
日本鍼灸理療専門学校 123 122 99.2
長生学園 116 97 83.6
日本指圧専門学校 127 112 88.2
国際鍼灸柔整専門学校 69 68 98.6
湘南医療福祉専門学校 23 23 100.0
神奈川衛生学園専門学校 78 77 98.7
東海医療学園専門学校 38 37 97.4
呉竹鍼灸柔整専門学校 70 70 100.0
名古屋鍼灸学校 35 35 100.0
中和医療専門学校 78 74 94.9
佛眼鍼灸理療学校 50 47 94.0
京都府立視力障害者福祉センター 20 18 90.0
行岡鍼灸専門学校 50 49 98.0
関西医療学園専門学校 29 29 100.0
国立神戸視力障害センター 23 12 52.2
広島聖光学園 20 3 15.0
四国医療専門学校 28 27 96.4
国立福岡視力障害センター 29 19 65.5
鹿児島鍼灸専門学校 21 18 85.7

平成 18 年あん摩マッサージ指圧師国家試験学校別合格者（第 14 回）

受験者数 合格者数 合格率
第９回 2119 1855 87.5%
第 10 回 2145 1796 83.7%
第 11 回 2184 1903 87.1%
第 12 回 2108 1767 83.8%
第 13 回 2055 1750 85.2%
第 14 回 2,088 1,781 85.3%

第 9回～ 14 回あマ指圧師国家試験合格率推移

※受験者数が 10 人未満の学校は省略
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協　　賛：全国療養費支払基金

対　　象：柔道整復師で独立開業、分院開業をお考えの先生及び経営者

会　　場：ボディバランスアカデミー内教室　東京都千代田区神田淡路町１‐１‐１‐３F

　　　　　（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸ノ内線・淡路町駅　A５出口　徒歩１分）

定　　員：各回３名（先着順で定員になり次第締め切りますのでお早めにお申込みください）

講　　師：接骨院開業アドバイザー　主任コンサルタント　川嶋隆司氏　他

内　　容：第１部　接骨院開業の現状と問題点　　30分間　　第２部　個別相談　　60分間

申込方法：本誌に添付されている開業セミナー参加申込はがきに必要事項を記載しご投函ください。参加者には参加

　　　　　整理券を送付いたします。日程、時間調整のため本協会スタッフがお電話を差し上げることがございます。

　　　　　ご了承ください。　　詳細・お問合せ　ＮＰＯ法人日本手技療法協会　　電話：03-5296-9055

ＮＰＯ法人日本手技療法協会主催

接骨院開業セミナー

「開業までどうしたらいいの？」

入場無料
接骨院の開業には、資金面をはじめ立地条件・レイア

ウト・宣伝・役所の各種届出など時間と労力そして 

資金が必要となります。このセミナーでは、接骨院開

業ノウハウを具体的に分かりやすくお教えします。

①開業したいが、自己資金があまりない。

②自己資金があまりないので融資を受けたい。

③融資先の決め方と書類の作り方が分からない。

④店舗の選び方が分からない。

⑤開業の方法が分からない。（開業までの流れは？）

⑥スタッフの配置が分からない。

⑦開業後、税務署への手続きの仕方が分からない。

⑧保健所、社保へ提出する書類の作り方が分からない。

⑨各種届出書の提出タイミングが分からない。

⑩内装のレイアウトをどうしたら良いか分からない。

⑪物理療法機器の選定と集患につながる機器が何か分か

らない。

⑫チラシの作り方（内容）、撒き方、タイミングが分からない。

⑬料金の決め方が分からない。

⑭カルテの作り方、保険請求が分からない。

⑮個人請求のメリットとデメリットが分からない。

（本誌巻末のはがきの参加申込書に上記 15項目から 3項目を選び○印をお付けください）

こんな悩みを解決します

５月 13 日（土）　　６月 10 日（土）

５月 20 日（土）　　６月 17 日（土）

５月 27 日（土）　　６月 24 日（土）

いずれの日も下記時間帯から選べます
① 10：00～ 11：30
② 12：30～ 14：00
③ 14：20～ 15：50
④ 16：10～ 17：40
⑤ 18：00～ 19：30

開　催　日 時　　　　　間

※日程のご都合がつかない場合は下記までご一報ください。別途個別相談だけを行う場合があります
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待ちに待った新型「ベッカムカプセル」

　

新
時
代
の
酸
素
カ
プ
セ
ル
登
場

　

酸
素
カ
プ
セ
ル
の
価
値
は
今
や
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
は
も
ち
ろ
ん
整
体
整

骨
、
さ
ら
に
は
福
祉
、
健
康
増
進
分

野
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ハ
ー
ド
タ
イ

プ
の
酸
素
カ
プ
セ
ル
が
登
場
し
た
。

　

株
式
会
社
イ
タ
ー
ナ
ル
ラ
イ
ト
総

合
研
究
所
が
、
日
本
で
唯
一
と
も
言

え
る
酸
素
カ
プ
セ
ル
研
究
者
、
京
都

大
学
・
石
原
昭
彦
教
授
と
共
同
開
発

し
た
、
高
気
圧
・
高
濃
度
酸
素
カ
プ

セ
ル
『
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｏ
２

』
は
、
先

進
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
最
高
レ

ベ
ル
の
効
果
と
高
い
安
全
性
・
利
便

性
を
両
立
し
て
い
る
。

　

従
来
カ
プ
セ
ル
の
問
題
点

　

こ
れ
ま
で
の
酸
素
カ
プ
セ
ル
の
主

流
で
あ
る
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
で
は
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
一
つ
は
耐
久
性
で
あ
り
、
フ
ァ

ス
ナ
ー
や
生
地
の
い
た
み
、
空
気
も

れ
は
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
の
宿
命
と
も
い

え
る
点
だ
っ
た
。
ま
た
、
利
便
性
の

改
良
も
強
く
求
め
ら
れ
て
き
た
。
フ

ァ
ス
ナ
ー
開
口
部
か
ら
の
出
入
り
は

大
変
で
、
ま
た
高
齢
者
や
ケ
ガ
を
し

た
方
に
は
非
常
に
入
り
づ
ら
く
、
利

用
者
の
拡
大
を
妨
げ
て
き
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
内
部
の
快
適
性
も
満
足

“本物”の酸素カプセルついに登場！

京都大学大学院 石原昭彦教授と共同開発

“本物”の酸素カプセルついに登場！

京都大学大学院  人間・環境学研究科 
学術博士（健康科学・運動生理学）石原昭彦教授
　酸素カプセルの本当の価値を得るためには、ハードタイプであること
が大切だとわかっています。しかも、安全性と効果を高いレベルで両立
できる、最適な気圧と酸素濃度を実現することが重要なのです。また、
お年寄りや怪我をした人にとって、従来のソフトタイプは非常に使いづらい。本当に使っていただきたい人が
手軽に利用できるハードタイプ酸素カプセルが登場したことは、非常に価値があることだと思っています。こ
のたび開発されたハードタイプ酸素カプセルで、今後も研究をすすめ、さらなる効果を見出したいと思います。

最新の研究成果が結実したハードタイプ酸素カプセル

特許出願中特許出願中
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の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
せ
ま

く
圧
迫
感
が
あ
り
、
ま
た
空
気
の
流

入
音
も
大
き
か
っ
た
。
こ
う
し
た
問

題
点
を
全
て
解
決
す
る
ハ
ー
ド
タ
イ

プ
カ
プ
セ
ル
が『
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｏ
２

』

で
あ
る
。

　

多
く
の
課
題
を
克
服

　
『
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｏ
２

』
は
耐
久
性

の
高
い
ハ
ー
ド
タ
イ
プ
で
、
破
れ
た

り
空
気
漏
れ
を
お
こ
す
心
配
も
な

い
。
そ
の
た
め
機
器
の
管
理
は
も
ち

ろ
ん
、
日
々
の
掃
除
も
手
軽
で
非
常

に
衛
生
的
に
利
用
で
き
る
。
ま
た
、

操
作
も
簡
単
で
、
運
転
中
の
人
手
も

か
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
ベ
ッ
ド
タ

イ
プ
で
出
入
り
し
や
す
く
、
カ
プ
セ

ル
内
も
広
く
静
か
な
た
め
、
利
用
者

が
本
当
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
に
よ
り
、
長
年
の
研

究
成
果
を
結
集
さ
せ
た
『
メ
デ
ィ
カ

ル
Ｏ
２

』
は
今
ま
で
に
な
い
高
い
効

果
と
安
全
・
安
心
感
を
提
供
で
き
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
ハ
ー
ド
タ
イ

プ
が
主
流
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
本
当
に
必
要
な
人
た
ち
の
声

に
答
え
る
『
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｏ
２

』
は
、

カ
プ
セ
ル
導
入
を
た
め
ら
っ
て
い
た

先
生
た
ち
の
救
世
主
と
な
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

　

実
際
の
カ
プ
セ
ル
の
利
用

法
だ
が
、
ベ
ッ
ド
の
よ
う
に

横
に
な
り
、
ふ
た
を
閉
め
て

も
ら
う
。
今
ま
で
の
タ
イ
プ

と
比
べ
て
明
ら
か
に
居
住
性

が
よ
く
圧
迫
感
が
な
い
。

む
し
ろ
快
適
な
空
間
だ
。
気

圧
、
酸
素
濃
度
は
自
動
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。
加
圧

も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
不
快
感

が
な
い
。
中
に
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
安
心

だ
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
装
備
さ

れ
て
い
る
の
で
映
画
を
見
な
が
ら
で

も
全
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
快

適
空
間
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　

本
体
価
格
は
５
９
８
万
円
（
３
〜

６
年
の
リ
ー
ス
可
）

安心・安全の使用感



今なら特別割引
価格キャンペー
ン実施中！

新発売記念として本誌
愛読者の皆様に 10％
割引で提供いたしま
す。詳細は下記へお問
い合わせください。

㈱イターナルライト
　総合研究所
TEL075-354-3288 
FAX 075-354-3299
http://www.elgroup.co.jp
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地
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
ス
ー

パ
ー
銭
湯
な
ど
に
岩
盤
浴
ル
ー
ム

を
設
置
し
て
、
地
元
住
民
に
も

利
用
し
て
も
ら
い
、
客
足
を

伸
ば
し
て
い
る
例
が
あ
る
と

聞
く
。
岩
盤
浴
と
は
、
遠

赤
外
線
と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
放
出
す
る
天
然
鉱
石

を
ほ
ど
よ
く
熱
し
（
40
〜
50
℃

く
ら
い
）、
湿
度
を
約
50
〜
70
％
に
し

て
発
汗
を
促
す
も
の
。
サ
ウ
ナ
や
通
常
の

入
浴
と
違
い
、
水
が
不
要
で
身
体
に
負
担
を
か

け
ず
に
身
体
の
芯
ま
で
あ
た
た
め
て
く
れ
る
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
健
康
づ
く
り
の
一
貫
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
盤
浴
ル
ー
ム
を
設
備
す
る
に
は
、
数
千
万

円
単
位
の
資
金
が
必
要
だ
。
土
地
代
や
家
賃
の

高
い
大
都
市
で
こ
れ
を
維
持
す
る
の
は
容
易
で

は
な
く
、
そ
の
人
気
の
高
さ
の
割
に
は
普
及
の

速
度
が
緩
め
だ
と
い
う
感
が
あ
る
の
も
事
実
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
コ
ス
ト
や
ス
ペ
ー
ス
的
な
問

題
を
解
消
し
、
ど
こ
で
も
岩
盤
浴
が
で
き
る
と

い
う
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ
の
装
置
が
あ
る
。
そ

れ
が
、
カ
プ
セ
ル
型
岩
盤
浴
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ

ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
だ
。「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン

Ｐ
ｒ
ｏ
」
を
開
発
し
た
株
式
会
社
リ
ジ
ュ
ー
（
東

京
都
台
東
区
）
は
、
20
種
類
の
天
然
鉱
石
を
パ

ウ
ダ
ー
状
に
砕
き
、
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
材
質
や

本
体
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
練
り
こ
ん
だ
こ
と
で
カ
プ
セ

ル
化
に
成
功
し
た
。
ま
た
同
社
は
、
こ
れ
が
健

康
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
を
示
す

た
め
、
複
数
の
内
科
や
皮
膚
科
な
ど
の
医
師
の
協
力

の
も
と
、
様
々
な
研
究
を
重
ね
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

き
た
。
そ
の
一
例
が
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
体

温
の
観
察
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
岩
盤
浴
は
体
表
面
の

み
で
な
く
体
の
深
部
を
あ
た
た
め
（
終
了
後
30
分
経

っ
て
も
ま
だ
体
温
が
上
昇
し
つ
づ
け
る
）〝
冷
え
〞

を
改
善
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
加
え

て
、
高
温
多
湿
に
よ
る
発
汗
で
は
な
い
た
め
、
心
肺

機
能
、
脳
な
ど
へ
の
負
担
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

リ
ジ
ュ
ー
の
常
務
取
締
役
・
佐
々
木
勇
氏
は
、「
ヒ

ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
が
す
で
に
商
品
化
さ

れ
、
医
療
機
関
な
ど
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

今
で
も
、
検
証
デ
ー
タ
を
取
り
つ
づ
け
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
目
に
見
え
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
で
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
岩
盤
浴
で
す
が
、
私
ど
も
は
こ
れ

を
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
発
汗
す
る
汗
の
成
分
や
脂
肪
燃

焼
の
効
果
、
毒
素
と
な
る
有
害
金
属
の
排
出
度
合
い

な
ど
、
徹
底
し
た
検
証
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
す

る
こ
と
で
そ
の
有
効
性
を
実
証
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
岩
盤
浴
の
信
用
度
を
さ
ら
に
高
め
、

よ
り
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」 

　

ナ
ー
ル
超
音
波
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
に
注
目

　
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
の
人
気
の
秘

密
は
、特
許
取
得
の
ナ
ー
ル
超
音
波
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ（
電

気
的
赤
筋
刺
激
）
の
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
も
あ
る
。
こ
れ
は
脂
肪
分
解
に
有
効
な
ナ

ー
ル
超
音
波
と
、
主
に
赤
筋
に
刺
激
を
与
え
効
率
よ

く
有
酸
素
運
動
を
さ
せ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
に
よ
り
、
脂
肪

を
燃
焼
さ
せ
る
と
い
う
。
運
動
不
足
ぎ
み
の
現
代
人

これまでの岩盤浴の
常識を打ち破った新商品

  カプセル型岩盤浴
「ヒーリングコクーン Pro」

省スペースと低コストを実現した
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
に
は
ぴ
っ
た
り
の
装
置
で
あ
る
。

　
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
を
導
入
し
、

実
際
に
活
用
し
て
い
る
、
こ
こ
ろ
整
体
院
（
東
京
都

文
京
区
）
の
安
芸
泰
弘
院
長
は
、「
利
用
さ
れ
る
方

は
、
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ

は
〝
冷
え
〞
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
、
岩
盤
浴
の
温
熱

効
果
を
求
め
て
い
る
層
、
も
う
一
つ
は
健
康
維
持
と

美
容
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
さ
れ
て
い
る

層
で
す
。
後
者
の
方
々
は
、
と
く
に
、
ナ
ー
ル
超
音

波
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
に
興
味
を
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

ね
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

利
用
後
は
気
持
ち
が
い
い
と
満
足
し
て
帰
っ
て
い
か

れ
ま
す
」
と
現
状
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
の
ナ
ー
ル
超

音
波
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
と
、
コ
ス

ト
的
な
利
点
も
あ
る
。
一
般
的
に
、
超
音
波
と
筋
肉

刺
激
装
置
を
単
体
で
購
入
し
た
場
合
の
一
般
的
な
価

格
は
、「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
と
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
超
音
波
と
筋
肉
刺
激
装

置
を
１
台
ず
つ
購
入
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
値
段
で
、

岩
盤
浴
ま
で
つ
い
て
き
て
し
ま
う
と
い
う
計
算
だ
。

　

容
易
な
管
理
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

ま
た
、「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
の
使

い
勝
手
の
よ
さ
も
、
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
主

な
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

●
汗
を
出
す
装
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
ャ
ワ
ー
設

備
が
い
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
岩
盤
浴
特
有
の
遠
赤
外

線
と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
汗
を
小
粒
で
サ
ラ
サ
ラ
な

も
の
に
す
る
た
め
で
、
運
動
や
サ
ウ
ナ
入
浴
後
の
よ

う
な
ベ
タ
ベ
タ
感
は
全
く
な
い
。
必
要
な
も
の
は
、

サ
ラ
サ
ラ
汗
を
吸
取
る
た
め
の
着
替
え
と
下
に
敷
く

バ
ス
タ
オ
ル
だ
け
で
あ
る
。

　

●
カ
プ
セ
ル
内
や
室
内
に
汗
な
ど
の
臭
い
が
ほ
と

ん
ど
残
ら
な
い
。
豊
富
な
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
消
臭

効
果
に
よ
り
、
利
用
後
も
臭
い
が
残
ら
な
い
の
で
、

掃
除
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
。

　

●
患
者
さ
ん
の
体
質
や
要
望
に
よ
っ
て
４
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
使
い
分
け
る
と
い
う
ワ
ン
タ
ッ
チ
操

作
。
も
と
も
と
代
謝
の
よ
い
人
用
の
Ａ
モ
ー
ド
、
冷

え
性
の
人
用
の
Ｂ
モ
ー
ド
、
汗
を
か
き
に
く
い
人
用

の
Ｃ
モ
ー
ド
、
汗
を
出
さ
ず
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

目
的
と
す
る
Ｓ
Ｒ
モ
ー
ド
の
４
つ
が
プ
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
。

　

●
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
低
い
。
１
日
12
時
間
、

１
カ
月（
30
日
）使
い
つ
づ
け
た
場
合
の
電
気
代
は
、

約
６
８
０
０
円
。

　

●
設
置
に
は
、
特
別
な
準
備
も
費
用
も
か
か
ら
な

い
。
ま
さ
に
、「
ど
こ
で
も
手
軽
に
岩
盤
浴
を
始
め

ら
れ
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
ぴ
っ
た
り

で
、
必
要
な
も
の
は
１
０
０
ボ
ル
ト
の
コ
ン
セ
ン
ト

一
つ
の
み
。
カ
プ
セ
ル
は
上
下
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
狭
い
入
口
で
も
簡
単
に
搬
入
で
き
る
。

　

岩
盤
浴
を
目
的
に
来
院
す
る
患
者
さ
ん
も

　

先
に
登
場
し
た
安
芸
泰
弘
先
生
は
、「
ヒ
ー
リ
ン

グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
を
今
年
２
月
中
旬
の
開
院
時

に
導
入
し
た
。
整
体
院
の
入
口
に
掲
げ
て
い
る
「
ヒ

ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー
ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」
の
パ
ネ
ル
を
見
て
や

っ
て
く
る
患
者
さ
ん
も
お
り
、
岩
盤
浴
の
関
心
度
の

高
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。
値
段
設
定
に
は

悩
ん
だ
が
、
１
回
５
０
０
０
円
と
し
、
回
数
券
を
割

安
に
し
た
。
３
回
分
（
１
万
５
０
０
円
）、
７
回
分

（
２
万
１
０
０
０
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
岩
盤
浴
は
、
一
度
入
る
だ
け
で
も
気
持
ち
が
よ

く
て
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
的
な
満
足
度
が
あ
る
と
思

う
の
で
す
が
、
体
調
に
よ
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
３
回
は
つ
づ
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
回
数
券
を
３
回
分
か
ら
割
安
で
用

意
し
た
の
は
そ
ん
な
意
図
か
ら
で
す
」
と
経
緯
を
教

え
て
く
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
女
性
と
い
う
利
用
者
層

だ
が
、
20
〜
60
代
と
年
齢
に
幅
が
あ
り
、
世
代
を
超

え
た
広
い
支
持
を
得
て
い
る
の
も
特
長
だ
。
そ
し
て

最
後
に
安
芸
先
生
は
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
。「
着

替
え
も
、
ナ
ー
ル
超
音
波
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
の
着
脱
作
業

も
あ
る
の
で
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
絶
対
に
必
要
で
す

ね
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、
う
ち
で
は
岩
盤

浴
を
個
室
で
や
っ
て
い
ま
す
」。
昨
年
秋
よ
り
発
売

と
な
り
、
好
評
を
得
て
い
る
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ク
ー

ン
Ｐ
ｒ
ｏ
」。
こ
れ
ま
で
は
皮
膚
科
を
は
じ
め
と
す

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
で
の
導
入
が
多
か

っ
た
が
、
最
近
は
、
整
骨
院
、
整
体
院
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
他
院
と

の
差
別
化
や
自
費
診
療
の
枠
を
広
げ
る
た
め
に
有
効

な
装
置
で
あ
る
。

　

今
回
は
『
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
』
読
者
限
定
価

格
と
優
先
的
体
験
会
を
企
画
し
た
の
で
、
こ
の
機
会

を
ご
利
用
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
問
い
合
わ
せ
、
申

し
込
み
は
左
記
ま
で
。

今  なら定価　3,255,000 円を↓
ひーりんぐマガジン読者価格
2,929,500円に

お問合せ・お申込み先（体験予約含む）

㈱メディカルアドバンス（東京都千代田

区神田淡路町 1-1-1 ダヴィンチＫＡ 111

ビル２Ｆ）担当：加藤、桑原

TEL  03-5289-0361　
FAX  03-5289-0362

ヒーリングコクーンPro 商品概要
定格電圧：100Ｖ　
周波数：50/60Hz　
消費電力：1,230 Ｗ　
サイズ・重量：D2,200 ×Ｈ
930 ×W900mm・84kg　
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在宅ケアにおける
あん摩
マッサージ
指圧師の役割

ＮＰＯ法人日本手技療法協会　

あん摩マッサージ指圧師　圷　小次郎

　

基
本
姿
勢

　

今
回
は
、
訪
問
施
術
の
根
幹
で
も
あ
る
訪
問

面
談
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。

訪
問
面
談
に
よ
る
情
報
収
集
は
、
施
術
の
計

画
、
施
術
の
内
容
、
療
養
費
の
支
給
申
請
を
記

載
す
る
上
で
も
重
要
で
す
の
で
正
確
さ
を
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

患
者
情
報
の
収
集
を
行
う
に
は
、
先
ず
、
患

者
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
把
握
、
患
者
や
介

護
家
族
を
含
め
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
に
対
す

る
具
体
的
な
要
望
を
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
、
ま
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

と
く
に
重
要
な
の
は
、
患
者
に
対
し
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
技
術
的
な
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
患

者
が
人
間
ら
し
く
、
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
生
き

て
い
け
る
よ
う
、
基
本
的
な
人
権
の
尊
重
を
基

本
姿
勢
に
し
て
積
極
的
援
助
す
る
た
め
の
情
報

収
集
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
患
者
個
人
の
み
を
見
る
の
で
は

な
く
、
患
者
自
身
の
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
、
家

族
環
境
、
社
会
的
立
場
や
人
間
関
係
の
中
で
の

レ
ベ
ル
、
障
害
に
対
す
る
考
え
方
の
レ
ベ
ル
、

社
会
、
生
活
習
慣
の
中
で
形
成
さ
れ
た
考
え

方
、
さ
ら
に
患
者
個
人
の
み
な
ら
ず
、
患
者
を

取
り
巻
く
環
境
等
を
含
め
た
全
体
を
分
析
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
介
護
家

族
の
日
常
生
活
レ
ベ
ル
、
介
護
家
族
の
周
囲
と

の
社
会
的
関
係
、
患
者
へ
の
社
会
資
源
の
支
援

状
況
等
を
も
分
析
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
時
間
帯
や
回
数
、
施
術
方
針
な
ど
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
改
善

を
期
待
し
、
日
常
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に

し
た
い
の
か
を
よ
く
聞
き
取
り
、
患
者
が
で
き

る
だ
け
社
会
参
加
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
方
向

を
見
出
す
べ
く
施
術
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
患

者
自
身
が
自
立
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
方
向
性
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
立
を
獲
得
し
て
ゆ
く
の
は

患
者
自
身
で
あ
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
へ
の
過
剰
な

期
待
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
へ
の
過
度
な
依
存
に
対

し
て
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
が
ど
こ
ま
で
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
説
明
し
な
が

ら
、
患
者
が
自
立
し
た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
方
針
を
設
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
職
業
の
守
備
範
囲

と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
の
要
求
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
職
業
範

囲
を
越
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

職
業
的
責
任
を
も
っ
て
、
他
の
関
係
医
療
、
関

係
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
紹
介
す
る
こ
と
が
必
要

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ 

訪
問
面
談
の
実
際
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で
す
。

　

基
本
原
則

　

①
個
別
化

　

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
患

者
の
個
人
的
な
状
況
や
介
護
家
族
の
介
護
状
況

等
を
考
慮
し
、
患
者
や
介
護
家
族
に
個
別
的
に

対
応
し
ま
す
。

　

同
じ
傷
病
で
も
個
人
の
状
況
、
家
族
の
状
況

に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
す
。

　

同
じ
傷
病
だ
か
ら
と
い
っ
て
他
の
同
じ
傷
病

の
患
者
と
同
じ
扱
い
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
自
己
決
定
の
原
則

　

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
そ
の
施
術
内
容
と
計
画

に
つ
い
て
は
、
最
後
は
患
者
自
身
が
意
思
決
定

す
る
こ
と
、
患
者
の
意
思
決
定
が
不
可
能
な
場

合
は
、
患
者
の
意
思
を
代
表
で
き
る
介
護
家
族

の
意
志
を
尊
重
し
、
決
定
し
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
技
術
的
に
可

能
な
領
域
と
不
可
能
な
領
域
に
つ
い
て
患
者
が

明
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

③
秘
密
保
持
の
原
則

　

患
者
及
び
そ
の
介
護
家
族
の
秘
密
は
こ
れ
を

厳
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

④
専
門
的
援
助
関
係
の
原
則

患
者
の
自
立
を
基
本
と
し
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
あ

く
ま
で
も
患
者
と
介
護
家
族
へ
の
援
助
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

訪
問
面
談

　

訪
問
面
談
〜
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
計
画
の
作
成

ま
で

　

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
に

は
、
直
接
依
頼
を
し
た
人
が
、
患
者
本
人
か
そ

の
他
の
人
（
家
族
、
友
人
等
）
か
を
確
認
し
、

本
人
で
な
い
場
合
は
、
直
接
患
者
本
人
に
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
希
望
の
有
無
を
事
前
に
確
認
し
て
か

ら
、
訪
問
面
談
に
入
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
面
談
の
流
れ
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◎
訪
問
施
術
の
依
頼
、
紹
介

１
．
患
者
か
ら
の
直
接
依
頼

２
．
患
者
の
家
族
か
ら
の
依
頼

３
．
患
者
の
知
人
か
ら
の
紹
介

４
．
医
師
や
看
護
師
等
、
医
療
・
介
護
関

係
者
か
ら
の
紹
介
・
依
頼

◎
訪
問
面
談
Ａ
（
同
意
書
発
行
依
頼
前
）

１
．
施
術
者
（
会
社
）
の
紹
介

２
．
身
体
状
況
の
調
査

３
．
施
術
内
容
の
説
明

４
．
訪
問
施
術
を
受
け
る
た
め
の
必
要
事

項
の
説
明

５
．
訪
問
施
術
受
療
の
意
思
確
認

◎
訪
問
面
談
Ｂ
（
同
意
書
発
行
依
頼
準
備
）

１
．
保
険
の
手
続
き

２
．
同
意
医
師
の
確
認
と
患
者
へ
の
説
明

３
．
同
意
書
発
行
依
頼
状
の
作
成

◎
訪
問
面
談
Ｃ
（
同
意
書
発
行
後
）

１
．
身
体
状
況
の
再
調
査

２
．
家
族
の
状
況
（
介
護
家
族
、
そ
の
他
の

支
援
）

３
．
住
居
の
状
況
（
治
療
に
使
用
す
る
部
屋

等
の
確
認
と
治
療
準
備
の
依
頼
）

４
．
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
計
画
の
作
成

◎
訪
問
施
術
の
依
頼
、
紹
介

　

訪
問
治
療
の
依
頼
の
種
類
に
は
、
患
者
か
ら

の
直
接
依
頼
、
患
者
の
家
族
か
ら
の
依
頼
、
患

者
の
知
人
か
ら
の
紹
介
、
医
師
や
看
護
師
等
、

医
療
・
介
護
関
係
者
か
ら
の
紹
介
・
依
頼
が
あ

り
ま
す
。 

患
者
か
ら
の
依
頼
や
患
者
の
家
族
か

ら
の
依
頼
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
患
者
と
家

族
双
方
の
意
志
疎
通
が
図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
双
方
の
意
志
疎
通

が
図
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
治
療
が
大
変
し

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
意
志
疎
通
を

確
認
し
、
図
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
施
術
者

が
間
に
立
っ
て
意
志
疎
通
を
図
る
必
要
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
面
談
の
際
に
患
者

と
家
族
双
方
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

患
者
の
知
人
か
ら
の
紹
介
の
場
合
、
単
に
知

人
自
身
が
独
自
の
判
断
で
紹
介
し
て
い
る
の

か
、
患
者
が
知
人
に
紹
介
依
頼
を
し
た
の
か
を

し
っ
か
り
確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
独
居
老
人
患
者
の
場
合
は
、
こ
の
独

居
老
人
と
常
日
頃
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
る
方
々

と
の
意
志
疎
通
を
図
り
な
が
ら
も
、
最
終
的
に

は
本
人
の
意
思
を
確
か
め
施
術
に
入
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

医
師
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
や
介

護
関
係
者
か
ら
の
依
頼
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
施
術
者
は
大
変
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
医
療
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
は
大
変
好

ま
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
外
来
の
施
術
所
を
持
っ
て
い
る
施
術

者
は
外
来
患
者
か
ら
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

外
来
患
者
か
ら
施
術
所
に
紹
介
が
あ
っ
た
場

合
は
、
外
来
患
者
の
紹
介
者
と
、
訪
問
治
療
を

受
け
た
い
患
者
の
関
係
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

◎
訪
問
面
談
Ａ

　

施
術
者
（
会
社
）
の
自
己
紹
介
や
、
治
療
院

に
所
属
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
治
療
院
の
説
明

が
重
要
で
す
。

　

訪
問
施
術
を
受
け
る
患
者
や
そ
の
家
族
に
と

っ
て
、
治
療
の
た
め
と
は
い
え
自
分
の
家
へ
他

人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ど

ん
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
で
ど
ん
な
治
療
院
に
所
属

し
て
い
る
か
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
多
少
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
そ
の

不
安
を
取
り
除
く
よ
う
に
丁
寧
に
説
明
し
ま
し

ょ
う
。

　

そ
の
上
で
身
体
状
況
の
調
査
に
入
り
ま
す
。

発
症
、
経
過
、
現
在
ま
で
の
治
療
と
患
者
の
評

価（
介
護
家
族
の
評
価
）を
聞
き
ま
す
。
ま
た
、

よ
く
患
者
の
話
を
聞
き
、
病
状
を
把
握
し
た
う

え
で
在
宅
訪
問
治
療
の
対
象
者
か
ど
う
か
を
見
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極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
在
宅
訪

問
治
療
の
対
象
で
な
い
場
合
や
、
諸
般
の
事
情

で
在
宅
訪
問
治
療
が
不
可
能
な
場
合
は
、
き
ち

ん
と
説
明
し
て
、
患
者
や
介
護
す
る
家
族
に
納

得
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
聞

き
取
り
で
患
者
の
精
神
状
況
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
、
あ
る
程
度
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
聞
い
た
身
体
状
況
を
参

考
に
施
術
内
容
の
説
明
を
し
ま
す
が
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
が
未
経
験
の
患
者
に
は
、
不
安
を
取
り
除

く
よ
う
な
配
慮
を
し
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
所
要
時
間
、
概
算

の
施
術
料
も
患
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
不
安

材
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
明
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
訪
問
施
術
を
受
け
る
た
め
の
必
要
事
項

の
説
明
に
入
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
の

同
意
書
が
必
要
な
こ
と
や
施
術
上
必
要
な
物
品

等
が
あ
れ
ば
依
頼
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
を
丁
寧
に
説
明
し
た
後
、
訪
問
施

術
を
受
診
す
る
か
ど
う
か
の
最
終
の
意
思
確
認

を
も
ら
い
ま
す
。
絶
対
に
施
術
を
強
要
せ
ず
、

患
者
や
家
族
の
意
思
で
決
定
し
ま
す
。
最
終
確

認
を
取
ら
ず
に
施
術
を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
は

必
ず
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

◎
訪
問
面
談
Ｂ

　

前
記
の
最
終
確
認
を
も
ら
っ
た
上
で
、
保
険

の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
高

齢
者
の
た
め
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
多
い
で
す
が
、
扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
る

人
も
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
な
が
ら
シ
ー
ト
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
者
に
よ
っ
て
は
自
己
負
担
金
が
３
割
以

下
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
、
老
人

証
の
負
担
割
合
も
１
割
と
２
割
の
人
が
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
記
入
し

ま
す
。
他
に
も
様
々
な
医
療
証
が
あ
り
ま
す
の

で
こ
ち
ら
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

患
者
の
家
族
も
い
っ
し
ょ
に
訪
問
面
談
を
受

け
る
場
合
は
よ
い
の
で
す
が
、
独
居
で
歩
行
困

難
な
老
人
で
す
と
、
保
険
証
類
を
、
例
え
ば
隣

の
部
屋
ま
で
取
り
に
行
く
こ
と
に
大
き
な
負
担

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
訪
問
前
に

手
元
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
す
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

次
に
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
か
ら
同
意
書
・

診
断
書
を
も
ら
う
た
め
の
説
明
を
し
ま
す
。
患

者
さ
ん
や
家
族
に
同
意
書
・
診
断
書
を
取
得
し

て
も
ら
う
場
合
は
、
事
前
に
準
備
し
た
同
意
書

発
行
依
頼
書
、
同
意
書
・
診
断
書
の
記
入
見

本
、
同
意
書
・
診
断
書
用
紙
を
渡
し
ま
す
。
同

意
書
・
診
断
書
の
申
請
を
施
術
者
が
代
行
す
る

場
合
や
、
で
き
た
同
意
書
・
診
断
書
を
取
得
す

る
場
合
に
は
必
ず
患
者
の
委
任
状
か
承
諾
書
を

も
ら
い
ま
す
。

　

最
近
は
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
第
三
者
に

よ
る
同
意
書
・
診
断
書
の
取
得
で
は
、
患
者
の

委
任
状
か
承
諾
書
の
持
参
を
義
務
づ
け
て
い
る

病
院
、
医
院
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
さ
ら
に
委
任

状
か
承
諾
書
が
な
け
れ
ば
、
同
意
書
・
診
断
書

が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
さ
え
も
教
え
て
く
れ

な
い
病
院
、
医
院
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
同
意
書
・
診
断
書
の
発
行
を
医
師
が
渋

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
の
医
師

の
見
解
は
左
記
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

療
養
費
制
度
そ
の
も
の
に
批
判
的
で
あ
る
場

合
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
そ
の
も
の
に
批
判
的
で
あ
る

場
合
と
療
養
費
ま
た
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て

理
解
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
す
。

　

療
養
費
制
度
そ
の
も
の
に
批
判
的
で
あ
る
場

合
は
、
療
養
費
す
な
わ
ち
〝
健
康
保
険
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
施
術
を
す
る
〞
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
抵
抗
が
あ
る
医
師
も
い
ま
す
。
理
由
は
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
そ
の
も
の
を
全
く
癒
し
行
為
と
考
え

て
、
健
康
保
険
を
使
う
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
よ

う
で
す
。
保
険
者
の
中
に
も
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
た
だ
気
持
ち
が
良
い
だ
け
」
と
い
う
担
当
者

も
い
ま
す
の
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
医
療
効
果
に

つ
い
て
は
、
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
ま
と

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
そ
の
も
の
に
批
判
的
で
あ
る
場

合
は
、
医
療
提
供
者
と
し
て
の
施
術
者
に
対
し

て
、
そ
の
知
識
と
技
術
、
施
術
者
の
医
療
環
境

を
あ
ま
り
信
頼
し
て
い
な
い
、
医
学
的
な
治
療

効
果
に
対
し
て
あ
ま
り
信
頼
し
て
い
な
い
な
ど

の
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
は
、
普
段
か
ら
時
間
を
か
け
て
交
渉

し
、
医
師
の
方
々
に
納
得
の
い
く
よ
う
な
説
明

が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
医
師
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
批
判
的
な

場
合
に
は
、
患
者
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
や
療

養
費
に
お
け
る
医
師
の
同
意
の
必
要
性
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
患
者
を
通
し

て
医
師
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

療
養
費
ま
た
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て
理
解

が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
医
師
の
方
々
に
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
内
容
を
説
明
す
る
し
か
な
い
の
で

す
が
、
関
連
の
書
物
等
を
送
っ
た
り
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
し
、
ね
ば
り
強
く
理
解

を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ど
う
し
て
も
発

行
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
は
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
理
解
を
示
す
医
師
を
か
か
り
つ
け
医
か
ら

見
つ
け
出
す
な
ど
、
有
効
な
手
だ
て
が
あ
る
か

ど
う
か
患
者
と
し
っ
か
り
検
討
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

◎
訪
問
面
談
Ｃ

　

同
意
書
・
診
断
書
を
受
領
し
た
際
は
ま
ず
、

第
一
に
記
載
事
項
を
確
認
し
ま
す
。
医
師
は
、

忙
し
い
方
が
多
い
の
で
記
載
内
容
を
間
違
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
な
間
違
い
で
あ
っ

て
も
、
施
術
者
が
訂
正
、
追
加
を
す
る
と
私
文

書
偽
造
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
訂
正
、
追
加
を

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
は
病

院
、
医
院
に
出
向
い
て
訂
正
、
追
加
を
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
同
意
書
・
診
断
書
を
見
て
、
患
者
の
病

歴
、
病
態
、
医
療
機
関
の
治
療
状
況
を
把
握
し

ま
す
。
患
者
は
、
医
師
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
訪

問
面
談
Ａ
で
収
集
し
た
身
体
状
況
と
同
意
書
・

診
断
書
の
記
載
事
項
を
見
て
、
患
者
の
身
体
状

況
を
確
認
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
再
度
患
者
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か
ら
身
体
状
況
を
確
認
し
、
施
術
計
画
を
作
成

し
ま
す
。
施
術
計
画
は
、
患
者
や
介
護
家
族
の

生
活
状
況
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
住
居
の
状
況
を

踏
ま
え
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
介

護
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
介
護
家
族

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
施
術
内
容
や
施
術

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
治
療
状
況
に
つ
い
て
は
、
医
師

や
看
護
師
の
訪
問
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
と

受
け
て
い
な
い
場
合
の
２
種
類
に
分
か
れ
ま

す
。
医
師
等
の
在
宅
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
場
合

に
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う
え
で
、
治
療
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
在
宅
ケ
ア

を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
患
者
が
普
段
よ

く
利
用
す
る
医
療
機
関
を
記
録
し
ま
す
。

　

同
意
書
・
診
断
書
を
受
領
す
れ
ば
施
術
が
開

始
で
き
ま
す
の
で
、
患
者
宅
へ
の
交
通
の
便
、

住
居
の
周
囲
、
住
居
内
の
状
況
、
駐
車
場
の
有

無
な
ど
も
確
認
し
ま
す
。
自
動
車
で
訪
問
す
る

施
術
者
は
自
動
車
の
駐
車
場
所
の
確
認
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
と
く
に
今
年
6
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
改
正
道
路
交
通
法
で
は
、
駐
車
違
反
の
取

り
締
ま
り
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
改
正
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
車
両
所
有
者
責
任
の
導
入
と
駐
車

違
反
取
り
締
ま
り
の
民
間
委
託
で
す
。
都
市
部

を
中
心
に
、
現
場
で
取
り
締
ま
り
に
あ
た
る
民

間
の
駐
車
監
視
員
が
違
反
車
両
を
摘
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
摘
発
の
基
準
が
「
駐
車
禁
止

区
域
内
」で「
一
定
時
間
止
め
た
場
合
」か
ら「
駐

車
即
摘
発
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
駐
車
時
間
の

長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
者
が
車
の
近
く
に

い
な
い
場
合
は
直
ち
に
摘
発
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
駐
車
場
所
を
確
保
し
ま
す
。
確
保
が
難

し
い
場
合
は
、
訪
問
介
護
事
業
者
や
訪
問
看
護

事
業
者
等
に
発
行
さ
れ
る
駐
車
許
可
証
を
、
患

者
宅
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
事
柄
を
注
意
し
訪
問
面
談
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
現
実
に
は
様
々
な
状
況

が
あ
り
、
必
ず
し
も
上
記
の
と
お
り
に
面
談
等

が
進
行
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は

記
載
し
た
内
容
に
沿
っ
た
臨
機
応
変
さ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
訪

問
面
談
の
内
容
や
流
れ
を
十
分
に
把
握
し
、
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　営業開発研修（1.5 日間）

在宅医療に関する基本知識と姿勢
高齢社会での在宅医療
在宅医療マッサージ基礎知識

患者新規開拓　
介護事業者
訪問看護事業者・他

ケアシート

ケアシート作成
患者情報収集と管理
保険の仕組み
保険の種類と負担割合

同意書管理
依頼・引取・確認・管理
大規模医療機関と個人開業医
文書取扱　

　業務管理研修（0.5 日間）

スケジュール作成と管理
作成上の注意点　

既存患者と新規患者の注意点
クレーム処理 実例とその対処法

出張・訪問医療マッサージ営業研修

特　　徴　訪問医療マッサージ施術業務の営業ノウハウを具体
的な事例を数多く入れながら研修を実施しますの
で、独立・開業の手助けになります。万一、問題が
発生した場合にも、ＮＰＯ法人日本手技療法協会や
会員事業者からの支援も約束されています。

目　　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージ師及び在宅
訪問マッサージ業の普及と育成を目的として営業に
特化した研修を講師が出張して実施。

対  象  者　あマ指師資格者、専門学校生及び国家試験受験資格
者、未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経
営者、営業担当者、事務担当者他

期　　間　２日間（土、日、祝可）
時　　間　１０: ３０～１６: ３０
場　　所　招聘者の手配・費用負担（場所は特に問いません）
定　　員　3名以上 10 名まで
申込方法　電話により申込、スケジュール等調整後決定。ご希

望の日程が取れない場合もありますのでご了承くだ
さい

研修費用　会員１回 24 万円（消費税込）
　　　　　一般１回 30 万円（消費税込）
出張費用　往復旅費交通費（発地東京）・現地交通費実費は招
　　　　　聘者費用負担
講　　師　佐藤吉隆（ひーりんぐマガジン編集長・日本手技療

法協会副理事長）　
※都合により変更される場合があります。

研修内容　営業開発研修、業務管理研修教材は当方で用意します
前  準  備　受講に際し、事前に準備や調査を行って戴くことが

あります。
持参していただくもの　筆記用具、ノート
注意事項　テープレコーダー、ＶＴＲ等不可　詳細は下記へお
　　　　　問合せ下さい。
　　　NPO法人日本手技療法協会担当：中村
　　　TEL:03-5296-9055　FAX:03-5296-9056
　　　Mail: edit@healingm.com　http://www.healingm.com

研　修　科　目
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訪問医療マッサージ研修制度

目　　的　高齢社会に貢献する訪問マッサージ師及び訪問マッ
　　　　　サージ業の普及と育成を目的として研修制度を確立
　　　　　し実施する。優秀な研修修了者には優良訪問あん摩
　　　　　マッサージ指圧師として認定し、支援を行なう。
対  象  者　あマ指師資格者、専門学校生及び国家試験受験資格
　　　　　者。未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経
　　　　　営者、営業担当者、事務担当者他
認定条件　本研修講座の４課程を修了したもので、優秀な成績
　　　　　を修めた者。未資格者の認定はありません。
研修費用　会員８万円（消費税込）　一般 10万円（消費税込）
期　　間　３日間
時　　間　10:30 ～ 16:30（最終日 9:00 ～ 17:30）
場　　所　東京都千代田区神田淡路町

（変更される場合もあります）
定　　員　各回若干名（会員優先）
申込方法　電話により申込後、協会から申し込み用紙を書類送
　　　　　付します。申込み用紙記入捺印後返送してください。
　　　　　　入金確認後、正式に申し込み受諾とし、研修参加
　　　　　許可書を郵送いたします。

※なお、定員になり次第締め切りますのでお早めに
お申込みください。ご希望の日程が取れない場合も
ありますのでご了承ください。

前  準  備　受講に際し、事前に準備や調査を行って戴くことが
　　　　　あります。詳しくはお問い合わせください。
受講時、持参していただくもの　
●筆記用具・ノート・マッサージ師免許のコピー・白衣・他●
未資格者はマッサージ師免許のコピー・白衣不要
　テープレコーダー持参可

営業開発研修（１．５日間）

在宅医療に関する基本知識と姿勢 高齢社会での在宅医療
在宅マッサージ基礎知識

患者新規開拓 介護事業者
訪問看護事業者・他

ケアシート

ケアシート作成
患者情報収集と管理
保険の仕組み
保険の種類と負担割合

同意書管理
依頼・引取・確認・管理
大規模医療機関と個人開業医
文書取扱

業務管理研修（０．５日間）

スケジュール作成と管理 作成上の注意点
既存患者と新規患者の注意点

クレーム処理 実例とその対処法

ＰＣ操作研修（０．５日間）

患者情報入力から
レセプト発行まで（概論）

施術者情報・受診者 ( 患者 )
情報
保険証情報・同意書情報・往
療情報
レセプト出力・往療明細出力
請求用 CSV ファイル出力　
患者向け請求書・領収書出力
病院・紹介者向け礼状出力

施術研修（０．５日間）
リハビリマッサージ論 筋萎縮と関節拘縮

患者宅同行 訪問医療マッサージの実際

実技 訪問医療マッサージの実技

研修時間

研　修　内　容 時　　間
１日目 営業開発研修 10:30～ 16:30

２日目 営業開発研修・業務管理研修 10:30～ 16:30

３日目 患者宅同行・PC 研修・実技  9:00～ 17:30
※休憩時間 12:30 ～ 13:30
※研修内容及び時間は変更することがあります。

研修実施日

回 開始日と終了日

第 25 回研修 ５月10日（水）～５月12日（金）

第 26 回研修 ６月７日（水）～６月９日（金）

第 27 回研修 ７月５日（水）～７月７日（金）

第 28 回研修 ８月９日（水）～８月 11 日（金）

第 29 回研修 ９月６日（水）～９月８日（金）

　※研修日程は変更することがあります。

申込・問合先　ＮＰＯ法人日本手技療法協会（担当：中村）
　　　　　　　〒 101-8691 東京神田郵便局　私書箱 53 号
　　　　　　　TEL:03-5296-9055　FAX:03-5296-9056　　
　　　　　　　Mail: edit@healingm.com　http://www.healingm.com

研修科目

　研修は訪問医療マッサージ施術業務の営業ノウハ

ウを中心に具体的な事例を数多く入れながら実施し

ますので、独立・開業が容易にできます。

　万一、問題が発生した場合にも、ＮＰＯ法人日本

手技療法協会のみならず、会員事業者からの支援も

約束されています。

　特に研修終了後に希望者に提供される訪問施術用

療養費発行システムのソフトウェアについては、開

業後や業務開始後においても、保険者情報や請求業

務に関する会員事業者様より、サポートのご提供を

いただけますので安心です。

NPO法人日本手技療法協会の訪問医療マッサージ研修
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25万円以上正社員 月
給

千葉県

國手塾グループ

これからの治療家に必要なダントツの技術を
一緒に学びませんか？
あなたのやりたいことがココにはあります！

TEL.047-487-3612 Fax047-487-3611
千葉県八千代市村上 4489-7　神谷ビル3Ｆ

URL：http://www.kokushu.com/

京成線・東葉高速線
勝田台駅 歩

5分

アルバイト 時給850円以上

募集情報

 　札幌市  江戸川区  市川市  船橋市  習志野市  八千代市

　 千葉市  佐倉市

 　9：00～20：00 ※アは応相談

　 日・祝　　　社会保険  交通費  賞与年２回  有給休暇

　 柔整師  鍼灸師  あマ指師  整体師  カイロプラクター

　 リフレクソロジスト　学生可

　 TEL後歴（写貼）持参　　　面接　

仕事・職場情報

【仕事内容】 柔整　鍼灸　マッサージ　カイロプラクティ

ック　スポーツトレーナー。やる気さえあれば誰でも研修

を通して、短期間で院長になることができます。

【身につく技術・知識】 当グループ附属の整形外科による

外傷勉強会を始め、業界No.１を目指すカイロプラクティ

ックを中心とした手技療法　鍼灸マッサージ　院所経営

　人材育成　独立開業から患者集客まで、体系化した教育

システムで徹底サポートします。

【会社概要】 当グループは今年で30年を迎え15の接骨院

経営の他、整形外科　自費診療院　介護福祉　訪問マッサ

ージなど、地域貢献と患者様のニーズに応えることを理念

に揚げております。

【施設・設備】 当グループ附属の整形外科では外傷勉強会

の他、レントゲン勉強会など接骨院に必要な技術習得は万

全です。クライオサーミア・アキュートロン等、最新機器も

ぞくぞく入荷しています。※男女独身寮完備（無料）

地

資

選応

待休

時
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カラーで見やすい求人情報スペースをぜひご活用ください。

次号(12号)は７月25日の発行予定です。掲載ご希望の方は、６月16日
までにお申し込みください。ただし、枠が埋まり次第、締切りとさせていた
だきます。お早めにお申込みください。

「ひーりんぐマガジン編集部」
ＴＥＬ.０３－５２９６－９０５５　ＦＡＸ.０３－５２９６－９０５６

までお気軽に。

お問合せ・お申込みは
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発　　　行　株式会社東京医歯薬出版社
発　行　人　木俣真人
編　集　人　佐藤吉隆
　　　　　　〒111-0051　東京都台東区蔵前２-4-3　蔵前永谷ビル 7Ｆ
　　　　　　TEL03-5296-9055  FAX03-5296-9056
企画・編集　ＮＰＯ法人　日本手技療法協会

編集後記

http://www.healingm.com

各号 1,000 円（税・送料込み）
ご希望の方は、下記までお申し込みください。

〒 101-8691　東京神田郵便局私書箱５３号

「ひーりんぐマガジン」編集部

TEL:03 -5296-9055　FAX:03-5296-9056
なお、在庫数に限りがございますのでご希望に添えない場合がございます。あらかじめご了承ください。

第８号（平成 17 年７月 25 日発行）
日本手技療法協会ＮＰＯ認証記念号
／不正請求の実態 Part5 ／成功へ
の道／増患請負人の㊙テクニック
／院長直言／治療院開業マニュア
ル　他

バックナンバーのご案内

　

▼
入
社
以
来
１

年
が
過
ぎ
た
。
長

い
よ
う
で
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た

１
年
だ
っ
た
。
入

社
時
は
こ
の
業
界

の
こ
と
は
ま
っ
た
く
分
か
ら

ず
、
そ
れ
以
来
、
日
々
勉
強

の
毎
日
で
あ
っ
た
。
取
材
に

出
て
話
を
聞
く
た
び
に
新
鮮

さ
を
感
じ
、
新
た
な
発
見
も

多
か
っ
た
。
と
は
言
っ
て
も

業
界
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ

る
。
こ
こ
で
立
ち
止
ま
る
こ

と
な
く
、
む
し
ろ
加
速
し
て

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
。

（
中
）

　

▼
例
年
に
な
い
寒
い
冬
が

終
わ
り
桜
も
散
り
、
さ
わ
や

か
な
初
夏
の
匂
い
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
一
般
の
方
に
も
広
く

セ
ラ
ピ
ス
ト
へ
の
門
戸
を
ひ

ら
き
、
手
技
療
法
家
の
育
成

を
促
進
す
る
試
み
と
し
て
、

「
き
っ
か
け
レ
ッ
ス
ン
」
リ

フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
体
験
講
習

会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
施
術
者
体
験
か
ら
未
来

の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
沢
山
輩
出

で
き
た
ら
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
日
本
手
技
療
法
協
会
も

ま
も
な
く
認
証
1
周
年
。
ま

す
ま
す
の
サ
ー
ビ
ス
と
情
報

提
供
で
手
技
療
法
家
の
皆
様

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。（
下
）

　

▼
毎
年
桜
の
季
節
に
な
る

と
、
ス
タ
ー
ト
気
分
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
で
も
こ
れ
も

桜
花
同
様
、
す
ぐ
に
散
っ
て

し
ま
う
…
。
い
つ
ま
で
も
ワ

ク
ワ
ク
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
た
い
も
の
で
す
。
取
材
に

行
く
た
び
に
思
い
ま
す
が
、

優
秀
な
治
療
家
の
方
々
の
共

通
点
は
イ
キ
イ
キ
と
働
い
て

い
る
こ
と
。
元
気
の
な
い
患

者
を
治
す
の
に
は
絶
対
必
要

条
件
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
見

習
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

（
い
）

　

▼
厚
生
労
働
省
が
政
府
の

Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
や
規
制
改

革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
な

ど
の
要
求
に
応
じ
２
０
１
０

年
度
末
を
目
処
に
レ
セ
プ
ト

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
す
る

方
針
だ
。
レ
セ
プ
ト
電
算
化

が
事
務
の
合
理
化
と
と
も
に

調
査
が
し
や
す
い
と
し
た
小

泉
首
相
の
発
言
も
注
目
だ

が
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、

個
人
情
報
の
漏
洩
だ
。
傷
病

名
は
も
ち
ろ
ん
患
者
の
重
要

な
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
守

る
か
を
先
に
構
築
し
な
い
と

い
け
な
い
。（
木
）

第５号（平成 16 年 10 月 25 日発行）
不正請求の実態 Part3 ／成功への道／覆面座談会
「行きたい治療院、行きたくない治療院」／治療院
開業マニュアル／柔整専門学校入試情報一覧　他

第９号（平成17年10月25日発行）
院内デザインの奥義／成功への道
／ホームページの活用とポータル
サイト／国試対策は万全ですか？
／治療院開業マニュアル　他

第10号（平成18年１月25日発行）
節税対策と資産形成／交通事故の
保険請求―仕組みと実際／人材派
遣の活用を考える／続・院内デザ
インの実際／成功への道／開業マ
ニュアル　他

創刊号（平成 15年10月24日発行）
柔整・請求団体の現状と課題／ 他店
舗展開成功・その秘訣／ 誰でもわか
る請求業務／ 治療院開業マニュアル
／ 専門学校専門学校紹介／ 国試対策
第２号（平成 16 年 1月 26日発行）
スキルアップ・治療に役立つ民間ス
クール／ まだ間に合う専門学校入試
情報／ 治療院における人材育成法／ 
請求団体の選び方　 他
第３号（平成 16 年４月 26 日発行）
不正請求の実態／ 手技療法家のための
賠償責任／ 覆面座談会「入りたい治療
院、入りたくない治療院」／ 誰でもわ
かる請求業務／ 治療院開業マニュアル
／ＺＯＯＭ ＵＰ業界事件簿　 他
第４号（平成 16 年７月 26 日発行）
不正請求の実態 Part2 ／整形外科医か
ら見た柔整師／院内レイアウトのツ
ボ！／成功への道／誰でもわかる請求
業務／治療院開業マニュアル　他
第６号（平成 17 年１月 25 日発行）
不正請求の実態 Part4 ／成功への
道／卒後臨床研修スタート／治療
院開業マニュアル／今から間に合
う国試対策　他

第７号（平成 17 年４月 25 日発行）
患者接遇マナーは本当に必要か／
成功への道／個人情報保護法／治
療院開業マニュアル／柔整／あマ
指／はり／きゅう国試／業界営業マ
ン―覆面座談会　他 在庫

なし

在庫
なし
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今までこんなの無かった！個人でも加入できる治療賠償責任保障

万が一、施術中に事故が起きた場合、
損害賠償に耐えられますか？

手技療法損害賠償保障制度という、従来の保険会社では対応していない民間資格者や助手の方も加入対象になれる
保障制度です。共済会の形態をとり、柔道整復・鍼灸・あん摩マッサージ指圧・整体・カイロプラクティック等、手技療法
全般における一本化した保障制度を確立しています。

ご契約タイプ DXコース LTコース

１億円 2千万円

３億円 6千万円

施術中損害
賠償保障

１事故

１年

対
人

１億円 1千万円

２億円 2千万円

1千万円 2百万円

1万円

13,000円 11,000円

1,300円

年額共済掛金

１事故あたり免責金額

月払い共済掛金 1,100円

施設賠償
責任保障

１事故

１年

１事故

対
人

対
物

 

複数の免許を持たれていても、これ1本で全てカバーされます！

■有資格者向け 柔道整復師・はり師・きゅう師・あん摩マッサージ指圧師　

対象職種 本会の承認する手技療法に関わる全ての職種（含む助手）

1事故限度額 1億円 年間限度額 1億円

1事故限度額 5百万円 年間限度額 5百万円

保障
限度額

対人

対物

３万円

年払い 18,000円 月払い 1,800円共済掛金

１事故あたり免責金額

 

手技療法を業として行う方、又は、手技療法を業として行う予定の方で本会の承認を得た方。（含む助手）
国家資格の設定されていない分野の施術家の方、施術家を目指している学生など。 

■民間手技療法家・治療院助手向け 整体・カイロ・リフレクソロジー・アロマセラピストなど

共済金をお支払いできない主な場合

１．契約者または被共済者の故意。 
２．名誉毀損、秘密漏洩に起因する賠償責任。 
３．美容を唯一の目的とする行為に起因する賠償責任。 
４．施術の結果を保障することにより加重された賠償責任。  
５．スラスト法による頚椎に対する賠償責任。
６．無資格者が行った鍼灸行為によって生じた賠償責任。 
７．外科的手術、薬品の投与もしくはそれらの指示を行うことによって生
じた賠償責任な  

共済金を支払いできる主な内容

１.法律上負担した損害賠償金 
２.その他訴訟・仲介・和解の費用など、本会が認めた費用。 

＊1（１＋２）－免責額＝支払共済金となります。 
＊2 他保険・他共済と重複して支払われる時には按分払い

 となります。 

〒101-0063　東京都世田谷区大原2-17-6-210   TEL：03(5289)8171　FAX：03(5289)8173
受付時間：平日10:00～18:00

E-mail：info@jha-kyosai.org  URL：http://www.jha-kyosai.org
■詳しい資料を無料でご送付いたします。

JHA日本治療協会
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